
「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進する

ための関係法律 の整備等 に関す る法律案」について (説

明要 旨)

本法律案は、地域において効率的かつ質の高い医療提

供体制を構築するとともに地域包括ケアシステムを構築

することを通 じ、必要な医療及び介護の総合的な確保を

推進す るため、医療法、介護保険法等の関係法律の所要

の整備等を行 うものであ ります。

(参考)本法律案の概要

1.地域における公的介護施設等の計画的な整備等の促進に関する法律の一部改正

厚生労働大臣は医療及び介護保険計画の整合性の確保のための方針を定め、国は都道府県が当該方

針に基づき作成する計画で定める事業の実施のための基金の経費の一部を負担すること等とする。

2.医療法の一部改正

病院等の管理者に対 し、病床の機能等の都道府県知事への報告や、医療事故の日時、場所等の厚生

労働大臣が指定する医療事故調査 。支援センターヘの届出を義務付けること等 とする。

3.介護保険法の一部改正

予防給付の一部を地域支援事業に移行するとともに、一定以上の所得を有する第一号被保険者に対

する居宅介護サービス費等の支給の額をその費用の額の 80/100と すること等 とする。

4.保健師助産師看護師法等の一部改正

医療の担い手の確保や専門性の向上等を通 じて地域における医療の確保を推進するため、保健師助

産師看護師法等について所要の改正を行 う。

5.施行期 日

公布 日 (一部については平成26年 10月 1日 、平成27年 4月 1日 、同年 8月 1日 等 )



地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律案の概要

持続可能な社会保障制度の確立を図るための改革の推進に関する法律に基づく措置として、効率的かつ質の高い医療提供体制を
構築するとともに、地域包括ケアシステムを構築することを通じ、地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するため、医
療法、介護保険法等の関係法律について所要の整備等を行う。

１．新たな基金の創設と医療・介護の連携強化（地域介護施設整備促進法等関係）

①都道府県の事業計画に記載した医療・介護の事業（病床の機能分化・連携、在宅医療・介護の推進等）のため、

消費税増収分を活用した新たな基金を都道府県に設置

②医療と介護の連携を強化するため、厚生労働大臣が基本的な方針を策定

２．地域における効率的かつ効果的な医療提供体制の確保（医療法関係）
①医療機関が都道府県知事に病床の医療機能（高度急性期、急性期、回復期、慢性期）等を報告し、都道府県は、それをもとに
地域医療構想（ビジョン）（地域の医療提供体制の将来のあるべき姿）を医療計画において策定

②医師確保支援を行う地域医療支援センターの機能を法律に位置付け

３．地域包括ケアシステムの構築と費用負担の公平化（介護保険法関係）

①在宅医療・介護連携の推進などの地域支援事業の充実とあわせ、全国一律の予防給付(訪問介護・通所介護)を地域支援事業に

移行し、多様化 ※地域支援事業：介護保険財源で市町村が取り組む事業

②特別養護老人ホームについて、在宅での生活が困難な中重度の要介護者を支える機能に重点化

③低所得者の保険料軽減を拡充

④一定以上の所得のある利用者の自己負担を２割へ引上げ（ただし、月額上限あり）

⑤低所得の施設利用者の食費・居住費を補填する「補足給付」の要件に資産などを追加

４．その他

①診療の補助のうちの特定行為を明確化し、それを手順書により行う看護師の研修制度を新設

②医療事故に係る調査の仕組みを位置づけ

③医療法人社団と医療法人財団の合併、持分なし医療法人への移行促進策を措置

④介護人材確保対策の検討（介護福祉士の資格取得方法見直しの施行時期を27年度から28年度に延期）

公布日。ただし、医療法関係は平成26年10月以降、介護保険法関係は平成27年４月以降など、順次施行。

概 要

趣 旨

施行期日（予定）

1



医療・介護サービスの提供体制改革のための新たな財政支援制度
平E26年度
:公費で輪 円

○ 団塊の世代が後期高齢者となる2025年を展望すれよ 病床の機能分化・連携、在宅医療・介護の推進、医師・看護師等の医療従事者の
確保・勤務環境の改善、地域包括ケアシステムの構築、といつた「医療・介護サービスの提供体制の改革」が急務の課題

○ このため、医療法等の改正による制度面0対 応に併せ、消費税増収分を財源として活用し、医療・介護サービスの提供体制改革を推進す
るための新たな財政支援制度を創設する。

○ 各都道府県に消費税増収分を財源として活用した基金をつくり、各都道府県が作成した計画に基礎 事業実施

◇「地域における公的介護施設等の計画的な整備等の促iLlこ関する法律」を改正L法律上の根拠を調サ&
◇ この制度はまず医療を対象として平成26年度より実施し、介護については平成27年度から実施。病床の機能分化・連携については、平成26年度は回復
期病床への転換等現状でも必要なもののみ対象とし、平成27年度からの地域医療構想(ビジョン)の策定後に更なる拡充を検討。

①国は、法律に基づく基本的な方針を策定し、対象事業を明確イL
②都道府県は、計画を厚生労働省に提出。
③国・都道府県・市町村が基本的な方針・計画策定に当たつて公正性及び透明
性を確保するため、関係者こよる協議の仕組みを調サ&

※国が策定する基本的な方針や交付要綱の中で者5道府県に対して官民に公平に配
分すな上を求める旨を記載するなどの対応を彿 予定。(公正性及び透明性の確保)

【新たな財政支援制度の仕組み(案 )】

都道府県計画
提出

国

消費税財源活用

都道府県

①病床の機能分化・連携
③医療従事者等の確保・養成

②在宅医療の推進・介護サービスの充実

交付 申請

事 業 者 等

1病床の機能分化・連携のために必要な事業

(1)地域医療構想(ビジョン)の達崩こ向けた医療機関の施設・設備の

整備を推進するための事業  等

2在宅医療口介護サービスの充実のために必要な事業

(1)在宅医療(歯科・薬局を含む)を推進する靡 業

(2)介護サービスの施設・設備の整備を推進するための事業 等

3医療従事者等の確保・養成のための事業

(1)医師確保のための事業

(2)看護職員の確保のための事業

(3)介護従事者の確保のための事業

(4)医療・介護従事者の勤務環境改善のため 事業  等

■国と都道府県の負担割合は、2/3:1/3



病床機能報告制度と地域医療構想 (ビジョン)の策定

0病 床機能報告制度 (平成26年度～)

医療機関が、その有する病床において担つている医療機能の現状と今後の方向を選択し、病棟単位で、都
道府県に報告する制度を設け、医療機関の自主的な取組みを進める。

○ 地域医療構想 (ビジョン)の策定 (平成27年度～)                        :
都道府県は、地域の医療需要の将来推計や報告された情報等を活用して、二次医療圏等ごとの各医療機 :

能の将来の必要量を含め、その地域にふさわしいバランスのとれた医療機能の分化と連携を適切に推進する :

ための地域医療のビジョンを策定し、医療計画に新たに盛り込み、さらなる機能分化を推進。       :
国は、都道府県における地域医療構想 (ビジョン)策定のためのガイドラインを策定する(平成26年度～)。  |

讐

鰹

医療機能の報告等を活用し、地域医療構想 (ビ

ジョン)を策定し、更なる機能分化を推進

(地域医療構想 (ビジョン)の 内容)

1.2025年の医療需要
入院日外来別・疾患別患者数 等

2.2025年に目指すべき医療提供体制
・二次医療圏等 (在宅医療・地域包括ケアについては市町村
ごとの医療機能別の必要量

3.目 指すべき医療提供体制を実現するための施策
例)医療機能の分化・連携を進めるための施設設備、

医療従事者の確保・養成等

3

(機能が

見えにくい)

(B病棟 )

回復期機能

医療機能の現状と
今後の方向を報告



地域医療構想 (ビジョン)を実現する み

(1)「協議の場」の設置
○ 都道府県は、地域医療構想の実現について、医療関係者、医療保険者等の関係者との協議を行う「協議の場」を設置。
医療機関相互の協議により、地域医療構想を推進していくが、協議だけでは進まない場合には、都道府県知事が以下の措置を講
ずることができることとする。

(2)都道府県知事が講ずることができる措置
① 病院の新規開設・増床への対応
○ 都道府県知事は、開設許可の際に、不足している医療機能を担うという条件を付けることができることとする。

② 既存医療機関による医療機能の転換への対応
[医療機関が過剰な医療機能に転換しようとする場合]

○ 都道府県知事は、医療機関に対して医療審議会での説明等を求めることができることとし、転換にやむを得ない事情がないと
認める時は、医療審議会の意見を聴いて、転換の中止を要請 (公的医療機関等には命令)することができることとする。

[「協議の場」の協議が調わず、自主的な取組みだけでは機能分化・連携が進まない場合 ]

○ 都道府県知事は、医療審議会の意見を聴いて、不足している医療機能に係る医療を提供すること等を要請 (公的医療機関等に
は指示)することができることとする。

③ 稼働していない病床の削減の要請
○ 医療計画の達成の推進のため特に必要がある場合において、都道府県知事は公的医療機関等以外の医療機関に対して、医
療審議会の意見を聴いて、稼働していない病床の削減を要請することができることとする。

※ 現行の医療法上、公的医療機関等に対しては、都道府県知事が稼働していない病床の削減を命令することができることとなつている。

1〉   こ漸 誰 彗詳 肥 詭 蟹 ア :結譜 緯 ネ8曹層稗ぅ。当該勧割 こも従わない場合や、公的医療機関が上記
の命令ロキ旨示に従わない場合には、現行の医療法上の措置 (管理者の変更命令や公的医療機関への運営の指示等)に加えて、
以下の措置を講ずることができることとする。
イ 医療機関名の公表
口 各種補助金の交付対象や福祉医療機構の融資対象からの除外
ハ 地域医療支援病院・特定機能病院の不承認・承認の取消し 4



予防給付の見直しと地域支援事業の充実

○予防給付のうち訪間介護・通所介護について、市町村が地域の実情に応じた取組ができる介護保険制度の地域支援事業へ移行 (29年度末ま

で)。 財源構成は給付と同じ(国 、都道府県、市町村、1号保険料、2号保険料 )。

○既存の介護事業所による既存のサービスに加えて、NPO、 民間企業、ボランティアなど地域の多様な主体を活用して高齢者を支援 (高齢者の状

態像等に応じたケアマネジメント)。 高齢者は支え手側に回ることも。

○総合事業の事業費の上限は、事業への移行分を賄えるように見直し。

○国は、指針 (ガイドライン)を策定し、市町村による事業の円滑な実施を支援。

既存の訪問介護事業所による身体介護口生

活援助の訪間介護

NPO、 民間事業者等による掃除・洗濯等の

生活支援サービス

地域支援事業
予防給付

(全国―律の基準)

・ 専門的なサービスを必要とする人に

は専門的サービスの提供
(専門サービスにふさわしい単価)

・多様な担い手による多様なサービス

(多様な単価、住民主体による低廉な

単価の設定、単価が低い場合には

利用料も低減)

・支援する倶」とされる倶」という画一的
な関係性ではな <、 サービスを利用
しながら地域とのつながりを維持で

きる
・能力に応じた柔軟な支援により、‐

介護サービスからの自立意欲が向上

サービスの充実

口多様なニーズに対

するサービスの拡
がりにより、在宅生

活の安心確保

中 同時に実現

費用の効率化

・住民主体のサービ
ス利用の拡充

・認定に至らない

高齢者の増加

移 行

ゆ

<地域支援事業の充実>

住民ボランティアによるゴミ出し等の生活支
援サービス

既存の通所介護事業所による機能訓練等
の通所介護

NPO、 民間事業者等によるミニデイサービス

コミュニティサロン、住民主体の運動・交流の場

リハビリ、栄養、口腔ケア等の専門職等関与

する教室

・住民主体で参加しやすく、地域に根ざした介護予防活動の推進
・元気な時からの切れ目ない介護予防の継続
・リハビリテーション専門職等の関与による介護予防の取組
・見守り等生活支援の担い手として、生きがいと役割づくりによる互助の推進

●ヽロロ"“ """"""口・““・・"・ 口""""・・"・・""・・"・・"・・…"・・""・・""・・・・・・"""""・・“"""""""""""・・“""“ ““““・・“"""“ ""・・“"""""・・""“"""""""""5.



特別養護老人ホ…ムの重点化

〔見直し案〕

○ 原則、特養への新規入所者を要介護度 3以上の高齢者に限定し、在宅での生活が困難な中重度の要介護者を支える施
設としての機能に重点化 【既入所者は除く】

○ 他方で、軽度 (要介護 1・ 2)の要介護者について、やむを得ない事情により、特養以外での生活が著しく困難であ
ると認められる場合には、市町村の関与の下、特例的に、入所を認める

【参考 :要介護 1・ 2で あっても特養への入所が必要と考えられる場合 (詳細については今後検討)】
>知的障害・精神障害等も伴つて、地域での安定した生活を続けることが困難
>家族等による虐待が深刻であり、心身の安全・安心の確保が不可欠
>認知症高齢者であり、常時の適切な見守 り・介護が必要

要介護度別の特養入所者の割合

要介護 1

≪ 施設数 :7,831施設

要介護 2    要介護 3

サービス受給者数 :51.1万人 (平成25年 8月 )≫

要介護 4        要介護 5

平成 12年

(平均要介護度)

(3.35)

(3.89)年

、
‐
‐
‐
‐
―
ノ

込

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｔ

9.0 26.1 36.7           1       25.6

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%      100%

(単位 :万人 )

要介護1～ 2 要介護3 要介護4～ 5 計

全体
13.2

(31.2%)
11.0

(26.2%)
17.9
(42.4%)

42.1
(100%)

うち在宅の方 7.7
(18.2%)

5.4
(12.9%)

6. 7
(16.0%)

19。  9
(47.2%)

6

況状

賜
　
　
ゎ

※各都道府県で把握している特別養護老人ホームの入所申込者の状況を集計したもの。 (平成21年 12月 集計。調査時点は都道府県によって異なる。)



低所得者の―号保険料の軽減強化

〔見直し案〕
■ 給付費の5割の公費とは別枠で公費を投入し、
低所得の高齢者の保険料の軽減を強化。

■ 平成27年度 (第 6期介護保険事業計画)から実施。

現行   27年 度～

第 1・ 第2段階 0.5 → 0.3

特例第3段階 0。 75 →〉   0.5

第3段階 0.75 →〉   0.7

(保険料

基準額 X

1.5

1.25

1.0

0.75

0.7

0.5

0.3

第1段階

生活保護被保護

者、世帯全員が市
町村民税非課税
の老齢福祉年金
受給者等

特例

第3段階

(65歳以上全体の約3割 )
(65歳以上全体の約7割 )

第3段階

世帯全員が市町

村民税非課税か

つ本人年金収入
120万円超等

月4,972円

(第 5期の全国平均額 )

特例第4段階

(保険者判断で

設定可能 )

本人が非課税かつ

本人年金収入等80

万円以下

第4段階

本人が市町村民税

非課税 (世帯に課税

者がいる)

更なる保険料軽減を行い、その軽減分を公費により補填。   |
(2015年度時点で最大1′300億円の公費投入)

第4段階 第6段階
．
階

中
段

¨
筆
‐

７
′

市町村民税 本人が課税市町村民税本人が非課税
こ課税者がい

第2段階

世帯全員が市町

村民税非課税か
つ本人年金収入

等80万 円以下等

特例第3段階

(保険者判断で

設定可能 )

世帯全員が非課税

かつ本人年金収入

等80万 円超120万 円

以下

第5段階

市町村民税課税かつ

基準所得金額190万

円未満

第6段階

市町村民税課税かつ

基準所得金額 190万

円以上



負担割合の引き上げ

○ 保険料の上昇を可能な限り抑えつつ、制度の持続可能性を高めるため、これまで一律1割に据え置いている利用者負
担について、相対的に負担能力のある一定以上の所得の方の自己負担割合を2割とする。ただし、月額上限があるため、
見直し対象の全員の負担が2倍になるわけではない。

○ 自己負担2割とする水準は、モデル年金や平均的消費支出の水準を上回り、かつ負担可能な水準として、
被保険者の上位20%に該当する合計所得金額160万円以上の者 (単身で年金収入のみの場合、280万円以上)

○ 利用者の所得分布は、被保険者全体の所得分布と比較して低いため、被保険者の上位20%に相当する基準を設定
したとしても、実際に影響を受けるのは、在宅サービスの利用者のうち15%程度、特養入所者の5%程度と推計。

一定以上所得者の利用者負担の見直し

自己負担2割とする水準(単身で年金収入のみの場合 )

※年金収入の場合:合計所得金額=年金収入額―公的年金等控除(基本的に120万円)

160
合計所得金額

年金収入

|モデル年金
|

|(厚生年金)|

[]…望里互里_‥」

参考 :医療保険の70歳 以上の高額療養費の限度額

〈現行〉

(案 )被保険者の

上位20%
280万円

1介護保険料
|

|が第6段階 |

1310万円
|

負担上限の引き上げ

自己負担限度額 (高額介護サービス費)のうち、医療保険の現役並み所得に
相当する者のみ引上げ

く見直し案〉
自己負担限度額 (月 額 )

現役並み

所得相当

市町村民税世帯非課税等

1年金収入80万円以下等

24′ 600円 (世帯)

15′ 000円 (個人)

自己負担限度額

(現行/世帯単位 )

現役並み所得者
80,100+医 療費1%
(多数該当 :44,400円 )

一般 44,400円

市町村民税非課税等 24′ 600Fヨ

年金収入80万円以下等 15.000円

8



補足給付の見直し (資産等の勘案 )

○ 施設入所等にかかる費用のうち、食費及び居住費は本人の自己負担が原則となっているが、住民税非課税世帯である入居者については、そ

の申請に基づき、補足給付を支給し負担を軽減。

○ ネ冨祉的な性格や経過的な性格を有する制度であり、預貯金を保有するにもかかわらず、保険料を財源とした給付が行われることは不公平であ

ることから、資産を勘案する等の見直しを行う。

<現在の補足給付と施設利用者負担>※ ュニット型個室の例

【  【

6.0

第1段階
・生活保護受給者
・市町村民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者

第2段階
・市町村民税世帯非課税であつて、

課税年金収入額+合計所得金額が80万円以下

第3段階
口市町村民税世帯非課税であつて、

利用者負担第2段階該当者以外

第4F■階 口市町村民税本人非課税・世帯課税
・市町村民税本人課税者

(※ )認定者数 :103万人、給付費 :2844億円 [平成23年度 ]

居住費

■ 食費

1割負担

第1段階

<見直し案>

預貯金等

配偶者の所得

非課税年金収入

一定額超の預貯金等 (単身では10∞万円超、夫婦世帯では20∞万円超程度を想定)がある
場合には、対象外。 →本人の申告で判定。金融機関への照会、不正受給に対するペナ
ルティ (加算金)を設ける

施設入所に際して世帯分離が行われることが多いが、配偶者の所得は、世帯分離後も勘
案することとし、配偶者が課税されている場合は、補足給付の対象外

補足給付の支給段階の判定に当たり、非課税年金 (遺族年金 口障害年金)も勘案する
ｎ
υ

膨
副
熱

万
３

第2段階 第3段階    第4段階



特定行為に係る看護師の研修制度について

制度創設の必要性

02025年に向けて、さらなる在宅医療等の推進を図つていくためには、個別に熟練した看護師のみでは足りず、その都度、医
師又は歯科医師の判断を仰がず、手順書により、一定の診療の補助 (特定行為 :例えば、脱水時の点滴 (脱水の程度の判
断と輸液による補正)など)を行う看護師を養成し、確保していく必要がある。

○このため、その行為を特定し、手順書によりそれを実施する場合の研修制度を創設し、その内容を標準化することにより、
今後の在宅医療等を支えていく看護師を計画的に養成していくことが、本制度創設の目的である。

特定行為に係る研修の対象となる場合

〆嘉状の範囲外`
ゝ ノ

―

ヽ

一

ノ

医師又は歯科医師に

指示を求める

′

医師又は歯科医師が患者
を特定した上で、看護師
に手順書※により特定行
為を実施するよう指示

:

ム
ν

|

『患者の病状の範囲』
の確認を行う

〆
〆

病状の｀

ヾ囲レ
日
、

看護師
れた『言
を実施ロノ

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 、

師が手順書に定めら
『診療の補助の内容』

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

′
ヽ  ―  ―  _ _ _ _ _ _ _ ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―

※手順書 :医師又は歯科医師が看護師に診療の補助を行わせるためにその指示として作成する文書であって、看護師に診療の補助を行わせる『患者
の病状の範囲』及び『診療の補助の内容』その他の事項が定められているもの。
>現行と同様、医師又は歯科医師の指示の下に、手順書によらないで看護師が特定行為を行うことに制限は生じない。
>本制度を導入した場合でも、患者の病状や看護師の能力を勘案し、医師又は歯科医師が直接対応するか、どのような指示により看護師に診療の補助

を行わせるかの判断は医師又は歯科医師が行うことに変わりはない。

指定研修修了者の把握方法

研修修了者の把握については、厚生労働省が指定研修機関から研修修了者名簿の提出を受ける(省令で規定することを想定)。

10

看護師が医師又
は歯科医師に

結果を報告



に係る

○ 医療事故が発生した医療機関において院内調査を行い、その調査報告を民間の第二者機関(医療事故調査・支援セ
ンター)が収集・分析することで再発防止につなげるための医療事故に係る調査の仕組み等を、医療法に位置づけ、医
療の安全を確保する。

○ 対象となる医療事故は、医療機関に勤務する医療従事者が提供した医療に起因し、又は起因すると疑われる死亡又
は死産であって、当該医療機関の管理者がその死亡又は死産を予期しなかつたものとする。

調査の流れ :

■ 対象となる医療事故が発生した場合、医療機関は、第三者機関への報告 (① )、 必要な調査の実施 (② )、 調査結

果について遺族への説明及び第三者機関(※ )への報告(③)を行う。
■ 第三者機関は、医療機関が行つた調査結果の報告に係る整理・分析(④)を行い、医療事故の再発の防止に関する
普及啓発を行う。

■ 医療機関又は遺族から調査の依頼(⑤)があつたものについて、第三者機関が調査(⑥ )を行い、その結果を
医療機関及び遺族への報告(⑦)を行う。
※(1)医療機関への支援、(2)院内調査結果の整理・分析、(3)遺族又は医療機関からの求めに応じて行う調査の実施、(4)再発の防止に関する

普及啓発、(5)医療事故に係る調査に携わる者への研修等を適切かつ確実に行う新たな民間組織を指定する。

医 療 機 関 (病院・診療所・助産所)

②院内調査

③説明
▼

⑤依頼

①報告
(注 1)支援団体については、実務上厚生労働省に登録するとともに、委託を受けて第二者機関の業務の一部を行う。
(注2)第二者機関への調査の依頼は、院内調査の結果が得られる前に行われる場合もある。

■ ■ ●
日

■

■

■

■

ロ

■

■

ロ

■

■

■

ロ

■

■

■

ロ

必要な情報の提供″支援

・・ 2`』事な長″FE

支援団体

族一週一
全医療機関共通
の調査の流れ

-
第二者機関
調査の流れ
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地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

改
正
の
趣
旨

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
図
る
た
め
の
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
措
置
と
し
て
、
効
率
的
か

つ
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
通
じ
、
地
域
に
お

け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
、
医
療
法
、
介
護
保
険
法
等
の
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

第
二

地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

一

題
名
に
関
す
る
事
項

題
名
を
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
こ
と
。
（
題
名
関
係
）

二

目
的
に
関
す
る
事
項

こ
の
法
律
の
目
的
に
、
地
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
を
生
か
し
つ
つ
、
地
域
に
お
い
て
効
率
的
か
つ
質
の
高
い
医
療
提
供

体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
通
じ
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の

総
合
的
な
確
保
を
促
進
す
る
措
置
を
講
ず
る
旨
を
明
記
す
る
こ
と
。
（
第
一
条
関
係
）



三

総
合
確
保
方
針
、
都
道
府
県
計
画
及
び
市
町
村
計
画
に
関
す
る
事
項

１

厚
生
労
働
大
臣
は
、
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及

び
介
護
を
総
合
的
に
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
総
合
確
保
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
総
合
確
保
方
針
に
お
い
て
は
、
医
療
法
第
三
十
条
の
三
第
一
項
の
基
本
方
針
及
び
介
護
保

険
法
第
百
十
六
条
第
一
項
の
基
本
指
針
の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項
、
公
正
性
及
び
透
明
性
の
確
保
そ
の
他
四
の
基
金
を

充
て
て
実
施
す
る
都
道
府
県
事
業
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
等
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
条
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
関
係
）

２

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
総
合
確
保
方
針
に
即
し
て
、
か
つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
医
療
及
び
介
護
の
総
合

的
な
確
保
の
た
め
の
事
業
（
地
域
医
療
構
想
の
達
成
に
向
け
た
医
療
機
関
の
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
関
す
る
事
業
、

居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
提
供
に
関
す
る
事
業
、
公
的
介
護
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
事
業
、
医
療
従
事
者
及
び
介
護

従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
事
業
等
）
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
、
都
道
府
県
が
作
成
す
る
も
の
を
「
都
道
府
県
計

画
」
と
、
市
町
村
が
作
成
す
る
も
の
を
「
市
町
村
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

ま
た
、
都
道
府
県
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
医
療
計
画
及
び
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
と
の
整
合



性
を
図
る
も
の
と
し
、
市
町
村
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の
整
合
性
の
確
保

を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
条
及
び
第
五
条
関
係
）

四

基
金
に
関
す
る
事
項

都
道
府
県
が
、
都
道
府
県
事
業
（
都
道
府
県
計
画
に
掲
載
さ
れ
た
事
業
を
い
う
。
）
に
関
す
る
経
費
を
支
弁
す
る
た
め

基
金
を
設
け
る
場
合
に
は
、
国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
資
金
の
三
分

の
二
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
当
該
基
金
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
国
が
負
担
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法

律
の
施
行
に
よ
り
増
加
す
る
消
費
税
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

五

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
三

医
療
法
の
一
部
改
正

一

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
に
関
す
る
事
項

１

病
床
機
能
報
告
制
度

一
般
病
床
又
は
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
病
床
の
機
能
区
分
に
従
い
、
基
準
日
に
お
け



る
病
床
の
機
能
（
以
下
「
基
準
日
病
床
機
能
」
と
い
う
。
）
及
び
基
準
日
か
ら
一
定
期
間
が
経
過
し
た
日
に
お
け
る
病

床
の
機
能
の
予
定
（
以
下
「
基
準
日
後
病
床
機
能
」
と
い
う
。
）
並
び
に
入
院
患
者
に
提
供
す
る
医
療
の
内
容
等
の
情

報
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
関
係
。
平
成
二

十
七
年
四
月
一
日
以
降
は
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
）

２

地
域
医
療
構
想
の
策
定

都
道
府
県
は
、
医
療
計
画
に
お
い
て
、
地
域
医
療
構
想
（
構
想
区
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
区
分
ご
と
の
将
来
の
病

床
数
の
必
要
量
等
に
基
づ
く
、
当
該
構
想
区
域
に
お
け
る
将
来
の
医
療
提
供
体
制
に
関
す
る
構
想
を
い
う
。
）
に
関
す

る
事
項
、
地
域
医
療
構
想
の
達
成
に
向
け
た
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
に
関
す
る
事
項
等
を
定
め
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の
四
第
二
項
関
係
）

３

地
域
医
療
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

都
道
府
県
は
、
構
想
区
域
等
ご
と
に
、
診
療
に
関
す
る
学
識
経
験
者
の
団
体
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
、
医
療
保
険

（一）
者
等
の
関
係
者
と
の
協
議
の
場
を
設
け
、
地
域
医
療
構
想
の
達
成
の
推
進
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
を
行
う

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の
十
四
第
一
項
関
係
）



都
道
府
県
知
事
は
、
病
院
の
開
設
等
の
申
請
に
対
す
る
許
可
に
は
、
病
床
の
機
能
区
分
の
う
ち
、
当
該
構
想
区
域

（二）
に
お
け
る
既
存
の
病
床
数
が
、
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
係
る
医
療
を
当
該
許
可
に
係
る

病
床
に
お
い
て
提
供
す
る
こ
と
そ
の
他
地
域
医
療
構
想
の
達
成
を
推
進
す
る
た
め
必
要
な
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
条
第
五
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、
１
の
報
告
に
つ
い
て
、
基
準
日
病
床
機
能
と
基
準
日
後
病
床
機
能
と
が
異
な
る
場
合
等
に
お

（三）
い
て
、
当
該
構
想
区
域
に
お
け
る
当
該
基
準
日
後
病
床
機
能
に
係
る
病
床
数
が
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量
に
既
に
達

し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
報
告
に
係
る
病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
基
準
日
病
床
機
能
と
基
準
日
後
病

床
機
能
と
が
異
な
る
理
由
等
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
で
の
説
明
等
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し

、
当
該
説
明
等
の
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
理
由
が
や
む
を
得
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
都
道
府
県
医
療

審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
基
準
日
病
床
機
能
を
基
準
日
後
病
床
機
能
に
変
更
し
な
い
こ
と
等
を
要
請
（
公
的
医
療

機
関
等
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
命
令
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の
十
五
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、
地
域
医
療
構
想
の
達
成
の
推
進
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、

の
協
議
の
場
に
お
け
る
協
議

（四）

（一）

が
調
わ
な
い
場
合
等
に
お
い
て
は
、
病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴



い
て
、
当
該
構
想
区
域
に
お
け
る
既
存
の
病
床
数
が
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量
に
達
し
て
い
な
い
病
床
の
機
能
区
分

に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
等
の
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
要
請
（
公
的
医
療
機
関
等
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

指
示
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の
十
六
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、
構
想
区
域
に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
数
が
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る
基

（五）
準
病
床
数
を
超
え
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
公
的
医
療
機
関
等
以
外
の
医
療
機
関
が
正
当
な
理
由
が
な
く
、
許
可
を

受
け
た
病
床
に
係
る
業
務
を
行
っ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
医
療
機
関
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
病
床
数
の

削
減
の
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の
十
二
関
係
）

病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が

、

及
び

の
要
請
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
都
道
府
県
知
事
は
都
道
府
県
医

（六）

（三）

（四）

（五）

療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
勧
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

し
、
当
該
勧
告
若
し
く
は

の
命
令
又
は

の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
都
道
府
県
知
事
は
そ
の
旨
を
公
表
す

（三）

（四）

る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
地
域
医
療
支
援
病
院
又
は
特
定
機
能
病
院
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
等
が
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
九
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
条
の
十
七
並
び
に
第
三
十
条
の
十
八
等
関
係
）

医
療
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
あ
ら
か
じ
め
意
見
を
聴
く
対
象
と
し
て
、
保
険
者
等
が

（七）



都
道
府
県
ご
と
に
組
織
す
る
保
険
者
協
議
会
を
追
加
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の
四
第
十
四
項
関
係
）

４

居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
充
実
及
び
医
療
と
介
護
の
連
携
の
推
進
の
た
め
の
医
療
計
画
の
見
直
し

厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
と
き
は
、
総
合
確
保
方
針

（一）
に
即
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
都
道
府
県
が
医
療
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
計
画
及
び
都
道
府

県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
と
の
整
合
性
の
確
保
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の

三
第
一
項
及
び
第
三
十
条
の
四
第
十
項
関
係
）

医
療
計
画
で
定
め
る
事
項
と
し
て
、
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
確
保
の
目
標
に
関
す
る
事
項
及
び
居
宅
等
に
お
け

（二）
る
医
療
の
確
保
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
関
す
る
事
項
を
追
加
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の
四
第
二
項
関
係
）

都
道
府
県
が
医
療
計
画
を
変
更
す
る
頻
度
に
つ
い
て
、
六
年
（
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
確
保
の
達
成
状
況
等
に

（三）
つ
い
て
は
、
三
年
）
ご
と
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の
六
関
係
）

５

病
院
及
び
病
床
を
有
す
る
診
療
所
の
開
設
者
並
び
に
管
理
者
並
び
に
国
民
の
役
割

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
に
係
る
病
院
、
病
床
を
有
す
る
診
療
所
及
び
国
民
の
役
割
を

位
置
づ
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
十
条
の
七
第
二
項
関
係
）



二

医
療
従
事
者
の
確
保
等
に
関
す
る
事
項

１

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
機
能
病
院
、
地
域
医
療
支
援
病
院
及
び
公
的
医
療
機
関
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
そ
の
他

の
関
係
者
に
対
し
、
医
師
の
派
遣
、
研
修
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
医
師
が
不
足
し
て
い
る
地
域
の
病
院
又
は
診
療
所
に

お
け
る
医
師
の
確
保
に
関
し
必
要
な
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の
十
八
関
係

。
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
以
降
は
第
三
十
条
の
二
十
四
）

２

都
道
府
県
は
、
医
師
の
確
保
に
関
す
る
調
査
及
び
分
析
、
相
談
、
情
報
の
提
供
等
の
援
助
そ
の
他
の
医
師
の
確
保
を

図
る
た
め
の
必
要
な
支
援
に
関
す
る
事
務
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
の
十
九
第
一
項

関
係
。
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
以
降
は
第
三
十
条
の
二
十
五
第
一
項
）

三

医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
等
に
関
す
る
事
項

１

病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
等
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
し
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
の
た
め
の
指
針
と
な
る
べ
き
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
条
の
十
三
及
び
第
三
十
条
の
十
四
関
係
。
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
以
降
は
第
三
十
条
の
十
九
及
び
第
三
十

条
の
二
十
）



２

都
道
府
県
は
、
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
に
関
す
る
相
談
、
情
報
の
提
供
及
び
助
言
等
の
援
助
そ
の
他
の
医

療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
の
た
め
に
必
要
な
支
援
に
関
す
る
事
務
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
条
の
十
五
第
一
項
関
係
。
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
以
降
は
第
三
十
条
の
二
十
一
第
一
項
）

四

医
療
法
人
の
合
併
に
関
す
る
事
項

社
団
た
る
医
療
法
人
と
財
団
た
る
医
療
法
人
と
の
合
併
を
可
能
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
十
七
条
関
係
）

五

臨
床
研
究
中
核
病
院
に
関
す
る
事
項

臨
床
研
究
の
実
施
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
関
す
る
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
病
院
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承

認
を
得
て
、
臨
床
研
究
中
核
病
院
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
条
の
三
第
一
項
関
係
）

六

医
療
の
安
全
の
確
保
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

１

病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
（
以
下
「
病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
管
理
者
は
、
医
療
事
故
（
当
該
病
院
等
に
勤
務
す

る
医
療
従
事
者
が
提
供
し
た
医
療
に
起
因
し
、
又
は
起
因
す
る
と
疑
わ
れ
る
死
亡
又
は
死
産
で
あ
っ
て
、
当
該
管
理
者

が
そ
の
死
亡
又
は
死
産
を
予
期
し
な
か
っ
た
も
の
を
い
う
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン

タ
ー
に
報
告
し
た
上
で
、
必
要
な
調
査
等
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
報
告
す
る
と
と



も
に
、
遺
族
に
対
し
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
十
及
び
第
六
条
の
十
一
関
係
）

２

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
医
療
事
故
が
発
生
し
た
病
院
等
の
管
理
者
又
は
当
該
医
療
事
故
に
係
る
遺
族

か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
と
き
は
、
必
要
な
調
査
等
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
当
該
管
理
者
及
び
当
該
遺
族
に
対
し
て
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
十
七
関
係
）

七

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
四

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正

一

居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
見
直
し
に
関
す
る
事
項

１

通
所
介
護
の
う
ち
、
利
用
定
員
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
数
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
と

し
て
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
位
置
づ
け
る
こ
と
。
（
第
八
条
関
係
）

２

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定
等
を
市
町
村
が
実
施
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
九
条
等
関
係
）

二

施
設
サ
ー
ビ
ス
等
の
見
直
し
に
関
す
る
事
項

１

介
護
老
人
福
祉
施
設
等
に
係
る
給
付
対
象
を
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
状
態
区
分
に
該
当
す
る
状
態
で
あ

る
者
そ
の
他
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
要
介
護
者
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
条
関
係
）



２

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
を
住
所
地
特
例
の
対
象
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
住
所
地
特
例
の
対
象

者
に
つ
い
て
、
居
住
地
の
市
町
村
が
指
定
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
、
居
住
地

の
市
町
村
の
地
域
支
援
事
業
の
対
象
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
三
条
等
関
係
）

三

費
用
負
担
の
見
直
し
に
関
す
る
事
項

１

介
護
給
付
及
び
予
防
給
付
に
つ
い
て
、
一
定
以
上
の
所
得
を
有
す
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
利
用
者
負
担
の
割
合

を
、
そ
の
費
用
の
百
分
の
二
十
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
九
条
の
二
等
関
係
）

２

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
支
給
要
件
に
つ
い
て
、
所
得
の
ほ
か
、
資
産
の
状
況
も
し
ん
酌
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
。
ま
た
、
偽
り
そ
の
他
の
不
正
行
為
に
よ
っ
て
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
を
受
け
た
場
合
、
市
町
村
は

、
そ
の
給
付
の
価
額
に
加
え
、
そ
の
価
額
の
二
倍
に
相
当
す
る
額
以
下
の
金
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
第
五
十
一
条
の
三
等
関
係
）

３

市
町
村
は
公
費
で
低
所
得
者
の
第
一
号
保
険
料
の
軽
減
を
行
い
、
国
が
そ
の
費
用
の
二
分
の
一
、
都
道
府
県
が
四
分

の
一
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
二
十
四
条
の
二
関
係
）

四

地
域
支
援
事
業
の
見
直
し
に
関
す
る
事
項



１

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
介
護
予
防
訪
問
介
護
と
介
護
予
防
通
所
介
護
を
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
以
下
「
総
合
事
業
」
と
い
う
。
）
に
移
行
し
、
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
に
全
て
の
市
町
村
で
実
施
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
第
百
十
五
条
の
四
十
五
等
関
係
）

２

総
合
事
業
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
規
定
す
る
こ
と
。
（
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
二
等
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
は
、
総
合
事
業
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
指
針
を
公
表
す
る
こ
と
。

（一）

市
町
村
は
、
定
期
的
に
、
総
合
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
評
価
等
を
行
う
よ
う
努
め
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必

（二）
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

総
合
事
業
に
つ
い
て
、
国
が
そ
の
費
用
の
百
分
の
二
十
五
を
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
十
二

（三）
・
五
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
医
療
保
険
者
が
負
担
す
る
地
域
支
援
事
業
支
援
交
付
金
を
充
て
る
こ
と
。

３

地
域
支
援
事
業
の
包
括
的
支
援
事
業
に
次
に
掲
げ
る
事
業
を
追
加
し
、
平
成
三
十
年
度
ま
で
に
全
て
の
市
町
村
で
実

施
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
十
五
条
の
四
十
五
等
関
係
）

医
療
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
が
、
介
護
事
業
者
、
居
宅
に
お
け
る
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
そ
の

（一）
他
の
関
係
者
の
連
携
を
推
進
す
る
事
業



日
常
生
活
の
支
援
及
び
介
護
予
防
に
係
る
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
こ
れ
ら
を
促
進
す
る
事
業

（二）

保
健
医
療
及
び
福
祉
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
に
よ
る
認
知
症
の
早
期
に
お
け
る
症
状
の
悪
化
の
防
止

（三）
の
た
め
の
支
援
そ
の
他
の
総
合
的
な
支
援
を
行
う
事
業

４

地
域
支
援
事
業
の
事
業
費
の
上
限
に
つ
い
て
、
七
十
五
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
数
も
勘
案
し
て
設
定
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
第
百
十
五
条
の
四
十
五
関
係
）

５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
は
、
実
施
す
る
事
業
の
質
の
評
価
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
事
業
の
質
の
向
上
に

努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
市
町
村
は
、
定
期
的
に
、
実
施
す
る
事
業
の
実
施
状
況
の
点
検
等
を
行
う
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
十
五
条
の
四
十
六
関
係
）

６

市
町
村
は
、
適
切
な
支
援
の
検
討
等
を
行
う
た
め
に
、
介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
医
療
及
び
福
祉
に
関
す
る
専
門
的

知
識
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
会
議
を
置
く
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百

十
五
条
の
四
十
八
関
係
）

五

介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
に
関
す
る
事
項

１

厚
生
労
働
大
臣
は
、
総
合
確
保
方
針
に
則
し
て
、
介
護
保
険
事
業
に
係
る
保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た



め
の
基
本
的
な
指
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
十
六
条
関
係
）

２

市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
量
、
費
用
の
額
、
保
険
料
の
水
準
等
に
関

す
る
中
長
期
的
な
推
計
を
記
載
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
市
町
村
計
画
と
整
合
性
の
確
保
が
図
ら
れ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
十
七
条
関
係
）

３

都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
計
画
及
び
医
療
計
画
と
整
合
性
の
確
保
が
図
ら
れ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
十
八
条
関
係
）

六

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
五

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
、
歯
科
衛
生
士
法
、
診
療
放
射
線
技
師
法
、
歯
科
技
工
士
法
及
び
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
改
正

一

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
の
一
部
改
正

特
定
行
為
（
診
療
の
補
助
で
あ
っ
て
、
看
護
師
が
手
順
書
に
よ
り
行
う
場
合
に
は
、
高
度
か
つ
専
門
的
な
知
識
及
び
技

能
等
が
特
に
必
要
な
行
為
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
を
手
順
書
に
よ
り
行
う
看
護
師
は
、
厚
生

労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研
修
機
関
に
お
い
て
、
一
定
の
基
準
に
適
合
す
る
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る



こ
と
。
（
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
関
係
）

二

歯
科
衛
生
士
法
、
診
療
放
射
線
技
師
法
及
び
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

歯
科
衛
生
士
の
行
う
予
防
処
置
に
つ
い
て
歯
科
医
師
の
直
接
の
指
導
で
は
な
く
指
導
の
下
に
行
う
も
の
と
す
る
と
と
も

に
、
診
療
放
射
線
技
師
の
業
務
に
放
射
線
の
照
射
等
に
関
連
す
る
行
為
を
、
臨
床
検
査
技
師
の
業
務
に
検
体
の
採
取
を
行

う
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
す
る
こ
と
等
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

三

歯
科
技
工
士
法
等
の
一
部
改
正

歯
科
技
工
士
国
家
試
験
の
実
施
主
体
を
都
道
府
県
知
事
か
ら
厚
生
労
働
大
臣
に
変
更
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

四

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
六

外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

医
療
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
の
教
授
又
は
医
学
若
し
く
は
歯
科
医
学
の
研
究
を
目
的
と
し
て
本
邦
に
入
国
す
る
外
国

医
師
又
は
外
国
歯
科
医
師
は
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
、
一
定
の
条
件
の
下
に
本
邦
に
お
い
て
医
業
等
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
臨
床
修
練
の
許
可
の
基
準
を
緩
和
す
る
等
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
（
第
三
条

及
び
第
二
十
一
条
の
三
等
関
係
）



第
七

看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

看
護
師
等
は
、
病
院
等
を
離
職
し
た
場
合
等
に
、
住
所
、
氏
名
等
を
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
届
け
出
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
等
看
護
師
等
の
就
業
の
促
進
に
関
す
る
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
（
第
十
六
条

の
三
等
関
係
）

第
八

良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正

持
分
あ
り
医
療
法
人
は
、
持
分
な
し
医
療
法
人
へ
の
移
行
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
が
適
当
で
あ
る
旨
の
厚
生

労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
等
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
（
附
則
第
十
条
の
三
か
ら
第

十
条
の
七
ま
で
等
関
係
）

第
九

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正

介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
方
法
の
見
直
し
に
係
る
改
正
規
定
の
施
行
期
日
を
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
八
年
四
月
一
日
に
変
更
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

第
十

そ
の
他
関
係
法
律
の
一
部
改
正

生
活
保
護
法
、
国
民
健
康
保
険
法
、
老
人
福
祉
法
等
の
関
係
法
律
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。



第
十
一

施
行
期
日
等

一

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
又
は
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

第
三
（
医
療
法
の
改
正
）

平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
（
た
だ
し
、
地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
事
項
（
一
の
２
及
び

（一）
３
）
及
び
臨
床
研
究
中
核
病
院
に
関
す
る
事
項
（
五
）
は
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
、
医
療
事
故
の
調
査
に
係
る
仕
組

み
（
六
）
は
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
）

第
四
（
介
護
保
険
法
の
改
正
）

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
（
た
だ
し
、
利
用
者
負
担
割
合
の
見
直
し
及
び
特
定
入

（二）
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
支
給
要
件
の
見
直
し
（
三
の
１
及
び
２
）
は
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
、
通
所
介
護
の
見

直
し
（
一
の
１
）
は
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
で
政
令
で
定
め
る
日
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
見
直

し
（
一
の
２
）
は
平
成
三
十
年
四
月
一
日
）

第
五
（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
、
歯
科
衛
生
士
法
、
診
療
放
射
線
技
師
法
、
歯
科
技
工
士
法
及
び
臨
床
検
査
技
師

（三）
等
に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
）

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
（
た
だ
し
、
診
療
放
射
線
技
師
法
の
改
正
の
一
部
は
公
布



日
、
看
護
師
の
特
定
行
為
の
研
修
制
度
は
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
）

第
六
（
外
国
医
師
臨
床
修
練
制
度
の
改
正
）
及
び
第
八
（
持
分
な
し
医
療
法
人
へ
の
移
行
に
係
る
改
正
）

平
成
二

（四）
十
六
年
十
月
一
日

第
七
（
看
護
師
免
許
保
持
者
等
の
届
出
制
度
）

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日

（五）

第
九
（
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
方
法
の
見
直
し
の
期
日
の
変
更
）

公
布
の
日

（六）
二

検
討
規
定
等

政
府
は
、
第
三
の
六
の
調
査
（
以
下
「
医
療
事
故
調
査
」
と
い
う
。
）
の
実
施
状
況
等
を
勘
案
し
、
医
師
法
第
二
十

（一）
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
届
出
及
び
第
三
の
六
の
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
医
療
事
故
の
報
告
、
医
療
事
故

調
査
及
び
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
を
見
直
す
こ
と
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ

き
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
二
年
以
内
に
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則

第
二
条
第
二
項
関
係
）

政
府
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
指
示
の
下
に
、
手
順
書
に
よ
ら
な
い
で
行
わ
れ
る
特
定
行
為
が
看
護
師
に
よ
り
適

（二）
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
て
特
定
行
為
の
研
修
制
度
の
趣
旨
が
当



該
行
為
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
の
内
容
の
周
知
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則

第
二
十
九
条
関
係
）

政
府
は
、
我
が
国
に
お
け
る
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
い
、
介
護
関
係
業
務
に
係
る
労
働
力
へ
の
需
要
が
増
大

（三）
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
一
年
を
目
途
と
し
て
、
介
護
関
係
業
務
に
係
る
労
働
力
の
確
保
の
た
め

の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
第
三
項
関
係
）

そ
の
他
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
経
過
措
置
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
改

（四）
正
を
行
う
こ
と
。



一
頁

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律

目
次
中
「
公
的
介
護
施
設
等
の
整
備
（
第
三
条
―
第
九
条
）
」
を
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
（

第
三
条
―
第
十
一
条
）
」
に
、
「
第
十
条
―
第
二
十
条
」
を
「
第
十
二
条
―
第
二
十
二
条
」
に
、
「
第
二
十
一
条
」
を
「
第

二
十
三
条
」
に
、
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
、
「
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る
施
設
及
び
設
備
の
計
画
的
な

整
備
等
」
を
「
効
率
的
か
つ
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

を
通
じ
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
」
に
、
「
老
人
」
を
「
高
齢
者
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一



二
頁

項
を
加
え
る
。

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
高
齢
者
が
、
可
能
な
限
り
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、
介
護
予

防
（
要
介
護
状
態
若
し
く
は
要
支
援
状
態
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
若
し
く
は
要
支
援
状
態
の
軽
減
若
し
く

は
悪
化
の
防
止
を
い
う
。
）
、
住
ま
い
及
び
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
を
い
う
。

第
二
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
章

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
総
合
確
保
方
針
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
公
的
介
護
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方

針
」
を
「
地
域
に
お
い
て
効
率
的
か
つ
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
を
通
じ
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
を
総
合
的
に
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
」
に
、
「
整
備
基
本
方

針
」
を
「
総
合
確
保
方
針
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
整
備
基
本
方
針
」
を
「
総
合
確
保
方
針
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
意
義
及
び
基
本
的
な
方
向
に
関
す
る
事
項



三
頁

二

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
に
関
し
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十

条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
介
護
保
険
法
第
百
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
指
針
の
基
本
と
な
る

べ
き
事
項

三

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
計
画
及
び
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
計
画
の
作
成
並
び
に
こ
れ
ら
の

整
合
性
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

四

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
に
関
し
、
次
条
第
一
項
に
規
定

す
る
都
道
府
県
計
画
、
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
（
以
下
「
医
療
計
画
」
と
い
う
。
）
及

び
介
護
保
険
法
第
百
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
（
以
下
「
都
道
府
県
介
護
保
険

事
業
支
援
計
画
」
と
い
う
。
）
の
整
合
性
の
確
保
に
関
す
る
事
項

五

公
正
性
及
び
透
明
性
の
確
保
そ
の
他
第
六
条
の
基
金
を
充
て
て
実
施
す
る
同
条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
事
業
に
関
す

る
基
本
的
な
事
項

六

そ
の
他
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
に
関
し
必
要
な
事
項

第
三
条
第
三
項
中
「
整
備
基
本
方
針
」
を
「
総
合
確
保
方
針
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次



四
頁

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
総
合
確
保
方
針
の
案
を
作
成
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
医

療
又
は
介
護
を
受
け
る
立
場
に
あ
る
者
、
都
道
府
県
知
事
、
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
次
条
第
四
項
及
び
第

十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
介
護
保
険
法
第
七
条
第
七
項
に
規
定
す
る
医
療
保
険
者
（
次
条
第
四
項
及
び
第
五
条
第
四
項

に
お
い
て
「
医
療
保
険
者
」
と
い
う
。
）
、
医
療
機
関
、
同
法
第
百
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
（
次
条
第
四
項
及
び
第
五
条
第
四
項
に
お
い
て
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。
）
、
診
療
又
は
調
剤
に

関
す
る
学
識
経
験
者
の
団
体
そ
の
他
の
関
係
団
体
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
六
条
」
を
「
第
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
四
章
中
第
二
十
一
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
第
三
章
中
第
二
十
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
十
九
条
を
第
二
十
一
条
と

す
る
。

第
十
八
条
第
二
項
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
六
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十
七
条
を
第
十
九
条
と
し

、
第
十
六
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。



五
頁

第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
一
条
第
三
項
」

を
「
第
十
三
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
十
四
条
を
第
十
六
条
と
し
、
第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で

を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
九
条
中
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
削
り
、
第
二
章
中
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
八
条
中
「
施
設
設
置
者
は
」
を
「
都
道
府
県
整
備
施
設
（
市
町
村
計
画
に
掲
載
さ
れ
た
事
業
に
係
る
施
設
に
限
る
。
）

に
係
る
施
設
を
設
置
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
設
設
置
者
」
と
い
う
。
）
は
」
に
、
「
市
町
村
整
備
施
設
」
を

「
都
道
府
県
整
備
施
設
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
七
条
中
「
市
町
村
整
備
計
画
に
掲
載
さ
れ
た
第
四
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
」
を
「
都
道
府
県
事
業
」
に
、
「

市
町
村
整
備
施
設
」
を
「
都
道
府
県
整
備
施
設
」
に
改
め
、
「
（
以
下
「
施
設
設
置
者
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
条
を

第
九
条
と
す
る
。

第
六
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
充
て
て
整
備
す
る
」
を
「
第
六
条
の

基
金
を
充
て
て
実
施
す
る
医
療
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
要
す
る
費
用
又
は
」
に
、
「
同
法
」
を
「
医
療
法
第
三
十
条
の
九
又

は
老
人
福
祉
法
」
に
、
「
同
項
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
老
人



六
頁

福
祉
法
等
の
特
例
）
」
を
付
す
る
。

第
五
条
を
削
る
。

第
四
条
の
見
出
し
を
「
（
市
町
村
計
画
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
整
備
基
本
方
針
に
基
づ
き
」
を
「
総
合
確
保
方

針
に
即
し
て
、
か
つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
」
に
改
め
、
「
当
該
市
町
村
」
の
下
に
「
の
地
域
」
を
加
え
、
「
公
的
介
護

施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
市
町
村
整
備
計
画
」
を
「
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
の
事
業
の
実

施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
市
町
村
計
画
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
市
町
村
整
備
計
画
」
を
「
市
町
村
計
画
」
に
改
め

、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

医
療
介
護
総
合
確
保
区
域
ご
と
の
当
該
区
域
又
は
当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保

に
関
す
る
目
標
及
び
計
画
期
間

第
四
条
第
二
項
第
二
号
ハ
中
「
日
常
生
活
圏
域
又
は
当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
い
て
」
を
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介

護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
に
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
日
常
生
活
圏
域
」
を
「
医
療
介
護
総
合

確
保
区
域
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
中
「
日
常
生
活
圏
域
」
を
「
医
療
介
護
総
合
確
保
区
域
」
に
改
め

、
同
号
イ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。



七
頁

イ

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
の
医
療
介
護
総
合
確
保
区
域
又
は
当
該
市
町
村
の
区
域

に
お
け
る
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
提
供
に
関
す
る
事
業

第
四
条
第
二
項
第
三
号
中
「
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
」
を
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め

に
必
要
な
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

市
町
村
は
、
市
町
村
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
保
険
法
第
百
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
介
護

保
険
事
業
計
画
と
の
整
合
性
の
確
保
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
第
四
項
中
「
、
市
町
村
整
備
計
画
」
を
「
、
市
町
村
計
画
」
に
、
「
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
市
町
村
整

備
計
画
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
場
合
を
除
き
、
都
道
府
県
に
そ
の
写
し
を
送
付
し
な
け
れ
ば
」
を
「
こ
れ
を
当
該
市

町
村
の
属
す
る
都
道
府
県
に
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

４

市
町
村
は
、
市
町
村
計
画
を
作
成
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
知
事
、

医
療
又
は
介
護
を
受
け
る
立
場
に
あ
る
者
、
医
療
保
険
者
、
医
療
機
関
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
診
療
又
は
調
剤
に
関

す
る
学
識
経
験
者
の
団
体
そ
の
他
の
関
係
団
体
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め



八
頁

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
を
第
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
基
金
）

第
六
条

都
道
府
県
が
、
都
道
府
県
計
画
に
掲
載
さ
れ
た
第
四
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
（
第
九
条
に
お
い
て
「
都

道
府
県
事
業
」
と
い
う
。
）
に
要
す
る
経
費
の
全
部
又
は
一
部
を
支
弁
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
一
条
の
基
金
を
設
け
る
場
合
に
は
、
国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
財
源
に

充
て
る
た
め
に
必
要
な
資
金
の
三
分
の
二
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

（
財
源
の
確
保
）

第
七
条

前
条
の
基
金
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
国
が
負
担
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
の

安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二

十
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
施
行
に
よ
り
増
加
す
る
消
費
税
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
計
画
）



九
頁

第
四
条

都
道
府
県
は
、
総
合
確
保
方
針
に
即
し
て
、
か
つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
当
該
都
道
府
県
の
地
域
に
お
け
る

医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
の
事
業
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
都
道
府
県
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
計
画
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

医
療
介
護
総
合
確
保
区
域
（
地
理
的
条
件
、
人
口
、
交
通
事
情
そ
の
他
の
社
会
的
条
件
、
医
療
機
関
の
施
設
及
び
設

備
並
び
に
公
的
介
護
施
設
等
及
び
特
定
民
間
施
設
の
整
備
の
状
況
そ
の
他
の
条
件
か
ら
み
て
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的

な
確
保
の
促
進
を
図
る
べ
き
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
ご
と
の
当
該
区
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な

確
保
に
関
す
る
目
標
及
び
計
画
期
間

二

前
号
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
事
項

イ

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
の
医
療
介
護
総
合
確
保
区
域
に
お
け
る
居
宅
等
（
居
宅

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
を
い
う
。
次
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
医
療
の
提

供
に
関
す
る
事
業
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
市
町
村
計
画
に
掲
載
さ
れ
た
同
号
イ
に
掲
げ
る
事
業

を
含
む
。
）



一
〇
頁

ロ

公
的
介
護
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
事
業
（
次
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
市
町
村
計
画
に
掲
載
さ
れ

た
同
条
第
二
項
第
二
号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
事
業
を
含
む
。
）

ハ

医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
事
業

ニ

介
護
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
事
業

ホ

そ
の
他
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
事
業
（
次
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
市
町
村
計
画
に
掲
載
さ
れ
た
同
条
第
二
項
第
二

号
ニ
に
掲
げ
る
事
業
を
含
む
。
）

三

そ
の
他
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
に
必
要
な
事
項

３

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
医
療
計
画
及
び
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
と

の
整
合
性
の
確
保
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
計
画
を
作
成
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
市
町
村
長
、

医
療
又
は
介
護
を
受
け
る
立
場
に
あ
る
者
、
医
療
保
険
者
、
医
療
機
関
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
診
療
又
は
調
剤
に
関

す
る
学
識
経
験
者
の
団
体
そ
の
他
の
関
係
団
体
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め



一
一
頁

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

５

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
計
画
を
作
成
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
第
二
号
中
ホ
を
ヘ
と
し
、
イ
か
ら
ニ
ま
で
を
ロ
か
ら
ホ
ま
で
と
し
、
同
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

イ

医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
地
域
医
療
構
想
の
達
成
に
向
け
た
医
療
機
関
の
施
設
又
は
設

備
の
整
備
に
関
す
る
事
業

（
医
療
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
条
の
三
」
の
下
に
「
・
第
三
十
条
の
三
の
二
」
を
加
え
、
「
第
三
節

医
療
従
事
者
の
確
保
等
に
関
す

「
第
三
節

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の

る
施
策
等
（
第
三
十
条
の
十
二
・
第
三
十
条
の
十
三
）
」
を



一
二
頁

第
四
節

医
療
従
事
者
の
確
保
等
に
関
す
る
施
策
等
（
第
三

推
進
（
第
三
十
条
の
十
二
）

に
、
「
第
四
節

公
的
医
療
機
関
」
を
「
第
五
節

公
的
医
療
機
関
」
に
改
め
る
。

十
条
の
十
三
―
第
三
十
条
の
二
十
一
）
」

第
一
条
の
二
第
二
項
中
「
居
宅
等
」
の
下
に
「
（
居
宅
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

」
を
加
え
、
「
（
以
下
「
医
療
機
能
」
と
い
う
。
）
」
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
医
療
従
事
者
」
の
下
に
「
（
以
下
単
に
「
医
療
従
事
者
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

国
民
は
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
効
率
的
な
提
供
に
資
す
る
よ
う
、
医
療
提
供
施
設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業

務
の
連
携
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
医
療
提
供
施
設
の
機
能
に
応
じ
、
医
療
に
関
す
る
選
択
を
適
切
に
行
い

、
医
療
を
適
切
に
受
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
五
第
一
項
第
七
号
中
「
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
」
を
削
り
、
「
こ
れ
ら
の
者
」
を
「

当
該
医
療
従
事
者
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
九
号
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
号
」
に
改
め



一
三
頁

、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
九
号
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
号
」
に
、
「
な
い
の
に
」
を
「
な

く
」
に
、
「
採
る
」
を
「
と
る
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
」
を
削
る
。

第
二
十
九
条
第
三
項
第
三
号
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
十
条
の
十
二
第
五
項
」
を
加
え
、
同
条
第

四
項
第
三
号
中
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
十
条
の
十
二
第
五
項
」
を
加
え
る
。

第
三
十
条
の
三
第
一
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
は
」
の
下
に
「
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進

に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
確
保
方
針
に
即
し
て
」
を
加
え
、
「
の

確
保
（
以
下
「
医
療
提
供
体
制
の
確
保
」
と
い
う
。
）
」
を
「
（
以
下
「
医
療
提
供
体
制
」
と
い
う
。
）
の
確
保
」
に
改
め

、
同
条
第
二
項
第
四
号
中
「
医
療
機
能
」
を
「
医
療
提
供
施
設
の
機
能
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同

項
第
六
号
中
「
次
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
医

師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

五

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
（
病
院
又
は
診
療
所
の
病
床
に
お
い
て
提
供
す
る
患
者
の
病
状
に
応
じ
た
医
療
の
内
容



一
四
頁

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
分
化
及
び
連
携
並
び
に
医
療
を
受
け
る
者
に
対
す
る
病
床
の
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供

の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

第
五
章
第
一
節
中
第
三
十
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
十
条
の
三
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
た
め
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院

等
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
内
容

そ
の
他
の
必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
事
業
」
の
下
に
「
並
び
に
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
確
保
」
を
加
え
、

同
項
第
三
号
中
「
医
療
機
能
」
を
「
医
療
提
供
施
設
の
機
能
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
八
号
か

ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
七
号
中
「
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
」
を
削
り
、

同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

病
床
の
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
事
項

第
三
十
条
の
四
第
三
項
第
一
号
中
「
医
療
機
能
」
を
「
医
療
提
供
施
設
の
機
能
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
掲



一
五
頁

げ
る
医
療
」
の
下
に
「
若
し
く
は
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看

護
師
そ
の
他
の
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
項
第
九
号
及
び
第
十
号
」
を
「
第
二
項
第
十
号
及
び
第
十
一
号
」
に
、

「
同
項
第
十
一
号
」
を
「
同
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
二
項
第
十
一
号
」
を

「
第
二
項
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
五
中
「
医
療
機
能
」
を
「
医
療
提
供
施
設
の
機
能
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
六

都
道
府
県
は
、
三
年
ご
と
に
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
の
う
ち
同
号
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
居
宅
等
医
療

等
事
項
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県

の
医
療
計
画
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
三
十
条
の
四
第
二
項
各
号
（
第
六
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項

二

医
療
計
画
に
第
三
十
条
の
四
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項

２

都
道
府
県
は
、
六
年
ご
と
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
居
宅
等
医
療
等
事
項
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
調
査
、
分
析



一
六
頁

及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条
の
七
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

医
療
提
供
施
設
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
開
設
者
及
び
管
理
者
は
、
前
項
の
必
要
な
協
力
を
す
る
に
際
し
て

は
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
た
め
、
他
の
医
療
提
供
施
設
と
の
業
務
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

病
院

病
床
の
機
能
に
応
じ
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
に
協
力
し
、
地
域
に
お
い
て

必
要
な
医
療
を
確
保
す
る
こ
と
。

二

病
床
を
有
す
る
診
療
所

そ
の
提
供
す
る
医
療
の
内
容
に
応
じ
、
患
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
医
療
の
提
供
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
必
要
な
医
療
を
確
保
す
る
こ
と
。

イ

病
院
を
退
院
す
る
患
者
が
居
宅
等
に
お
け
る
療
養
生
活
に
円
滑
に
移
行
す
る
た
め
に
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
。

ロ

居
宅
等
に
お
い
て
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
。

ハ

患
者
の
病
状
が
急
変
し
た
場
合
そ
の
他
入
院
が
必
要
な
場
合
に
入
院
さ
せ
、
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
。



一
七
頁

第
三
十
条
の
十
第
一
項
中
「
整
備
」
の
下
に
「
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
」
を
加
え
る
。

第
三
十
一
条
中
「
第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
定
め
た
施
策
」
を
「
地
域
医
療
対
策
」
に
改
め

、
「
実
施
に
」
の
下
に
「
協
力
す
る
と
と
も
に
、
第
三
十
条
の
十
八
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
要
請
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
要

請
に
応
じ
、
医
師
の
確
保
に
関
し
」
を
加
え
る
。

第
五
章
中
第
四
節
を
第
五
節
と
す
る
。

第
三
十
条
の
十
三
中
「
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
」
を
「
第
三
十
条
の
十
七
第
一
項
各
号
（
第
三

号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
者
及
び
」
に
、
「
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
定
め
た
施
策
」
を
「
地
域
医
療
対
策

」
に
改
め
、
「
協
力
す
る
よ
う
」
の
下
に
「
努
め
る
と
と
も
に
、
第
三
十
条
の
十
八
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
要
請
さ
れ
た
と

き
は
、
当
該
要
請
に
応
じ
、
医
師
の
確
保
に
関
し
協
力
す
る
よ
う
」
を
加
え
、
第
五
章
第
三
節
中
同
条
を
第
三
十
条
の
二
十

一
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

第
三
十
条
の
十
八

都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
施
策
（
以
下
「
地
域
医
療
対
策
」
と
い
う
。

）
を
踏
ま
え
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
開
設
者
、
管
理
者
そ
の
他
の
関
係
者
に

対
し
、
医
師
の
派
遣
、
研
修
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
医
師
が
不
足
し
て
い
る
地
域
の
病
院
又
は
診
療
所
に
お
け
る
医
師
の



一
八
頁

確
保
に
関
し
必
要
な
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
条
の
十
九

都
道
府
県
は
、
地
域
医
療
対
策
を
踏
ま
え
、
地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
確
保
す
る
た
め
、

次
に
掲
げ
る
事
務
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

病
院
及
び
診
療
所
に
お
け
る
医
師
の
確
保
の
動
向
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
の
確
保
に
関
す
る

調
査
及
び
分
析
を
行
う
こ
と
。

二

病
院
及
び
診
療
所
の
開
設
者
、
管
理
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
医
師
の
確
保
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

三

就
業
を
希
望
す
る
医
師
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
の
医
学
部

に
お
い
て
医
学
を
専
攻
す
る
学
生
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
就
業
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、

助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

四

医
師
に
対
し
、
医
療
に
関
す
る
最
新
の
知
見
及
び
技
能
に
関
す
る
研
修
そ
の
他
の
能
力
の
開
発
及
び
向
上
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
病
院
及
び
診
療
所
に
お
け
る
医
師
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ



一
九
頁

と
。

２

都
道
府
県
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、
医
師
に
つ
い
て
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一

号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
こ
と
又
は
医
業
に
つ
い
て
労

働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
）

第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
若
し
く
は
同
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
書
を
提
出
し
て
労
働
者
派
遣
事

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
及
び
前
項
に
規
定
す
る
事
務
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
地
域
医
療
支

援
事
務
」
と
い
う
。
）
の
全
部
又
は
一
部
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

都
道
府
県
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
は
地
域
医
療
支
援
事
務
又
は
当
該
委
託
に
係
る
事
務
を
実
施
す

る
に
当
た
り
、
地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
確
保
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

５

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
若
し
く
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
者
は
、
正

当
な
理
由
が
な
く
、
当
該
委
託
に
係
る
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。



二
〇
頁

第
三
十
条
の
二
十

国
は
、
地
域
医
療
支
援
事
務
の
適
切
な
実
施
に
資
す
る
た
め
、
都
道
府
県
に
対
し
、
必
要
な
情
報
の
提

供
そ
の
他
の
協
力
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条
の
十
二
を
第
三
十
条
の
十
七
と
し
、
第
五
章
第
三
節
中
同
条
の
前
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

第
三
十
条
の
十
三

病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
に
勤
務
す
る
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改

善
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確
保
に
資
す
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
十
四

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
基
づ
き
病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
し
て

、
そ
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
の
指
針
と
な
る
べ
き
事
項
を
定
め
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条
の
十
五

都
道
府
県
は
、
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
を
促
進
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
実
施
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

病
院
又
は
診
療
所
に
勤
務
す
る
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、

助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

二

病
院
又
は
診
療
所
に
勤
務
す
る
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
に
関
す
る
調
査
及
び
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。



二
一
頁

２

都
道
府
県
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

都
道
府
県
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
又
は
当
該
委
託
に
係
る
事
務

を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
を
促
進
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
確
保
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

４

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
若
し
く
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
者
は
、
正

当
な
理
由
が
な
く
、
当
該
委
託
に
係
る
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
十
六

国
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
適
切
な
実
施
に
資
す
る
た
め
、
都
道
府
県
に
対
し
、
必
要

な
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
協
力
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
章
中
第
三
節
を
第
四
節
と
し
、
第
二
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
三
節

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進

第
三
十
条
の
十
二

病
院
又
は
診
療
所
で
あ
つ
て
一
般
病
床
又
は
療
養
病
床
を
有
す
る
も
の
（
以
下
「
病
床
機
能
報
告
対
象

病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
管
理
者
は
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
令



二
二
頁

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
病
床
の
機
能
に
応
じ
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分
に

従
い
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
（
次
号
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
病
床
の
機
能

二

基
準
日
か
ら
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
が
経
過
し
た
日
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
予
定
（
次
項
に
お
い
て
「
基

準
日
後
病
床
機
能
」
と
い
う
。
）

三

当
該
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
に
入
院
す
る
患
者
に
提
供
す
る
医
療
の
内
容

四

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

２

病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
基
準
日
後
病
床
機
能
に
つ
い
て
変
更
が
生

じ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
速
や

か
に
当
該
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町

村
そ
の
他
の
官
公
署
に
対
し
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
所
在
す
る
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
に
関
し
必
要
な
情
報



二
三
頁

の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
事

項
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
管
理
者
が
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず

、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
は
、
期
間
を
定
め
て
、
当
該
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
開
設
者
に
対
し
、
当
該
管

理
者
を
し
て
そ
の
報
告
を
行
わ
せ
、
又
は
そ
の
報
告
の
内
容
を
是
正
さ
せ
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
命
令
を
受
け
た
病
床
機
能
報
告
対
象
病

院
等
の
開
設
者
が
こ
れ
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
八
条
の
三
第
十
項
及
び
第
四
十
九
条
第
七
項
中
「
出
席
者
の
」
の
下
に
「
議
決
権
の
」
を
加
え
る
。

第
四
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
」
を
削
る
。

第
五
十
七
条
第
一
項
中
「
他
の
社
団
た
る
医
療
法
人
」
の
下
に
「
又
は
財
団
た
る
医
療
法
人
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「
定
が
」
を
「
定
め
が
」
に
改
め
、
「
他
の
」
の
下
に
「
社
団
た
る
医
療
法
人
又
は
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中

「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、
「
定
が
」
を
「
定
め
が
」
に
改
め
、
同
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
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し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
合
併
後
存
続
す
る
医
療
法
人
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
す
る
医
療
法
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
種
類
の
医
療
法
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

合
併
を
す
る
医
療
法
人
が
社
団
た
る
医
療
法
人
の
み
で
あ
る
場
合

社
団
た
る
医
療
法
人

二

合
併
を
す
る
医
療
法
人
が
財
団
た
る
医
療
法
人
の
み
で
あ
る
場
合

財
団
た
る
医
療
法
人

第
五
十
八
条
中
「
前
条
第
四
項
」
を
「
前
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
第
一
項
中
「
第
五
十
七
条
第
四
項
」
を
「
第
五
十
七
条
第
五
項
」
に
、
「
名
あ
て
人
」
を
「
名
宛
人
」
に
改

め
る
。

第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
五
十
七
条
第
五
項
」
を
「
第
五
十
七
条
第
六
項
」
に
、
「
第
五
十
七
条
第
四
項
」
を
「

第
五
十
七
条
第
五
項
」
に
、
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
十
七
条
第
四
項
」
を
「
第
五
十
七

条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
第
三
項
中
「
第
六
条
の
十
一
第
四
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
条
の
十
五
第
四
項
又
は
第
三
十
条
の
十
九
第
五

項
」
を
加
え
る
。
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第
七
十
五
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
七
十
五
条
の
三

第
三
十
条
の
十
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
四
条

医
療
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
三
章

医
療
の
安
全
の
確
保

目
次
中
「
第
三
章

医
療
の
安
全
の
確
保
（
第
六
条
の
九
―
第
六
条
の
十
二
）
」
を

第
一
節

医
療
の
安
全
の
確
保

第
二
節

医
療
事
故
調
査
・
支

の
た
め
の
措
置
（
第
六
条
の
九
―
第
六
条
の
十
四
）

に
、
「
第
三
十
条
の
十
一
」
を
「
第
三
十
条
の
十
二
」
に
、
「
第

援
セ
ン
タ
ー
（
第
六
条
の
十
五
―
第
六
条
の
二
十
七
）
」

三
十
条
の
十
二
」
を
「
第
三
十
条
の
十
三
―
第
三
十
条
の
十
八
」
に
、
「
第
三
十
条
の
十
三
―
第
三
十
条
の
二
十
一
」
を
「

第
三
十
条
の
十
九
―
第
三
十
条
の
二
十
七
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
条
の
三

病
院
で
あ
つ
て
、
臨
床
研
究
の
実
施
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
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る
も
の
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
得
て
臨
床
研
究
中
核
病
院
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

特
定
臨
床
研
究
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
行
う
臨
床
研
究
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
計

画
を
立
案
し
、
及
び
実
施
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
。

二

他
の
病
院
又
は
診
療
所
と
共
同
し
て
特
定
臨
床
研
究
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
定
臨
床
研
究
の
実
施
の
主

導
的
な
役
割
を
果
た
す
能
力
を
有
す
る
こ
と
。

三

他
の
病
院
又
は
診
療
所
に
対
し
、
特
定
臨
床
研
究
の
実
施
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ

の
他
の
援
助
を
行
う
能
力
を
有
す
る
こ
と
。

四

特
定
臨
床
研
究
に
関
す
る
研
修
を
行
う
能
力
を
有
す
る
こ
と
。

五

そ
の
診
療
科
名
中
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
診
療
科
名
を
有
す
る
こ
と
。

六

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
数
以
上
の
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
す
る
こ
と
。

七

そ
の
有
す
る
人
員
が
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

八

第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
並
び
に
第
二
十
二
条
の
三
第
二
号
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、
第
五
号
及
び
第
六
号
に
規
定
す
る
施
設
を
有
す
る
こ
と
。

九

そ
の
施
設
の
構
造
設
備
が
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
令
並
び
に
同

項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
臨
床
研
究
の
実
施
に
関
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
承
認
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
社
会
保
障
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

臨
床
研
究
中
核
病
院
で
な
い
も
の
は
、
こ
れ
に
臨
床
研
究
中
核
病
院
又
は
こ
れ
に
紛
ら
わ
し
い
名
称
を
称
し
て
は
な
ら

な
い
。

第
三
章
中
第
六
条
の
九
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
一
節

医
療
の
安
全
の
確
保
の
た
め
の
措
置

第
三
章
中
第
六
条
の
十
二
を
第
六
条
の
十
四
と
す
る
。

第
六
条
の
十
一
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
病
院
、
診
療
所
若
し
く
は
助
産
所
」
を
「
病
院
等
」
に
改
め
、
同
項
第
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三
号
中
「
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
」
を
「
病
院
等
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
の
十
三
と
す
る
。

第
六
条
の
十
中
「
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
」
を
「
病
院
等
」
に
改
め
、
「
管
理
者
は
」
の
下
に
「
、
前
二
条
に
規
定

す
る
も
の
の
ほ
か
」
を
加
え
、
同
条
を
第
六
条
の
十
二
と
す
る
。

第
六
条
の
九
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
六
条
の
十

病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
管
理
者
は
、
医
療
事
故

（
当
該
病
院
等
に
勤
務
す
る
医
療
従
事
者
が
提
供
し
た
医
療
に
起
因
し
、
又
は
起
因
す
る
と
疑
わ
れ
る
死
亡
又
は
死
産
で

あ
つ
て
、
当
該
管
理
者
が
当
該
死
亡
又
は
死
産
を
予
期
し
な
か
つ
た
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う

。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、

当
該
医
療
事
故
の
日
時
、
場
所
及
び
状
況
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
第
六
条
の
十
五
第
一
項
の
医
療
事
故

調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

病
院
等
の
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
医
療
事
故
に
係
る
死
亡
し

た
者
の
遺
族
又
は
医
療
事
故
に
係
る
死
産
し
た
胎
児
の
父
母
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い

て
単
に
「
遺
族
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
遺
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族
が
な
い
と
き
、
又
は
遺
族
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
条
の
十
一

病
院
等
の
管
理
者
は
、
医
療
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

速
や
か
に
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
医
療
事
故
調
査
」
と
い
う
。
）

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

病
院
等
の
管
理
者
は
、
医
学
医
術
に
関
す
る
学
術
団
体
そ
の
他
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
団
体
（
法
人
で
な
い
団
体

に
あ
つ
て
は
、
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
次
項
及
び
第
六
条
の
二
十
二
に
お
い
て
「
医
療
事
故

調
査
等
支
援
団
体
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
医
療
事
故
調
査
を
行
う
た
め
に
必
要
な
支
援
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

３

医
療
事
故
調
査
等
支
援
団
体
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
支
援
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
医
療
事
故
調
査
に
必
要
な
支
援

を
行
う
も
の
と
す
る
。

４

病
院
等
の
管
理
者
は
、
医
療
事
故
調
査
を
終
了
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く

、
そ
の
結
果
を
第
六
条
の
十
五
第
一
項
の
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

病
院
等
の
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
遺
族
に
対
し
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
事
項
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
遺
族
が
な
い
と
き
、
又
は
遺
族
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
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と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
章
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
二
節

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー

第
六
条
の
十
五

厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
療
事
故
調
査
を
行
う
こ
と
及
び
医
療
事
故
が
発
生
し
た
病
院
等
の
管
理
者
が
行
う

医
療
事
故
調
査
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
医
療
の
安
全
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
般
社
団
法
人
又
は

一
般
財
団
法
人
で
あ
つ
て
、
次
条
に
規
定
す
る
業
務
を
適
切
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、

そ
の
申
請
に
よ
り
、
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
名
称
、
住

所
及
び
事
務
所
の
所
在
地
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
名
称
、
住
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
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第
六
条
の
十
六

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

第
六
条
の
十
一
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
よ
り
収
集
し
た
情
報
の
整
理
及
び
分
析
を
行
う
こ
と
。

二

第
六
条
の
十
一
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
た
病
院
等
の
管
理
者
に
対
し
、
前
号
の
情
報
の
整
理
及
び
分
析
の

結
果
の
報
告
を
行
う
こ
と
。

三

次
条
第
一
項
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
同
項
の
管
理
者
及
び
遺
族
に
報
告
す
る
こ
と
。

四

医
療
事
故
調
査
に
従
事
す
る
者
に
対
し
医
療
事
故
調
査
に
係
る
知
識
及
び
技
能
に
関
す
る
研
修
を
行
う
こ
と
。

五

医
療
事
故
調
査
の
実
施
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
。

六

医
療
事
故
の
再
発
の
防
止
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
医
療
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
業
務
を
行
う
こ
と
。

第
六
条
の
十
七

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
医
療
事
故
が
発
生
し
た
病
院
等
の
管
理
者
又
は
遺
族
か
ら
、
当
該

医
療
事
故
に
つ
い
て
調
査
の
依
頼
が
あ
つ
た
と
き
は
、
必
要
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
前
項
の
調
査
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
管
理
者
に
対

し
、
文
書
若
し
く
は
口
頭
に
よ
る
説
明
を
求
め
、
又
は
資
料
の
提
出
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



三
二
頁

３

第
一
項
の
管
理
者
は
、
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
を

拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

４

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
第
一
項
の
管
理
者
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
拒
ん
だ
と
き
は
、
そ
の
旨

を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
第
一
項
の
調
査
を
終
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
調
査
の
結
果
を
同
項
の
管
理
者
及

び
遺
族
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
十
八

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
第
六
条
の
十
六
各
号
に
掲
げ
る
業
務
（
以
下
「
調
査
等
業
務
」
と

い
う
。
）
を
行
う
と
き
は
、
そ
の
開
始
前
に
、
調
査
等
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
等
業
務
に
関
す
る
規
程
（
次
項
及
び
第
六
条
の
二
十
六
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
業
務
規
程

」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、

同
様
と
す
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
認
可
を
し
た
業
務
規
程
が
調
査
等
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
上
不
適
当
と
な
つ
た
と

認
め
る
と
き
は
、
当
該
業
務
規
程
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。



三
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第
六
条
の
十
九

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
事
業
年
度
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
調
査

等
業
務
に
関
し
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
事
業
年
度
終
了
後
、
調
査
等
業

務
に
関
し
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
二
十

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
調
査
等
業
務
の
全
部

又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
二
十
一

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
者
は
、
正
当
な

理
由
が
な
く
、
調
査
等
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
二
十
二

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
調
査
等
業
務
の
一
部
を
医
療
事
故
調
査
等
支
援
団
体
に
委
託
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
医
療
事
故
調
査
等
支
援
団
体
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た

者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当
該
委
託
に
係
る
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
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第
六
条
の
二
十
三

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
帳
簿
を
備
え
、
調

査
等
業
務
に
関
し
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
二
十
四

厚
生
労
働
大
臣
は
、
調
査
等
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

、
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
調
査
等
業
務
若
し
く
は
資
産
の
状
況
に
関
し
必
要
な
報
告
を
命
じ
、
又
は

当
該
職
員
に
、
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
調
査
等
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ

の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
関
係
人
に
こ
れ
を
提

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
二
十
五

厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
節
の
規
定
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
医
療
事
故
調
査
・

支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
調
査
等
業
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
の
二
十
六

厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は

、
第
六
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
」
と
い
う
。
）
を
取
り
消
す
こ
と
が
で



三
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き
る
。

一

調
査
等
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

指
定
に
関
し
不
正
の
行
為
が
あ
つ
た
と
き
。

三

こ
の
節
の
規
定
若
し
く
は
当
該
規
定
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
処
分
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
第
六
条
の
十
八
第
一

項
の
認
可
を
受
け
た
業
務
規
程
に
よ
ら
な
い
で
調
査
等
業
務
を
行
つ
た
と
き
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
二
十
七

こ
の
節
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
及
び
第
二
十
七
条
」
を
「
、
第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
前
項
」

を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
病
院
の
開
設
の
許
可
若
し
く
は
病
院
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
又

は
診
療
所
の
病
床
の
設
置
の
許
可
若
し
く
は
診
療
所
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
の
申
請
に

対
す
る
許
可
に
は
、
当
該
申
請
に
係
る
病
床
に
お
い
て
、
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
の
機
能
区
分
（
以
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下
こ
の
項
に
お
い
て
「
病
床
の
機
能
区
分
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
当
該
申
請
に
係
る
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
を
含

む
構
想
区
域
（
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
医
療
計
画
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
構
想
区
域
を
い
う
。
）
に
お
け
る
病
床
の
機
能
区

分
に
応
じ
た
既
存
の
病
床
数
が
、
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
構
想
区
域
に
お
け
る
同
号
イ
に
規
定
す
る
将
来
の
病

床
数
の
必
要
量
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
そ
の
他
の
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
同
号
に
規

定
す
る
地
域
医
療
構
想
の
達
成
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
条
件
を
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
七
条
の
二
第
一
項
中
「
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
が
定
め
る
医
療
計
画
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
単
に
「
医
療
計
画
」
と
い
う
。
）
」
を
「
医
療
計
画
」
に
、
「
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
号
」
を
「
第
三
十
条
の

四
第
二
項
第
十
二
号
」
に
、
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
三
十
条
の

四
第
二
項
第
十
号
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
二
号
」
に
、
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条

第
四
項
中
「
第
三
十
条
の
四
第
五
項
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条

第
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。



三
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７

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
命
令
を
受
け
た
病
院
又
は
診
療
所
の

開
設
者
又
は
管
理
者
が
こ
れ
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
二
条
の
四

臨
床
研
究
中
核
病
院
の
開
設
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
業
務
に
関
す
る
報
告
書

を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
報
告
書
の
内
容
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
十
六
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
六
条
の
四

臨
床
研
究
中
核
病
院
の
管
理
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

特
定
臨
床
研
究
に
関
す
る
計
画
を
立
案
し
、
及
び
実
施
す
る
こ
と
。

二

他
の
病
院
又
は
診
療
所
と
共
同
し
て
特
定
臨
床
研
究
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
定
臨
床
研
究
の
実
施
の
主

導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
。
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三

他
の
病
院
又
は
診
療
所
に
対
し
、
特
定
臨
床
研
究
の
実
施
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ

の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

四

特
定
臨
床
研
究
に
関
す
る
研
修
を
行
う
こ
と
。

五

第
二
十
二
条
の
三
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
諸
記
録
を
体
系
的
に
管
理
す
る
こ
と
。

六

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

第
十
七
条
中
「
第
六
条
の
十
」
の
下
に
「
か
ら
第
六
条
の
十
二
ま
で
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
の
三

臨
床
研
究
中
核
病
院
は
、
第
二
十
一
条
第
一
項
（
第
一
号
及
び
第
九
号
を
除
く
。
）
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
人
員
及
び
施
設
を
有
し
、
か
つ
、
記
録
を
備
え
て
置
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
員
数
の
臨
床
研
究
に
携
わ
る
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
従
業
者

二

集
中
治
療
室

三

診
療
及
び
臨
床
研
究
に
関
す
る
諸
記
録



三
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四

病
院
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
諸
記
録

五

第
二
十
二
条
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設

六

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
前
三
条
」
を
「
第
二
十
一
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
、
「
基
準
を
」
を
「
基
準
は
、
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
特
定
機
能
病
院
」
の
下
に
「
又
は
臨
床
研
究
中
核
病
院
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
特
定
機
能

病
院
等
」
と
い
う
。
）
」
を
、
「
第
二
十
二
条
の
二
」
の
下
に
「
又
は
第
二
十
二
条
の
三
」
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
特
定
機
能
病
院
」
を
「
特
定
機
能
病
院
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
第
七
条
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
許
可
に
付
さ
れ
た
条
件
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理
者

に
対
し
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
条
件
に
従
う
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
、
正
当
な
理
由
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が
な
く
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か
つ
た
と
き
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、

都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
命
令
を
受
け
た
病
院
又
は
診
療
所
の
開

設
者
又
は
管
理
者
が
こ
れ
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
二
項
中
「
正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
」
を
「
、
正
当
な
理
由
が
な
く

」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
三
号
中
「
第
三
十
条
の
十
二
第
五
項
」
を
「
第
三
十
条
の
十
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次

の
三
号
を
加
え
る
。

五

地
域
医
療
支
援
病
院
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
第
七
条
の
二
第
三
項
、
第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
又
は
第
三
十
条
の

十
五
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

六

地
域
医
療
支
援
病
院
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
第
三
十
条
の
十
二
第
二
項
又
は
第
三
十
条
の
十
七
の
規
定
に
基
づ
く

勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
。

七

地
域
医
療
支
援
病
院
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
第
三
十
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
示
に
従
わ
な
か
つ
た
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と
き
。

第
二
十
九
条
第
四
項
第
三
号
中
「
第
三
十
条
の
十
二
第
五
項
」
を
「
第
三
十
条
の
十
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の

三
号
を
加
え
る
。

五

特
定
機
能
病
院
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
第
七
条
の
二
第
三
項
、
第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
又
は
第
三
十
条
の
十
五

第
六
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

六

特
定
機
能
病
院
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
第
三
十
条
の
十
二
第
二
項
又
は
第
三
十
条
の
十
七
の
規
定
に
基
づ
く
勧
告

に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
。

七

特
定
機
能
病
院
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
第
三
十
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
示
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
。

第
二
十
九
条
第
六
項
中
「
第
四
項
」
の
下
に
「
又
は
第
五
項
」
を
加
え
、
「
特
定
機
能
病
院
」
を
「
特
定
機
能
病
院
等
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
臨
床
研
究
中
核
病
院
の
承
認
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
る
。

一

臨
床
研
究
中
核
病
院
が
第
四
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た
と
き
。



四
二
頁

二

臨
床
研
究
中
核
病
院
の
開
設
者
が
第
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

三

臨
床
研
究
中
核
病
院
の
開
設
者
が
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

四

臨
床
研
究
中
核
病
院
の
管
理
者
が
第
十
六
条
の
四
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

第
三
十
条
の
三
第
二
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

第
三
十
条
の
三
の
二
中
「
前
条
第
二
項
第
五
号
」
の
下
に
「
又
は
第
六
号
」
を
加
え
、
「
第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
」
を

「
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
四
第
二
項
中
第
十
二
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号

の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に

従
い
定
め
る
区
域
（
以
下
「
構
想
区
域
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
将
来
の
医
療
提
供
体
制
に

関
す
る
構
想
（
以
下
「
地
域
医
療
構
想
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
項
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イ

構
想
区
域
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す

る
病
床
の
機
能
区
分
ご
と
の
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量
（
以
下
単
に
「
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量
」
と
い
う
。
）

ロ

イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
構
想
区
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
も
の

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

八

地
域
医
療
構
想
の
達
成
に
向
け
た
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
に
関
す
る
事
項

第
三
十
条
の
四
第
十
三
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
及
び
市
町
村
」
を
「
、
市
町
村
」
に
改
め
、
「

処
理
す
る
」
の
下
に
「
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
の
」
を
、
「
含
む
。

）
」
の
下
に
「
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一

項
の
保
険
者
協
議
会
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
中
第
十
一
項
を
第
十
三
項
と
し
、
第
十
項
を
第
十
二

項
と
し
、
第
九
項
を
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
十
三
項
」
を
「
第
十
五
項
」
に
、
「
第
二
項
第
十
二
号
」
を
「

第
二
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

都
道
府
県
は
、
医
療
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に

10
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
計
画
及
び
介
護
保
険
法
第
百
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
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介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
と
の
整
合
性
の
確
保
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
四
第
七
項
中
「
第
十
三
項
」
を
「
第
十
五
項
」
に
、
「
第
二
項
第
十
二
号
」
を
「
第
二
項
第
十
四
号
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
項
第
十
二
号
」
を
「
第
二
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
項
第
十
号
及
び
第
十
一
号
」
を
「
第
二
項
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
」
に
、
「
同
項

第
十
二
号
」
を
「
同
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

都
道
府
県
は
、
地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

報
告
の
内
容
並
び
に
人
口
構
造
の
変
化
の
見
通
し
そ
の
他
の
医
療
の
需
要
の
動
向
並
び
に
医
療
従
事
者
及
び
医
療
提
供
施

設
の
配
置
の
状
況
の
見
通
し
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
五
中
「
医
療
保
険
者
」
の
下
に
「
（
第
三
十
条
の
十
四
第
一
項
に
お
い
て
「
医
療
保
険
者
」
と
い
う
。
）
」

を
加
え
る
。

第
三
十
条
の
二
十
一
中
「
第
三
十
条
の
十
七
第
一
項
各
号
」
を
「
第
三
十
条
の
二
十
三
第
一
項
各
号
」
に
、
「
第
三
十
条

の
十
八
」
を
「
第
三
十
条
の
二
十
四
」
に
改
め
、
第
五
章
第
四
節
中
同
条
を
第
三
十
条
の
二
十
七
と
し
、
第
三
十
条
の
二
十

を
第
三
十
条
の
二
十
六
と
し
、
第
三
十
条
の
十
三
か
ら
第
三
十
条
の
十
九
ま
で
を
六
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。
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第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
中
「
区
分
」
の
下
に
「
（
以
下
「
病
床
の
機
能
区
分
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号

中
「
機
能
」
の
下
に
「
（
以
下
「
基
準
日
病
床
機
能
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
次
項
に
お
い
て
」
を
「

以
下
」
に
改
め
、
第
五
章
第
三
節
中
同
条
を
第
三
十
条
の
十
三
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

第
三
十
条
の
十
四

都
道
府
県
は
、
構
想
区
域
そ
の
他
の
当
該
都
道
府
県
の
知
事
が
適
当
と
認
め
る
区
域
（
第
三
十
条
の
十

六
第
一
項
に
お
い
て
「
構
想
区
域
等
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
、
診
療
に
関
す
る
学
識
経
験
者
の
団
体
そ
の
他
の
医
療
関
係

者
、
医
療
保
険
者
そ
の
他
の
関
係
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
関
係
者
」
と
い
う
。
）
と
の
協
議
の
場
（
第
三
十
条
の

二
十
三
第
一
項
を
除
き
、
以
下
「
協
議
の
場
」
と
い
う
。
）
を
設
け
、
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
医
療
計
画
に
お

い
て
定
め
る
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量
を
達
成
す
る
た
め
の
方
策
そ
の
他
の
地
域
医
療
構
想
の
達
成
を
推
進
す
る
た
め
に

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

関
係
者
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
が
行
う
協
議
に
参
加
す
る
よ
う
都
道
府
県
か
ら
求
め
が
あ
つ
た
場
合
に

は
、
こ
れ
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
当
該
協
議
の
場
に
お
い
て
関
係
者
間
の
協
議
が
調
つ
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
そ
の
実
施
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
申
請
を
し
た
者
は
、
当
該
申
請
に
係
る
病
院
の
開
設
若
し
く
は
病
院
の
病
床
数
の
増
加
若
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し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
又
は
診
療
所
の
病
床
の
設
置
若
し
く
は
診
療
所
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の

変
更
に
関
し
て
、
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
地
域
医
療
構
想
の
達
成
の
推
進
の
た
め
、
協
議
の
場
に
お
け
る
協
議
に
参

加
す
る
よ
う
都
道
府
県
知
事
か
ら
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
十
五

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
係
る
基
準
日
病
床
機
能
と
基
準

日
後
病
床
機
能
と
が
異
な
る
場
合
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
報
告
を
し
た
病
床
機
能
報

告
対
象
病
院
等
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
報
告
病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
所
在
地
を
含
む
構
想
区
域
に
お
け

る
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
病
床
の
当
該
報
告
に
係
る
基
準
日
後
病
床
機
能
に
係
る
病
床
の
機
能
区
分
に
応
じ
た
数

が
、
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
構
想
区
域
に
お
け
る
当
該
報
告
に
係
る
基
準
日
後
病
床
機
能
に
係
る
病
床
の
機
能

区
分
に
応
じ
た
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量
に
既
に
達
し
て
い
る
と
き
は
、
報
告
病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、

当
該
報
告
に
係
る
基
準
日
病
床
機
能
と
基
準
日
後
病
床
機
能
と
が
異
な
る
理
由
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
理
由
等
」
と
い
う
。
）
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
書
面
に
記
載
さ
れ
た
理
由
等
が
十
分
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
報
告
病
院
等
の
開

設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
協
議
の
場
に
お
け
る
協
議
に
参
加
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



四
七
頁

３

報
告
病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
か
ら
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
に

応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
の
協
議
の
場
に
お
け
る
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
、
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

き
は
、
当
該
報
告
病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
に
出
席
し
、
当
該
理
由
等
に
つ
い
て

説
明
を
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

報
告
病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
か
ら
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
都
道
府

県
医
療
審
議
会
に
出
席
し
、
当
該
理
由
等
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
の
協
議
の
場
に
お
け
る
協
議
の
内
容
及
び
第
四
項
の
説
明
の
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
理
由

等
が
や
む
を
得
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
報
告
病
院
等
（
第
七
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
開
設
す

る
も
の
に
限
る
。
）
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
第
三
十
条
の
十
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
係
る
基
準
日
病
床
機
能
を
当
該
報
告
に
係
る
基
準
日
後
病
床
機
能
に
変
更
し
な
い
こ
と
そ
の

他
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

前
項
の
規
定
は
、
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
地
域
医
療
構
想
の
達
成
の
推
進
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い



四
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て
、
第
七
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
が
開
設
す
る
報
告
病
院
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
前
項
中
「
命
ず
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
要
請
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条
の
十
六

都
道
府
県
知
事
は
、
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
地
域
医
療
構
想
の
達
成
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
、
協
議
の
場
に
お
け
る
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
、
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
構
想
区

域
等
に
お
け
る
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
（
第
七
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
開
設
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の

開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
病
床
の
機
能
区
分
の
う
ち
、
当
該
構
想
区
域

等
に
係
る
構
想
区
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
区
分
に
応
じ
た
既
存
の
病
床
数
が
、
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
構
想

区
域
に
お
け
る
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
措
置
を

と
る
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
地
域
医
療
構
想
の
達
成
の
推
進
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
第
七
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
が
開
設
す
る
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
指
示
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
要
請
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条
の
十
七

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
十
条
の
十
五
第
七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
六
項
又
は
前



四
九
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条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の

開
設
者
又
は
管
理
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当
該
要
請
に
係
る
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
病

床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
措
置
を
講

ず
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
条
の
十
八

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
十
条
の
十
五
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、
第
三
十
条
の
十
六
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
示
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
命
令
、
指
示
又
は
勧
告
を
受
け
た
病
床
機

能
報
告
対
象
病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
こ
れ
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章
第
二
節
中
第
三
十
条
の
十
一
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
十
条
の
十
二

第
七
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
医
療
計
画
の
達
成
の
推
進
の
た
め
特
に
必
要
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
が
開
設
す
る
病
院
（
療
養
病
床
又
は
一
般
病
床
を
有
す
る

も
の
に
限
る
。
）
又
は
診
療
所
（
第
七
条
第
三
項
の
許
可
を
得
て
病
床
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
の
二
第
三
項
中
「
命
ず
る
」
と
あ
る
の
は
「
要
請
す
る
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
前

三
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、
「
病
床
数
及
び
当
該
申
請
に
係
る
病
床
数
」
と
あ
る
の
は
「
病
床
数
」
と
、
同
条
第



五
〇
頁

五
項
中
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
と
あ
り
、
及
び
同
条
第
六
項
中
「
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
前
条

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
許
可
を
与
え
な
い
処
分
を
し
、
又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
項
」
と
、
同
項
中
「
命

令
し
よ
う
」
と
あ
る
の
は
「
要
請
し
よ
う
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
病
院

又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当
該
要
請
に
係
る
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
と
認
め
る
と

き
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
措
置

を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
勧
告
を
受
け
た
病
院
又
は
診
療
所
の
開

設
者
又
は
管
理
者
が
こ
れ
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
一
条
中
「
第
三
十
条
の
十
八
」
を
「
第
三
十
条
の
二
十
四
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
中
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
削
る
。

第
七
十
二
条
第
三
項
中
「
第
六
条
の
十
一
第
四
項
」
を
「
第
六
条
の
十
三
第
四
項
、
第
六
条
の
二
十
一
、
第
六
条
の
二
十

二
第
二
項
」
に
、
「
第
三
十
条
の
十
五
第
四
項
又
は
第
三
十
条
の
十
九
第
五
項
」
を
「
第
三
十
条
の
二
十
一
第
四
項
又
は
第



五
一
頁

三
十
条
の
二
十
五
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
中
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
又
は
第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
、
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は

第
三
十
条
の
十
五
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
七
十
三
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ

ー
の
役
員
又
は
職
員
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
六
条
の
二
十
の
許
可
を
受
け
な
い
で
、
調
査
等
業
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
と
き
。

二

第
六
条
の
二
十
三
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載
を
せ
ず
、
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
つ
た
と
き
。

三

第
六
条
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
怠
り
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る

検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。

第
七
十
四
条
中
「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
第
一
号
中
「
第
四
条
の
二
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
四
条
の
三
第
三
項
」
を

、
「
第
五
号
」
の
下
に
「
、
第
二
十
二
条
の
三
第
二
号
若
し
く
は
第
五
号
」
を
加
え
る
。

第
七
十
五
条
中
「
前
二
条
」
を
「
第
七
十
三
条
又
は
前
条
」
に
改
め
る
。



五
二
頁

第
七
十
五
条
の
三
中
「
第
三
十
条
の
十
二
第
五
項
」
を
「
第
三
十
条
の
十
三
第
五
項
」
に
改
め
る
。

（
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
八
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
九
」
に
、
「
介
護
給
付
費
審
査
委
員
会
」
を
「
介
護
給
付

費
等
審
査
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
五
項
中
「
又
は
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
を
「
若
し
く
は
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
特

定
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
第
一
号
訪
問
事
業
、
同

号
ロ
に
規
定
す
る
第
一
号
通
所
事
業
又
は
同
号
ハ
に
規
定
す
る
第
一
号
生
活
支
援
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
改
め

、
「
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
」
の
下
に
「
、
特
定
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
行
う

者
」
を
加
え
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
、
第
二
十
項
及
び
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
及
び
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中

「
次
条
第
十
二
項
及
び
第
十
三
項
」
を
「
次
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
中
「
い
い
」
の
下
に
「

、
「
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
認
知
症



五
三
頁

対
応
型
通
所
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
」
を
加
え
、
同
条
第
二
十
一
項
中
「
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
要
介
護
者
」
の
下
に
「
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
状
態
区
分
に
該
当
す
る
状
態
で

あ
る
者
そ
の
他
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下

こ
の
項
及
び
第
二
十
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
十
三
項
中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
五
号

」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
二
第
一
項
中
「
、
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
及
び
「
、
介
護
予
防
通
所
介
護
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、

同
条
第
三
項
中
「
居
宅
要
支
援
者
」
を
「
要
支
援
者
で
あ
っ
て
、
居
宅
に
お
い
て
支
援
を
受
け
る
も
の
（
以
下
「
居
宅
要
支

援
者
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
「
そ
の
介
護
予
防
」
の
下
に
「
（
身
体
上
又
は
精
神
上
の
障
害
が
あ
る
た
め
に
入
浴
、
排

せ
つ
、
食
事
等
の
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
な
動
作
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に
つ
い
て
常
時
介
護
を
要
し
、
又
は
日
常
生

活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
状
態
の
軽
減
又
は
悪
化
の
防
止
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と

し
、
同
条
中
第
四
項
を
第
三
項
と
し
、
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七
項
を
削
り
、
第
八
項
を
第

六
項
と
し
、
第
九
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
十
四
項
中
「
い
い
」
の
下
に
「
、
「
特
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
及
び
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を



五
四
頁

い
い
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
中
第
十
五
項
を
第
十
三
項
と
し
、
第
十
六
項
を
第
十
四
項
と
し
、
第

十
七
項
を
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス

」
の
下
に
「
、
特
定
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
市
町
村
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る

指
定
事
業
者
又
は
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
六
項
の
受
託
者
が
行
う
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
十
二
条
第
四
項

第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
、
「
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
の
下
に
「
、
特
定
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
行
う
者
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
「
（
以
下
」
に
、
「
。
以
下
こ
の
条
」
を
「
。
以
下
こ
の
項
及
び

次
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

特
定
施
設

第
十
三
条
第
三
項
中
「
住
所
地
特
例
対
象
被
保
険
者
が
」
を
「
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
当
該
他
の
市
町

村
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
と
さ
れ
た
者
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に
定
め
る
当
該
他
の
市
町
村
が
行
う
介

護
保
険
の
被
保
険
者
と
さ
れ
た
者
（
以
下
「
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
が
」
に
改
め
、
「
所
在
す
る
市
町

村
」
の
下
に
「
（
以
下
「
施
設
所
在
市
町
村
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
住
所
地
特
例
対
象
被
保
険
者
に
」
を
「
住
所
地



五
五
頁

特
例
適
用
被
保
険
者
に
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
で
き
る
」
の
下
に
「
ほ
か
、
当
該
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
保
険
給
付
が
第

五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
、
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

特
例
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
、
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

費
の
支
給
又
は
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
例
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
で
あ
る
と
き
は

、
市
町
村
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
そ
の
者
か
ら
当
該
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
支
給
を
受

け
た
額
の
百
分
の
二
百
に
相
当
す
る
額
以
下
の
金
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
の
二
第
五
項
中
「
規
定
に
よ
り
」
の
下
に
「
同
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
」
を
加
え
る
。

第
三
十
二
条
第
四
項
第
二
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
の
下

に
「
又
は
特
定
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
を
加
え
る
。

第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
当
該
市
町
村
」
の
下
に
「
（
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
で
あ
る
要
介
護
被
保
険
者
（
以

下
「
住
所
地
特
例
適
用
要
介
護
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市

町
村
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
市
町
村
が
」
を
「
市
町
村
（
施
設
所
在
市
町
村
の
長
が
第
一
項
本
文
の
指



五
六
頁

定
を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
住
所
地
特
例
適
用
要
介
護
被
保

険
者
に
係
る
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
に
あ
っ
て
は
、

施
設
所
在
市
町
村
）
が
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
に
よ
り
市
町
村
」
の
下
に
「
（
施
設
所
在
市
町
村
の
長
が
第
一
項
本

文
の
指
定
を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
住
所
地
特
例
適
用
要
介

護
被
保
険
者
に
係
る
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
請
求
に
あ

っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
）
」
を
加
え
、
「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
（
施
設
所
在
市
町
村
の
長
が
第

一
項
本
文
の
指
定
を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
住
所
地
特
例
適

用
要
介
護
被
保
険
者
に
係
る
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
請

求
に
あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
）
が
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
の
三
第
二
項
中
「
に
よ
り
市
町
村
」
の
下
に
「
（
施
設
所
在
市
町
村
の
長
が
同
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し

た
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
住
所
地
特
例
適
用
要
介
護
被
保
険
者
そ

の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
係
る
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
の
額
に
あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
）
」
を
加
え
る
。



五
七
頁

第
四
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
一
定
以
上
の
所
得
を
有
す
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
額
）

第
四
十
九
条
の
二

第
一
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
所
得
の
額
が
政
令
で
定
め
る
額

以
上
で
あ
る
要
介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
九
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
八
十
」
と
す
る
。

一

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
一
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項

及
び
第
六
項

二

特
例
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
第
三
項
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

三

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
各
号
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及

び
第
六
項

四

特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
の
三
第
二
項
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及

び
第
六
項

五

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
八
条
第
二
項



五
八
頁

六

特
例
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

前
条
第
二
項

七

居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

第
四
十
四
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項

八

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
の
支
給

第
四
十
五
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項

第
五
十
条
中
「
含
む
。
）
、
」
を
「
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
」
に
、
「
含
む
。
）
若
し
く
は
」
を
「
含
む
。

同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
」
に
、
「
次
の
各
号
」
を
「
前
条
各
号
」
に
改
め
、
「
場
合
」
の
下
に
「
（
同
条
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
各
号
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
又
は
住
宅
改
修
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
要

介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
前
条
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
（
同
条

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
こ

れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
八
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
八
十
を
超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が

定
め
た
割
合
」
と
す
る
。

第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
所
得
」
の
下
に
「
及
び
資
産
」
を
加
え
る
。



五
九
頁

第
五
十
三
条
第
一
項
中
「
、
介
護
予
防
通
所
介
護
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
介
護
予
防
訪
問
介
護
、
」
、
「

、
介
護
予
防
通
所
介
護
」
及
び
「
介
護
予
防
通
所
介
護
及
び
」
を
削
る
。

第
五
十
四
条
第
三
項
中
「
、
介
護
予
防
通
所
介
護
」
を
削
る
。

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
当
該
市
町
村
」
の
下
に
「
（
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
で
あ
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者

（
以
下
「
住
所
地
特
例
適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
特
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
あ
っ

て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
市
町
村
が
」
を
「
市
町
村
（
施
設
所
在
市
町
村
の
長

が
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
住
所
地
特
例
適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
（
特
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
に
あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
）
が
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
に
よ

り
市
町
村
」
の
下
に
「
（
施
設
所
在
市
町
村
の
長
が
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
か
ら
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
住
所
地
特
例
適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
（
特
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
請
求
に
あ
っ
て
は
、
施
設
所

在
市
町
村
）
」
を
加
え
、
「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
（
施
設
所
在
市
町
村
の
長
が
第
一
項
本
文
の
指
定
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を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
住
所
地
特
例

適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
（
特
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
の
請
求
に
あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
）
が
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
の
三
第
二
項
中
「
に
よ
り
市
町
村
」
の
下
に
「
（
施
設
所
在
市
町
村
の
長
が
同
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し

た
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
住
所
地
特
例
適
用

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
係
る
特
例
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
（
特
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
に
あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
）
」
を
加
え
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
中
「
当
該
市
町
村
」
の
下
に
「
（
住
所
地
特
例
適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
介
護
予
防
支
援

に
あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
）
」
を
加
え
る
。

第
五
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
一
定
以
上
の
所
得
を
有
す
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
額
）

第
五
十
九
条
の
二

第
一
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
所
得
の
額
が
政
令
で
定
め
る
額

以
上
で
あ
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
受
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
予
防
給
付
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
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用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
九
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
八
十
」
と
す
る
。

一

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
五
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
四
項

及
び
第
六
項

二

特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
五
十
四
条
第
三
項
並
び
に
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

三

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
五
十
五
条

第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

四

特
例
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
五
十
四
条
の
三
第
二
項
並
び
に
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
四

項
及
び
第
六
項

五

介
護
予
防
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

第
五
十
六
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項

六

介
護
予
防
住
宅
改
修
費
の
支
給

第
五
十
七
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項

第
六
十
条
中
「
含
む
。
）
、
」
を
「
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
」
に
、
「
含
む
。
）
又
は
」
を
「
含
む
。
同
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
」
に
、
「
次
の
各
号
」
を
「
前
条
各
号
」
に
改
め
、
「
場
合
」
の
下
に
「
（
同
条
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
各
号
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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２

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
、
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
住
宅
改
修
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
居
宅
要
支
援

被
保
険
者
が
受
け
る
前
条
各
号
に
掲
げ
る
予
防
給
付
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
（
同
条
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
こ
れ
ら

の
規
定
中
「
百
分
の
八
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
八
十
を
超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め

た
割
合
」
と
す
る
。

第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
所
得
」
の
下
に
「
及
び
資
産
」
を
加
え
る
。

第
六
十
八
条
第
五
項
中
「
又
は
そ
の
被
扶
養
者
」
を
「
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は
船
員
保
険
の
被
保
険
者
（
船
員
保

険
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
を
除
く
。
）
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
第
三
項
中
「
次
項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
項
」
を
、
「
場
合
」
の
下
に
「
（
第
四
十
九
条
の
二
又
は
第
五
十

九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
額
減
額
等
の
記
載
を
受
け
た
要
介
護
被
保
険
者
等
が
、
当
該
記
載
を
受
け
た
日
の
属
す
る
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月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
当
該
給
付
額
減
額
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
利
用
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
及
び
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
行
っ
た
住
宅
改
修
に
係
る

前
項
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
等
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
（
第
四
十
九
条
の
二
又
は
第
五

十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
第
四
十
九
条
の
二
又
は
第
五
十
九

条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
八
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
七
十
」
と

す
る
。

第
六
十
九
条
の
三
十
四
第
一
項
中
「
又
は
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
を
「
若
し
く
は
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
又
は
特
定
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

介
護
支
援
専
門
員
は
、
要
介
護
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
援
助
に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び
技

術
の
水
準
を
向
上
さ
せ
、
そ
の
他
そ
の
資
質
の
向
上
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
九
条
の
三
十
八
第
二
項
中
「
第
六
十
九
条
の
三
十
四
」
を
「
第
六
十
九
条
の
三
十
四
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改

め
る
。

第
六
十
九
条
の
三
十
九
第
二
項
第
一
号
中
「
第
六
十
九
条
の
三
十
四
」
を
「
第
六
十
九
条
の
三
十
四
第
一
項
若
し
く
は
第
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二
項
又
は
第
六
十
九
条
の
三
十
五
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
市
町
村
の
行
う
」
を
「
市
町
村
が
行
う
」
に
改
め
、
「
被
保
険
者
」
の
下
に
「
（
特
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
指
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等
を

し
て
い
る
住
所
地
特
例
適
用
要
介
護
被
保
険
者
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
又
は
」
を
「
、
又
は
」
に
、
「

講
じ
な
け
れ
ば
」
を
「
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
の
十
四
第
一
項
中
「
市
町
村
の
」
を
「
市
町
村
が
」
に
改
め
、
「
被
保
険
者
」
の
下
に
「
（
特
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
公
募
指
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等
を
し

て
い
る
住
所
地
特
例
適
用
要
介
護
被
保
険
者
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
十
五
条
の
十
二
第
一
項
中
「
市
町
村
の
」
を
「
市
町
村
が
」
に
改
め
、
「
被
保
険
者
」
の
下
に
「
（
特
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
指
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等

を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
を
「

講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
二
十
二
第
一
項
中
「
市
町
村
の
」
を
「
市
町
村
が
」
に
改
め
、
「
被
保
険
者
」
の
下
に
「
（
当
該
市
町
村
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が
行
う
介
護
保
険
の
住
所
地
特
例
適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
を
除
き
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
住
所
地
特
例

対
象
施
設
に
入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

市
町
村
は
、
被
保
険
者
（
当
該
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
を
除
き
、
当
該
市
町
村
の
区

域
内
に
所
在
す
る
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
を
含
む
。
第
三
項
第
三
号

及
び
第
百
十
五
条
の
四
十
九
を
除
き
、
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要

介
護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
及
び
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的

か
つ
一
体
的
に
行
う
た
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
、
地
域
支
援
事
業
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
業
（

以
下
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
と
い
う
。
）
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者
（
以
下
「
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
」
と
い

う
。
）
に
対
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
事
業
（
以
下
「
第
一
号
事
業
」
と
い
う
。
）

イ

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
の
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
の
居
宅
に
お
い
て
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
上
の
支
援
を
行
う
事
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業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一
号
訪
問
事
業
」
と
い
う
。
）

ロ

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
の
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に
お
い
て
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
上
の
支
援
又
は
機
能
訓
練
を

行
う
事
業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一
号
通
所
事
業
」
と
い
う
。
）

ハ

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
若
し
く
は
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
事
業
又
は
第
一
号
訪
問
事
業
若
し
く
は
第
一
号
通
所
事
業
と
一
体
的
に
行
わ
れ
る
場
合
に
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も

の
を
行
う
事
業
（
ニ
に
お
い
て
「
第
一
号
生
活
支
援
事
業
」
と
い
う
。
）

ニ

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
（
指
定
介
護
予
防
支
援
又
は
特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
に
係
る
介
護
予
防
支
援

を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。
）
の
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
、
そ
の
心

身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
状
況
に
応
じ
て
、
そ
の
選
択
に
基
づ
き
、
第
一
号
訪
問
事
業
、
第

一
号
通
所
事
業
又
は
第
一
号
生
活
支
援
事
業
そ
の
他
の
適
切
な
事
業
が
包
括
的
か
つ
効
率
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
必

要
な
援
助
を
行
う
事
業
（
以
下
「
第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
」
と
い
う
。
）
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二

被
保
険
者
（
第
一
号
被
保
険
者
に
限
る
。
）
の
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
若

し
く
は
悪
化
の
防
止
の
た
め
必
要
な
事
業
（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
並

び
に
第
一
号
訪
問
事
業
及
び
第
一
号
通
所
事
業
を
除
く
。
）

２

市
町
村
は
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
ほ
か
、
被
保
険
者
が
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
を
予
防
す
る

と
と
も
に
、
要
介
護
状
態
等
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
可
能
な
限
り
、
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
地
域
支
援
事
業
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

被
保
険
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
の
実
態
そ
の
他
の
必
要
な
実
情
の
把
握
、
保
健
医
療
、
公
衆

衛
生
、
社
会
福
祉
そ
の
他
の
関
連
施
策
に
関
す
る
総
合
的
な
情
報
の
提
供
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
被
保

険
者
の
保
健
医
療
の
向
上
及
び
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
総
合
的
な
支
援
を
行
う
事
業

二

被
保
険
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
及
び
そ
の
早
期
発
見
の
た
め
の
事
業
そ
の
他
の
被
保
険
者
の
権
利
擁
護
の
た
め
必

要
な
援
助
を
行
う
事
業

三

保
健
医
療
及
び
福
祉
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
に
よ
る
被
保
険
者
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
及
び
施
設
サ
ー

ビ
ス
計
画
の
検
証
、
そ
の
心
身
の
状
況
、
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
そ
の
他
の
状
況
に
関
す
る
定
期
的
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な
協
議
そ
の
他
の
取
組
を
通
じ
、
当
該
被
保
険
者
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

、
包
括
的
か
つ
継
続
的
な
支
援
を
行
う
事
業

四

医
療
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
居
宅
に
お
け
る
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機

関
そ
の
他
の
関
係
者
の
連
携
を
推
進
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
（
前
号
に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。

）
五

被
保
険
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
及
び
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状

態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
に
係
る
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
こ
れ
ら
を
促
進
す
る
事
業

六

保
健
医
療
及
び
福
祉
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
に
よ
る
認
知
症
の
早
期
に
お
け
る
症
状
の
悪
化
の
防
止
の

た
め
の
支
援
そ
の
他
の
認
知
症
で
あ
る
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
被
保
険
者
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
を
行
う
事
業

第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
三
項
中
「
第
一
項
各
号
」
を
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
に
改
め
、
「
ほ
か
」

の
下
に
「
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
被
保
険
者
」
の
下
に
「
（
当
該
市
町

村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
を
含
む
。
）
」
を
加

え
、
同
条
第
四
項
中
「
運
営
の
状
況
」
の
下
に
「
、
七
十
五
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
数
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
及
び
第
七
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項
を
削
る
。

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
次
に
次
の
十
条
を
加
え
る
。

（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
指
針
等
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
市
町
村
が
行
う
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
関
し
て
、
そ

の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
指
針
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

２

市
町
村
は
、
定
期
的
に
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を

行
う
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
事
業
者
に
よ
る
第
一
号
事
業
の
実
施
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三

市
町
村
は
、
第
一
号
事
業
（
第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
に
あ
っ
て
は
、
居
宅
要
支
援
被
保

険
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
が
、
当
該
市
町
村
の
長
が
指
定
す
る
者
（
以
下

「
指
定
事
業
者
」
と
い
う
。
）
の
当
該
指
定
に
係
る
第
一
号
事
業
を
行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
当
該
第
一
号
事
業
を

利
用
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
に
対
し
、
当
該
第
一
号
事
業
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
第

一
号
事
業
支
給
費
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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２

前
項
の
第
一
号
事
業
支
給
費
（
以
下
「
第
一
号
事
業
支
給
費
」
と
い
う
。
）
の
額
は
、
第
一
号
事
業
に
要
す
る
費
用
の

額
を
勘
案
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
額
と
す
る
。

３

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
が
、
指
定
事
業
者
の
当
該
指
定
に
係
る
第
一
号
事
業
を
行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
当
該

第
一
号
事
業
を
利
用
し
た
と
き
は
、
市
町
村
は
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
が
当
該
指
定
事
業
者
に
支
払
う
べ
き
当

該
第
一
号
事
業
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
第
一
号
事
業
支
給
費
と
し
て
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
に
対
し
支
給
す

べ
き
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
に
代
わ
り
、
当
該
指
定
事
業
者
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
あ
っ
た
と
き
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
に
対
し
第
一
号
事
業
支
給
費
の
支
給
が
あ
っ

た
も
の
と
み
な
す
。

５

市
町
村
は
、
指
定
事
業
者
か
ら
第
一
号
事
業
支
給
費
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
審
査
し
た
上
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

６

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
及
び
支
払
に
関
す
る
事
務
を
連
合
会
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
連
合
会
は
、
当
該
委
託
を
し
た
市
町
村
の
同
意
を
得
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
委
託
を
受
け
た
事
務
の
一
部
を
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
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め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
租
税
そ
の
他
の
公
課
の
禁
止
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
四

租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
第
一
号
事
業
支
給
費
と
し
て
支
給
を
受
け
た
金
銭
を
標
準
と
し
て

、
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
指
定
事
業
者
の
指
定
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
五

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
の
指
定
（
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
七
第
一
項
を
除
き

、
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
事
業
者
の
指
定
」
と
い
う
。
）
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一

号
事
業
を
行
う
者
の
申
請
に
よ
り
、
当
該
事
業
の
種
類
及
び
当
該
事
業
の
種
類
に
係
る
当
該
第
一
号
事
業
を
行
う
事
業
所

ご
と
に
行
う
。

２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
適
正

に
第
一
号
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
指
定
事
業
者
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
指
定
の
更
新
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
六

指
定
事
業
者
の
指
定
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ



七
二
頁

ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２

前
項
の
更
新
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
有
効
期
間
」
と
い
う
。
）

の
満
了
の
日
ま
で
に
そ
の
申
請
に
対
す
る
処
分
が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
従
前
の
指
定
事
業
者
の
指
定
は
、
有
効
期
間
の
満

了
後
も
そ
の
処
分
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
事
業
者
の
指
定
の
更
新
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
有
効
期
間
は
、
従
前
の
有
効
期
間
の

満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

４

前
条
の
規
定
は
、
指
定
事
業
者
の
指
定
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
報
告
等
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
七

市
町
村
長
は
、
第
一
号
事
業
支
給
費
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指

定
事
業
者
若
し
く
は
指
定
事
業
者
で
あ
っ
た
者
若
し
く
は
当
該
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
の
指
定
に
係
る
事
業

所
の
従
業
者
で
あ
っ
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
事
業
者
で
あ
っ
た
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
報
告
若
し

く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
指
定
事
業
者
若
し
く
は
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
若
し
く
は

指
定
事
業
者
で
あ
っ
た
者
等
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
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指
定
事
業
者
の
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
当
該
指
定
事
業
者
が
行
う
第
一
号
事
業
に
関
係
の
あ
る
場
所

に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
に
つ
い
て
、
同
条
第
四
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定

に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
勧
告
、
命
令
等
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
八

市
町
村
長
は
、
指
定
事
業
者
が
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
又

は
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
五
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
第
一
号
事
業
を
行
っ
て
い
な
い
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
指
定
事
業
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
こ
れ
ら
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
第
一

号
事
業
を
行
う
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
勧
告
を
受
け
た
指
定
事
業
者
が
同
項
の
期
限

内
に
こ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
指
定
事
業
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
そ
の
勧
告
に
係
る
措

置
を
と
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
事
業
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
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を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
事
業
者
の
指
定
の
取
消
し
等
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
九

市
町
村
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
事
業
者

に
係
る
指
定
事
業
者
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
指
定
事
業
者
の
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効

力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

指
定
事
業
者
が
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
又
は
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
五
第
二
項

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
第
一
号
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

二

第
一
号
事
業
支
給
費
の
請
求
に
関
し
不
正
が
あ
っ
た
と
き
。

三

指
定
事
業
者
が
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
又
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示

を
命
ぜ
ら
れ
て
こ
れ
に
従
わ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

四

指
定
事
業
者
又
は
当
該
指
定
事
業
者
の
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
が
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
七
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
出
頭
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
ぜ
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
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の
答
弁
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。
た
だ
し
、
当
該
指
定
事

業
者
の
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
が
そ
の
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
指

定
事
業
者
が
相
当
の
注
意
及
び
監
督
を
尽
く
し
た
と
き
を
除
く
。

五

指
定
事
業
者
が
、
不
正
の
手
段
に
よ
り
指
定
事
業
者
の
指
定
を
受
け
た
と
き
。

六

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
指
定
事
業
者
が
、
こ
の
法
律
そ
の
他
国
民
の
保
健
医
療
若
し
く
は
福
祉
に
関
す
る

法
律
で
政
令
で
定
め
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
指
定
事
業
者
が
、
地
域
支
援
事
業
又
は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
し
不
正
又
は
著
し

く
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き
。

（
市
町
村
の
連
絡
調
整
等
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
十

市
町
村
は
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
業
の
円
滑
な
実
施
の
た
め

に
必
要
な
関
係
者
相
互
間
の
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
が
行
う
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
業
の
関
係
者
は
、
当
該
事
業
に
協
力
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３

都
道
府
県
は
、
市
町
村
が
行
う
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
業
に
関
し
、
情
報
の
提
供
そ
の
他

市
町
村
に
対
す
る
必
要
な
協
力
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
十
一

第
百
十
五
条
の
四
十
五
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域
支
援
事
業
の
実

施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
を
「
第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
（
居
宅

要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
次
条

第
一
項
の
」
の
下
に
「
規
定
に
よ
る
」
を
、
「
受
け
た
者
」
の
下
に
「
（
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
六

号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
の
み
の
委
託
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
中
第
九
項
を
第
十
二
項
と
し
、
第
八
項

を
第
十
一
項
と
し
、
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

９

市
町
村
は
、
定
期
的
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
点
検
を
行
う
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
次
条
第
一
項
の
方
針
の
変
更
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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市
町
村
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働

10
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
内
容
及
び
運
営
状
況
に
関
す
る
情
報
を
公
表

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
六
項
中
「
高
齢
者
の
日
常
生
活
の
支
援
に
関
す
る
活
動
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
「
被
保

険
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
又
は
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
若
し
く
は
要
介
護
状
態
等
の

軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
の
た
め
の
事
業
を
行
う
者
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
中
第
五
項
を
第
六
項

と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
は
、
自
ら
そ
の
実
施
す
る
事
業
の
質
の
評
価
を
行
う
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
実
施
す
る
事
業
の
質
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
一
項
中
「
対
し
」
の
下
に
「
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
加
え
、
同
条
第

二
項
中
「
包
括
的
支
援
事
業
」
の
下
に
「
（
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
を
除

く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
六
項
及
び
第
七
項
」
を
「
前
条
第
七
項
及
び
第
八
項
」
に
改
め
、
「
第
一
項

の
」
の
下
に
「
規
定
に
よ
る
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
の
う
ち
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
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各
号
に
掲
げ
る
事
業
」
を
「
（
第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
に
あ
っ
て
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。

）
」
に
、
「
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
業
」
を
「
当
該
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
に
改
め
、
「
（
同
項
第
三
号

に
掲
げ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

同
条
第
六
項
中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
」
を
「
第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
」
に
、
「
そ

の
」
を
「
当
該
委
託
を
受
け
た
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
、
第
四
項
又
は
第
五
項
」
を
「

又
は
第
四
項
」
に
、
「
次
項
」
を
「
第
八
項
、
第
百
八
十
条
第
一
項
並
び
に
第
百
八
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め

、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
連
合
会
は
、
当
該
委
託
を
し
た
市
町
村
長
の
同
意
を
得
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
委
託
を
受
け
た
事
務
の
一
部
を
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
十
五
条
の
四
十
七
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

市
町
村
は
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
老
人
福
祉
法
第
二
十

条
の
七
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
そ
の
他
の
当
該
市
町
村
が
適
当
と
認
め
る
者
に
対
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し
、
そ
の
実
施
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
章
中
第
百
十
五
条
の
四
十
八
を
第
百
十
五
条
の
四
十
九
と
す
る
。

第
百
十
五
条
の
四
十
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
会
議
）

第
百
十
五
条
の
四
十
八

市
町
村
は
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
の
効
果
的
な
実
施
の
た
め
に

、
介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
医
療
及
び
福
祉
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
、
民
生
委
員
そ
の
他
の
関
係
者
、
関
係

機
関
及
び
関
係
団
体
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
関
係
者
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
会
議
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
会
議
」
と
い
う
。
）
を
置
く
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

会
議
は
、
要
介
護
被
保
険
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支
援
対
象
被

保
険
者
」
と
い
う
。
）
へ
の
適
切
な
支
援
を
図
る
た
め
に
必
要
な
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
支
援
対
象
被
保
険
者
が
地
域

に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
支
援
体
制
に
関
す
る
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３

会
議
は
、
前
項
の
検
討
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
者
等
に
対
し
、
資
料
又
は
情
報
の
提
供
、

意
見
の
開
陳
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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４

関
係
者
等
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
会
議
か
ら
資
料
又
は
情
報
の
提
供
、
意
見
の
開
陳
そ
の
他
必
要
な
協
力
の
求

め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

会
議
の
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
会
議
の
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘

密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

６

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
議
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
議
が
定
め
る
。

第
百
十
六
条
第
一
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
は
」
の
下
に
「
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
確
保
方
針
に
即
し
て
」
を
加
え
る
。

第
百
十
七
条
第
三
項
第
五
号
中
「
支
援
に
関
す
る
事
項
、
」
の
下
に
「
居
宅
要
介
護
被
保
険
者
及
び
居
宅
要
支
援
被
保
険

者
に
係
る
医
療
そ
の
他
の
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と

し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
量
、
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
、
地
域
支
援
事
業
の
量
、
地
域
支

援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
及
び
保
険
料
の
水
準
に
関
す
る
中
長
期
的
な
推
計

第
百
十
七
条
中
第
十
項
を
第
十
一
項
と
し
、
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
項
の
次
に
次
の
一
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項
を
加
え
る
。

７

市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第

一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
計
画
と
の
整
合
性
の
確
保
が
図
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
八
条
第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
市
町
村
相
互
間
の
連
絡
調
整
を
行
う
事
業
に
関
す

る
事
項

第
百
十
八
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
、
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画

」
を
削
り
、
「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
」
の
下
に
「
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
」
を
加
え
、

同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
は
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
計
画
及
び
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
と
の
整
合
性
の
確

保
が
図
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
地
域
支
援
事
業
（
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
（
介
護
予
防
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・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）
に
限
る
。
以
下
「

介
護
予
防
等
事
業
」
と
い
う
。
）
」
を
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
に
、
「
百
分
の
二
十
五
」
を
「
百
分
の

二
十
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
介
護
予
防
等
事
業
」
を
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

国
は
、
介
護
保
険
の
財
政
の
調
整
を
行
う
た
め
、
市
町
村
に
対
し
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
要
す
る

費
用
の
額
に
つ
い
て
、
第
一
号
被
保
険
者
の
年
齢
階
級
別
の
分
布
状
況
、
第
一
号
被
保
険
者
の
所
得
の
分
布
状
況
等
を
考

慮
し
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
交
付
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
す
る
額
の
総
額
は
、
各
市
町
村
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
要
す
る
費
用
の

額
の
総
額
の
百
分
の
五
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

第
百
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
百
二
十
四
条
第
三
項
中
「
介
護
予
防
等
事
業
」
を
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
市
町
村
の
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
等
）
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第
百
二
十
四
条
の
二

市
町
村
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
一
般
会
計
か
ら
、
所
得
の
少
な
い
者
に
つ
い
て
条
例

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
基
づ
き
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
に
つ
き
減
額
し
た
額
の

総
額
を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
介
護
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
。

３

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
負
担

す
る
。

（
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
に
係
る
地
域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
負
担
金
）

第
百
二
十
四
条
の
三

市
町
村
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
住
所
地
特
例
適
用

被
保
険
者
に
対
し
て
、
当
該
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
が
入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
所
在
す
る
施

設
所
在
市
町
村
が
行
う
地
域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
、
地

域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
と
し
て
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
二
十
六
条
第
一
項
中
「
介
護
予
防
等
事
業
に
」
を
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
」
に
、
「
介
護
予
防
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等
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」
を
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
七
条
中
「
及
び
第
百
二
十
二
条
の
二
」
を
「
、
第
百
二
十
二
条
の
二
及
び
第
百
二
十
四
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
八
条
中
「
第
百
二
十
三
条
」
の
下
に
「
及
び
第
百
二
十
四
条
の
二
」
を
加
え
る
。

第
百
四
十
一
条
の
見
出
し
中
「
入
所
又
は
入
居
」
を
「
入
所
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
被
保
険
者
」
を
「
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
八
条
第
二
項
中
「
第
百
二
十
二
条
の
二
」
を
「
第
百
二
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め

る
。第

百
五
十
二
条
及
び
第
百
五
十
三
条
中
「
介
護
予
防
等
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」
を
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」
に
改
め
る
。

第
百
七
十
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
七
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
六
項
の
規
定

に
よ
り
市
町
村
か
ら
委
託
を
受
け
て
行
う
第
一
号
事
業
支
給
費
の
請
求
に
関
す
る
審
査
及
び
支
払
並
び
に
第
百
十
五
条
の
四

十
七
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
七
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
六
項

」
に
改
め
る
。
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第
十
一
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
章

介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

第
百
七
十
九
条
の
見
出
し
を
「
（
給
付
費
等
審
査
委
員
会
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
並
び
に
第
百

十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
六
項
及
び
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
六
項
」
を
、
「
介
護
給
付
費
請
求
書
」
の
下
に
「
及
び
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
費
請
求
書
」
を
加
え
、
「
介
護
給
付
費
審
査
委
員
会
」
を
「
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

」
に
、
「
「
給
付
費
審
査
委
員
会
」
を
「
「
給
付
費
等
審
査
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
条
の
見
出
し
を
「
（
給
付
費
等
審
査
委
員
会
の
組
織
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
給
付
費
審
査
委
員
会
」

を
「
給
付
費
等
審
査
委
員
会
」
に
、
「
及
び
次
条
第
一
項
」
を
「
並
び
に
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
「
同
じ
。

）
」
の
下
に
「
又
は
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
担
当
者
（
指
定
事
業
者
に
お
い
て
第
一
号
事
業
を
担
当
す
る
者

又
は
受
託
者
に
お
い
て
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
担
当
す
る
者
を
い
う
。
第
三
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
」
の
下
に
「
又
は
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
担
当
者
」
を
加
え
る
。

第
百
八
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
給
付
費
等
審
査
委
員
会
の
権
限
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
給
付
費
審
査
委
員
会
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」
を
「
給
付
費
等
審
査
委
員
会
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
、
「
給
付

費
審
査
委
員
会
」
を
「
給
付
費
等
審
査
委
員
会
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
又
は
介
護
保
険
施
設
」
を
「
、
介
護
保
険

施
設
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
支

援
事
業
者
又
は
指
定
事
業
者
若
し
く
は
受
託
者
」
に
改
め
、
「
介
護
給
付
費
請
求
書
」
の
下
に
「
若
し
く
は
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
費
請
求
書
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

給
付
費
等
審
査
委
員
会
は
、
介
護
給
付
費
請
求
書
又
は
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
費
請
求
書
の
審
査
を
行

う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
長
の
承
認
を
得
て
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
若
し
く
は
指
定
事
業
者
若
し
く
は
受
託

者
に
対
し
て
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
求
め
、
又
は
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
若
し
く
は
指
定
事
業
者
若
し

く
は
受
託
者
若
し
く
は
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
若
し

く
は
指
定
介
護
予
防
支
援
の
事
業
に
係
る
事
業
所
に
お
け
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
若
し
く
は
指
定
事
業
者

若
し
く
は
受
託
者
に
お
け
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
担
当
者
に
対
し
て
、
出
頭
若
し
く
は
説
明
を
求
め
る
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こ
と
が
で
き
る
。

第
百
八
十
二
条
中
「
給
付
費
審
査
委
員
会
」
を
「
給
付
費
等
審
査
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
二
百
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
賦
課
決
定
の
期
間
制
限
）

第
二
百
条
の
二

保
険
料
の
賦
課
決
定
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
最
初
の
保
険
料
の
納
期
（
こ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く

条
例
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
期
限
を
い
い
、
当
該
納
期
後
に
保
険
料
を
課
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
険
料
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
日
と
す
る
。
）
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
日
以
後
に
お
い
て
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
百
二
条
第
一
項
中
「
保
険
給
付
」
の
下
に
「
、
地
域
支
援
事
業
」
を
加
え
る
。

第
二
百
三
条
第
一
項
中
「
保
険
給
付
」
の
下
に
「
、
地
域
支
援
事
業
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
若
し
く
は
第
五
十
八

条
第
一
項
」
を
「
、
第
五
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
五
条
第
一
項
中
「
給
付
費
審
査
委
員
会
」
を
「
給
付
費
等
審
査
委
員
会
」
に
改
め
、
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
、

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
七
項
若
し
く
は
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
七
項
」
を
加
え
、
「
若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
三



八
八
頁

第
七
項
」
を
「
、
第
六
十
一
条
の
三
第
七
項
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
五
項
若
し
く
は
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
六

項
」
に
、
「
職
に
」
を
「
者
で
」
に
、
「
な
し
に
」
を
「
が
な
く
」
に
改
め
、
「
行
っ
た
者
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
一
号

事
業
を
行
う
者
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
七
項
」
を
「
、
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
八

項
」
に
、
「
の
規
定
」
を
「
又
は
第
百
十
五
条
の
四
十
八
第
五
項
の
規
定
」
に
改
め
る
。

附
則
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
入
所
又
は
入
居
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
所
等
」
と
い
う
。
）
」
を
「
入
所
等

」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
延
滞
金
の
割
合
の
特
例
）

第
十
一
条

第
百
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
延
滞
金
の
年
十
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
は
、
当
分
の
間
、
同
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
年
の
特
例
基
準
割
合
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
十
三
条
第

二
項
に
規
定
す
る
特
例
基
準
割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
年
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
満
た

な
い
場
合
に
は
、
そ
の
年
中
に
お
い
て
は
、
当
該
特
例
基
準
割
合
に
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
加
算
し
た
割
合
と

す
る
。



八
九
頁

第
六
条

介
護
保
険
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
第
二
十
項
」
を
「
第
二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
こ
と
（
」
の
下
に
「
利
用
定
員
が
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
数
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
り
、
」
を
加
え
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
二
十
項
」
を
「
第
二
十
一
項
」

に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
中
「
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
」
の
下
に
「
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
」
を
加
え
、
同
条
第
二
十
七

項
を
同
条
第
二
十
八
項
と
し
、
同
条
第
二
十
三
項
か
ら
第
二
十
六
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
二
十
二
項
中
「

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
」
の
下
に
「
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
二
十
三
項
と
し
、
同
条
第
二
十

一
項
中
「
第
二
十
六
項
」
を
「
第
二
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
二
項
と
し
、
同
条
中
第
二
十
項
を
第
二
十
一

項
と
し
、
第
十
七
項
か
ら
第
十
九
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
」
と
は
、
居
宅
要
介
護
者
に
つ
い
て
、
老
人
福
祉
法
第
五
条
の
二
第
三

17
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
又
は
同
法
第
二
十
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
通
わ

せ
、
当
該
施
設
に
お
い
て
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
も
の
及
び
機
能
訓
練
を
行
う
こ
と
（
利
用
定
員
が
第
七
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
数
未
満
で
あ
る
も
の
に
限

り
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。



九
〇
頁

第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
費
用
（
」
の
下
に
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
夜

間
対
応
型
訪
問
介
護
」
の
下
に
「
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
」
を
、
「
費
用
（
」
の
下
に
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
及
び
」

を
加
え
る
。

第
四
十
二
条
の
三
第
二
項
中
「
費
用
（
」
の
下
に
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
」
を
加
え
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
当
該
市
町
村
の
長
又
は
他
の
市
町
村
の
長
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
の
都
道
府
県
」
を
「
の
市
町
村
」
に
、
「
、
都
道
府
県
」
を
「
、
当
該
市
町
村
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
、
市
町
村
」
を
「
、
当
該
市
町
村
」
に
改
め
る
。

第
七
十
九
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
は
」
を
「
市
町
村
長
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
都
道
府
県

」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
の
二
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
都
道

府
県
」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
都
道
府
県
」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
る
。

第
八
十
二
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
る
。



九
一
頁

第
八
十
二
条
の
二
の
見
出
し
中
「
都
道
府
県
知
事
等
」
を
「
市
町
村
長
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事

又
は
」
を
削
り
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
同
一
の
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
つ
い
て
二
以
上
の
市
町
村
長
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
連
絡

調
整
又
は
援
助
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
よ
る
第
八
十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
便

宜
の
提
供
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
市
町
村
長
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は
当
該
指

定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
す
る
市
町
村
の
区
域
を
超
え
た
広
域
的
な
見
地
か
ら
の
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

第
八
十
三
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
」
を
削
る
。

第
八
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
都
道
府
県
」
を
「
市
町

村
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中

「
市
町
村
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、
「
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
の
下
に
「
（
他
の
市
町
村
長
が
第
四
十
六
条
第

一
項
の
指
定
を
し
た
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
」
を
「
他
の
市
町
村

長
」
に
改
め
る
。



九
二
頁

第
八
十
四
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
都
道
府
県
」
を
「
市
町
村
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
市
町
村
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、
「
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
の
下
に
「
（
他
の
市

町
村
長
が
第
四
十
六
条
第
一
項
の
指
定
を
し
た
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県

知
事
」
を
「
他
の
市
町
村
長
」
に
改
め
る
。

第
八
十
五
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
五
項
中
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
の
下
に
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」

を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
」
の
下
に
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
を
加
え
る
。

第
百
八
十
一
条
第
一
項
中
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
及
び
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
」
を
削
り
、
同
条

第
二
項
中
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
の
下
に
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
を
、
「
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
」
の
下
に
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
、
指
定
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
」
を
削
り
、
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
の
下
に
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
を
加
え
る
。

（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の



九
三
頁

と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
以
下
「
平

成
十
八
年
改
正
前
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
で
き
る
」
の
下
に
「
ほ
か
、
当
該
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
保
険
給
付
が
第

五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
又
は
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
特
例
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
で
あ
る
と
き
は
、
市
町
村
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
そ

の
者
か
ら
当
該
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
支
給
を
受
け
た
額
の
百
分
の
二
百
に
相
当
す
る
額
以
下
の
金
額
を
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
加
え
る
。

第
四
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
一
定
以
上
の
所
得
を
有
す
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
額
）

第
四
十
九
条
の
二

第
一
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
所
得
の
額
が
政
令
で
定
め
る
額

以
上
で
あ
る
要
介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す



九
四
頁

る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
九
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
八
十
」
と
す
る
。

一

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
一
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項

及
び
第
六
項

二

特
例
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
第
三
項
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

三

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
各
号
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及

び
第
六
項

四

特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
の
三
第
二
項
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及

び
第
六
項

五

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
八
条
第
二
項

六

特
例
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

前
条
第
二
項

七

居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

第
四
十
四
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項

八

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
の
支
給

第
四
十
五
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項

第
五
十
条
中
「
含
む
。
）
、
」
を
「
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
」
に
、
「
含
む
。
）
若
し
く
は
」
を
「
含
む
。



九
五
頁

同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
」
に
、
「
次
の
各
号
」
を
「
前
条
各
号
」
に
改
め
、
「
場
合
」
の
下
に
「
（
同
条
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
各
号
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
又
は
住
宅
改
修
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
要

介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
前
条
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
（
同
条

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
こ

れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
八
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
八
十
を
超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が

定
め
た
割
合
」
と
す
る
。

第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
所
得
」
の
下
に
「
及
び
資
産
」
を
加
え
る
。

第
六
十
九
条
第
三
項
中
「
次
項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
項
」
を
、
「
場
合
」
の
下
に
「
（
第
四
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
額
減
額
等
の
記
載
を
受
け
た
要
介
護
被
保
険
者
等
が
、
当
該
記
載
を
受
け
た
日
の
属
す
る



九
六
頁

月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
当
該
給
付
額
減
額
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
利
用
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
及
び
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
行
っ
た
住
宅
改
修
に
係
る

前
項
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
等
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
（
第
四
十
九
条
の
二
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
こ
れ
ら
の
規

定
中
「
百
分
の
八
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
七
十
」
と
す
る
。

第
百
十
七
条
第
三
項
第
五
号
中
「
支
援
に
関
す
る
事
項
、
」
の
下
に
「
居
宅
要
介
護
被
保
険
者
及
び
居
宅
要
支
援
被
保
険

者
に
係
る
医
療
そ
の
他
の
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と

し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
量
、
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
、
地
域
支
援
事
業
の
量
、
地
域
支

援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
及
び
保
険
料
の
水
準
に
関
す
る
中
長
期
的
な
推
計

第
百
十
七
条
中
第
十
項
を
第
十
一
項
と
し
、
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

７

市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
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年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
計
画
と
の
整
合
性
の
確
保
が
図
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
百
十
八
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
、
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画

」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
は
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
計
画
及
び
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
と
の
整
合
性
の
確

保
が
図
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
・
第
四
十
二
条
の
五
」
を
「
―
第
四
十
二
条
の
六
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

第
三
十
七
条
の
二

特
定
行
為
を
手
順
書
に
よ
り
行
う
看
護
師
は
、
指
定
研
修
機
関
に
お
い
て
、
当
該
特
定
行
為
の
特
定
行

為
区
分
に
係
る
特
定
行
為
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



九
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２

こ
の
条
、
次
条
及
び
第
四
十
二
条
の
四
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

一

特
定
行
為

診
療
の
補
助
で
あ
つ
て
、
看
護
師
が
手
順
書
に
よ
り
行
う
場
合
に
は
、
実
践
的
な
理
解
力
、
思
考
力
及

び
判
断
力
並
び
に
高
度
か
つ
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

も
の
を
い
う
。

二

手
順
書

医
師
又
は
歯
科
医
師
が
看
護
師
に
診
療
の
補
助
を
行
わ
せ
る
た
め
に
そ
の
指
示
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
作
成
す
る
文
書
又
は
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て

は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る

も
の
を
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
看
護
師
に
診
療
の
補
助
を
行
わ
せ
る
患
者
の
病
状
の
範
囲
及
び
診
療
の
補
助
の
内
容
そ

の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。

三

特
定
行
為
区
分

特
定
行
為
の
区
分
で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

四

特
定
行
為
研
修

看
護
師
が
手
順
書
に
よ
り
特
定
行
為
を
行
う
場
合
に
特
に
必
要
と
さ
れ
る
実
践
的
な
理
解
力
、
思

考
力
及
び
判
断
力
並
び
に
高
度
か
つ
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
で
あ
つ
て
、
特
定
行
為
区
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分
ご
と
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
い
う
。

五

指
定
研
修
機
関

一
又
は
二
以
上
の
特
定
行
為
区
分
に
係
る
特
定
行
為
研
修
を
行
う
学
校
、
病
院
そ
の
他
の
者
で
あ

つ
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
第
一
号
及
び
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

、
あ
ら
か
じ
め
、
医
道
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
七
条
の
三

前
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
単
に
「
指
定
」
と
い
う

。
）
は
、
特
定
行
為
研
修
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
申
請
が
、
特
定
行
為
研
修
の
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
研
修
機
関
が
前
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き

、
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
医
道

審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
三
十
七
条
の
四

前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
四
章
の
二
中
第
四
十
二
条
の
五
を
第
四
十
二
条
の
六
と
し
、
第
四
十
二
条
の
四
を
第
四
十
二
条
の
五
と
し
、
同
条
の
前

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
十
二
条
の
四

厚
生
労
働
大
臣
は
、
特
定
行
為
研
修
の
業
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
指
定
研
修
機
関
に
対
し
、
そ
の
業
務
の
状
況
に
関
し
報
告
さ
せ
、
又
は
当
該
職
員
に
、
指
定
研
修
機
関
に
立
ち

入
り
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
関
係
人
に
こ
れ
を
提

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
十
四
条
の
二
第
二
号
中
「
第
三
十
八
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
七
条
ま
で
及
び
第
三
十
八
条
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
の
二
中
「
第
四
十
二
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
た
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、

同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

第
四
十
二
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
た
者
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二

第
四
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る

検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

（
歯
科
衛
生
士
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

歯
科
衛
生
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
直
接
の
」
を
削
り
、
「
女
子
」
を
「
者
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
七
を
第
十
三
条
の
八
と
し
、
第
十
三
条
の
六
を
第
十
三
条
の
七
と
し
、
第
十
三
条
の
五
を
第
十
三
条
の
六
と

す
る
。

第
十
三
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
五

歯
科
衛
生
士
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
歯
科
医
師
そ
の
他
の
歯
科
医
療
関
係
者
と
の
緊
密

な
連
携
を
図
り
、
適
正
な
歯
科
医
療
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
十
三
条
の
五
」
を
「
第
十
三
条
の
六
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
二
号
中
「
第
十
三
条
の
六
」
を
「
第
十
三
条
の
七
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
三
項
を
附
則
第
二
項
と
し
、
附
則
第
四
項
を
附
則
第
三
項
と
す
る
。



一
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附
則
第
五
項
中
「
附
則
第
三
項
」
を
「
附
則
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
四
項
と
す
る
。

附
則
第
六
項
中
「
附
則
第
三
項
」
を
「
附
則
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
五
項
と
す
る
。

附
則
第
七
項
中
「
附
則
第
三
項
」
を
「
附
則
第
二
項
」
に
、
「
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
」
を
「
附
則
第
三
項
及
び
第
四

項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
六
項
と
す
る
。

（
生
活
保
護
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
第
八
号
」
を
「
第
九
号
」
に
改
め
、
「
要
支
援
者
を
い
う
。
」
の
下
に
「
以
下
こ
の
項
及
び

」
を
、
「
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
範
囲
内
に
お
い
て
」
の
下
に
「
行
わ
れ
、
困
窮
の
た
め
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
（
同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
居
宅
要
支
援
被
保
険

者
等
を
い
う
。
）
に
相
当
す
る
者
（
要
支
援
者
を
除
く
。
）
に
対
し
て
、
第
八
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
事
項
の
範
囲
内
に

お
い
て
」
を
加
え
、
同
項
第
八
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
（
介
護
予
防
支
援
計
画
又
は
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
ニ
に

規
定
す
る
第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
に
よ
る
援
助
に
相
当
す
る
援
助
に
基
づ
き
行
う
も
の
に
限
る
。
）
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第
十
五
条
の
二
第
五
項
中
「
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
介
護
、
同
条
第
三
項
」
を
削
り
、
「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条

第
三
項
」
に
、
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、
「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
、
「
同
条
第
七
項
に

規
定
す
る
介
護
予
防
通
所
介
護
、
同
条
第
八
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
、
「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
、
「

同
条
第
十
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
、
「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」
に
、
「
同
条
第
十
二
項
」
を
「
同
条
第

十
項
」
に
、
「
同
条
第
十
五
項
」
を
「
同
条
第
十
三
項
」
に
、
「
同
条
第
十
六
項
」
を
「
同
条
第
十
四
項
」
に
、
「
同
条
第

十
七
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
一
項
第
五
号
」
の
下
に
「
及
び
第
八
号
」
を
加
え
、
「
第

八
条
の
二
第
十
八
項
」
を
「
第
八
条
の
二
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
と
は
、
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号

イ
に
規
定
す
る
第
一
号
訪
問
事
業
、
同
号
ロ
に
規
定
す
る
第
一
号
通
所
事
業
及
び
同
号
ハ
に
規
定
す
る
第
一
号
生
活
支
援

事
業
に
よ
る
支
援
に
相
当
す
る
支
援
を
い
う
。

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
中
「
及
び
介
護
予
防
福
祉
用
具
」
を
「
、
介
護
予
防
福
祉
用
具
及
び
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
（
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
を
い
う
。
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に

、
「
同
条
第
三
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
第
三
項
」
に
、
「
並
び
に
そ
の
」
を
「
、
そ
の
」
に
、
「
第
八
条
の
二
第
十
三
項
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」
を
「
第
八
条
の
二
第
十
一
項
」
に
改
め
、
「
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
の
下
に
「
並
び
に
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
事
業
者
（
そ
の
事
業
と
し
て
同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
事
業
を
行
う
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
又
は
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
」
を
「
、
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事

業
者
又
は
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
者
」
に
、
「
又
は
介
護
予
防
福
祉
用
具
」
を
「
、
介
護
予
防
福
祉
用
具
又
は
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
、
第
一
項
の
指
定
」
の
下
に
「
（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
事

業
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
含
む
」
を
「
含
み
、
同
項
の
指
定
を
受
け
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
事

業
者
（
第
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
を
除
く
」
に
、
「
介

護
給
付
費
審
査
委
員
会
」
を
「
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
指
定
（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
者
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
第
五
十
条
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
一
条
（
第
二
項
第
一
号
、
第
八
号
及
び
第
十
号
を
除

く
。
）
、
第
五
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
介
護
機
関
（
同
項
の
指
定
を

受
け
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
者
（
第
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
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た
も
の
を
含
む
。
）
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項

中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
五
十
条
第
一
項
中
「
指
定
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「

指
定
介
護
機
関
」
と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
五
十
条
の
二
中
「
指
定
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
介
護
機
関
」
と
、

「
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
五
十
一
条
第
一
項
中
「
指
定
医
療
機

関
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
介
護
機
関
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
医
療
機
関
が
、
次
の
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
介
護
機

関
が
、
次
の
」
と
、
「
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
大
臣
が
、
都
道
府
県
知
事
の
指
定

し
た
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
が
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
は
」
と
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま

で
及
び
第
九
号
、
第
五
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
五
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
指
定
医
療
機
関
」
と

あ
る
の
は
「
指
定
介
護
機
関
」
と
、
同
項
中
「
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
九
号

）
に
定
め
る
審
査
委
員
会
又
は
医
療
に
関
す
る
審
査
機
関
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
保
険
法
に
定
め

る
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
指
定
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
介
護
機
関
」
と
、
「
社

会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
又
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
」
と
、
前

条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
（
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
に
係
る
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
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道
府
県
知
事
）
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
「
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
指
定
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「

指
定
介
護
機
関
若
し
く
は
指
定
介
護
機
関
」
と
、
「
命
じ
、
指
定
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
命
じ
、
指
定
介
護
機
関
」

と
、
「
当
該
指
定
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
指
定
介
護
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術

的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
中
「
第
五
十
五
条
第

二
項
」
を
「
第
五
項
並
び
に
第
五
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

介
護
保
険
法
第
百
十
五
条

同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
九
の
規
定
に
よ
る
同
法
第

援
事
業
者

の
四
十
五
の
三
第
一
項
の

百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
の
指
定
の
取
消
し
が
あ

指
定

つ
た
と
き
、
又
は
同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
六
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一

項
の
指
定
の
効
力
が
失
わ
れ
た
と
き
。

別
表
第
三
都
道
府
県
、
市
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
の
項
中
「
第
五
十
五
条
の
二
」
を
「
第
五
項
並
び
に
第
五
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十
五
条
の
二
」
に
改
め
、
同
表
都
道
府
県
の
項
中
「
）
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
」
を
「
）
並
び
に
第
五
十
四
条
の
二
第
五

項
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
」
に
、
「
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
四
条
の
二
第
四

項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
五
十
五
条
第
二
項
」
に
、
「
第
五
十
五
条
の
二
」
を
「
第
五
項
並
び
に
第
五
十
五
条
の
二
」
に
改

め
る
。

第
十
一
条

生
活
保
護
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
の
二
第
二
項
中
「
同
条
第
十
七
項
」
を
「
同
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
同
条
第
十
八

項
」
に
、
「
同
条
第
十
八
項
」
を
「
同
条
第
十
九
項
」
に
、
「
同
条
第
十
九
項
」
を
「
同
条
第
二
十
項
」
に
、
「
同
条
第
二

十
項
」
を
「
同
条
第
二
十
一
項
」
に
、
「
同
条
第
二
十
二
項
」
を
「
同
条
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
八

条
第
二
十
一
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
二
項
」
に
、
「
同
条
第
二
十
六
項
」
を
「
同
条
第
二
十
七
項
」
に
、
「
同
条
第
二
十

七
項
」
を
「
同
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
三
項
中
「
第
八
条
第
二
十
六
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
七
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
四
項
中
「
第
八
条
第
二
十
一
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
二
項
」
に
、
「
同
条
第
二
十
七
項
」
を
「
同
条
第

二
十
八
項
」
に
改
め
る
。
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別
表
第
二
そ
の
事
業
と
し
て
居
宅
介
護
を
行
う
者
又
は
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
の
項
中
「
第
八
条
第
二
十
一
項
」
を

「
第
八
条
第
二
十
二
項
」
に
改
め
る
。

（
診
療
放
射
線
技
師
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

診
療
放
射
線
技
師
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
中
「
第
二
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
」
を
「
第
二
十
四
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
二
の
見
出
し
中
「
検
査
」
を
「
検
査
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
磁
気
共
鳴
画
像
診
断
装
置
そ
の
他
の
画
像

に
よ
る
診
断
を
行
う
た
め
の
装
置
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
用
い
た
検
査
（
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
指
示
の
下
に
行

う
も
の
に
限
る
。
）
」
を
「
次
に
掲
げ
る
行
為
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

磁
気
共
鳴
画
像
診
断
装
置
そ
の
他
の
画
像
に
よ
る
診
断
を
行
う
た
め
の
装
置
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
用
い

た
検
査
（
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
指
示
の
下
に
行
う
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
こ
と
。

二

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
又
は
前
号
に
規
定
す
る
検
査
に
関
連
す
る
行
為
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

も
の
（
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
具
体
的
な
指
示
を
受
け
て
行
う
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
こ
と
。

第
二
十
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
場
合
は
」
を
「
場
合
は
、
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
と
き
」
の
下
に
「
（
前
号
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に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

多
数
の
者
の
健
康
診
断
を
一
時
に
行
う
場
合
に
お
い
て
、
胸
部
エ
ツ
ク
ス
線
検
査
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
装
置

を
用
い
た
検
査
を
除
く
。
）
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
検
査
の
た
め
百
万
電
子
ボ
ル
ト
未
満
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
有
す
る
エ
ツ
ク
ス
線
を
照
射
す
る
と
き
。

（
歯
科
技
工
士
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

歯
科
技
工
士
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
・
第
二
十
七
条
の
三
」
を
削
る
。

第
九
条
の
次
に
次
の
十
六
条
を
加
え
る
。

（
指
定
登
録
機
関
の
指
定
）

第
九
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
登
録
機

関
」
と
い
う
。
）
に
、
歯
科
技
工
士
の
登
録
の
実
施
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
務
（
以
下
「
登
録
事
務
」
と
い
う
。
）
を

行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

指
定
登
録
機
関
の
指
定
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
登
録
事
務
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ



一
一
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り
行
う
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
他
に
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
が
な
く
、
か
つ
、
前
項
の
申
請
が
次
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
指
定
登
録
機
関
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

職
員
、
設
備
、
登
録
事
務
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
登
録
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
が
、
登
録

事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
の
登
録
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
必
要
な
経
理
的
及
び
技
術
的
な
基
礎
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
の
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
登
録
機
関
の
指
定
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
、
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
以
外
の
者
で
あ
る
こ
と
。

二

申
請
者
が
、
そ
の
行
う
登
録
事
務
以
外
の
業
務
に
よ
り
登
録
事
務
を
公
正
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
。

三

申
請
者
が
、
第
九
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過



一
一
一
頁

し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

四

申
請
者
の
役
員
の
う
ち
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
こ
と
。

イ

こ
の
法
律
に
違
反
し
て
、
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日

か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

ロ

次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
よ
り
解
任
さ
れ
、
そ
の
解
任
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

（
指
定
登
録
機
関
の
役
員
の
選
任
及
び
解
任
）

第
九
条
の
三

指
定
登
録
機
関
の
役
員
の
選
任
及
び
解
任
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生

じ
な
い
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
登
録
機
関
の
役
員
が
、
こ
の
法
律
（
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
又
は
処
分
を
含
む
。
）
若
し

く
は
第
九
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
事
務
規
程
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
と
き
、
又
は
登
録
事
務
に
関
し
著
し
く

不
適
当
な
行
為
を
し
た
と
き
は
、
指
定
登
録
機
関
に
対
し
、
当
該
役
員
の
解
任
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
計
画
の
認
可
等
）

第
九
条
の
四

指
定
登
録
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
、
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
作
成
し
、
当
該
事
業
年
度
の
開
始
前
に
（



一
一
二
頁

第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
後
遅
滞

な
く
）
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

指
定
登
録
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
の
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
を
作
成

し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
務
規
程
）

第
九
条
の
五

指
定
登
録
機
関
は
、
登
録
事
務
の
開
始
前
に
、
登
録
事
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
登
録
事
務
規
程

」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、

同
様
と
す
る
。

２

登
録
事
務
規
程
で
定
め
る
べ
き
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
可
を
し
た
登
録
事
務
規
程
が
登
録
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
上
不
適
当
と
な
つ

た
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
登
録
機
関
に
対
し
、
当
該
登
録
事
務
規
程
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
規
定
の
適
用
等
）

第
九
条
の
六

指
定
登
録
機
関
が
登
録
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
五
条
及
び
第
六
条
第
二
項
（
第
八
条
第
三
項
に
お
い



一
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て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
中
「
厚
生
労
働
省
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
登
録
機

関
」
と
、
第
六
条
第
二
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
登
録
機
関
」
と
、
「
免
許
を
与
え
た
と
き
は
、
歯

科
技
工
士
免
許
証
（
以
下
「
免
許
証
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
し
た
と
き
は
、
当
該

登
録
に
係
る
者
に
歯
科
技
工
士
免
許
証
明
書
」
と
す
る
。

２

指
定
登
録
機
関
が
登
録
事
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
歯
科
技
工
士
名
簿
に
免
許
に
関
す
る
事
項
の
登
録
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
又
は
歯
科
技
工
士
免
許
証
明
書
（
以
下
「
免
許
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の
書
換
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
指
定
登
録
機
関
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
登
録
機
関
に
納
め
ら
れ
た
手
数
料
は
、
指
定
登
録
機
関
の
収
入
と
す
る
。

（
秘
密
保
持
義
務
等
）

第
九
条
の
七

指
定
登
録
機
関
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
者
は
、
登
録
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た

秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

登
録
事
務
に
従
事
す
る
指
定
登
録
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
そ
の
他
の
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事
す
る
職
員
と
み
な
す
。



一
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（
帳
簿
の
備
付
け
等
）

第
九
条
の
八

指
定
登
録
機
関
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
帳
簿
を
備
え
付
け
、
こ
れ
に
登
録
事
務
に

関
す
る
事
項
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
記
載
し
、
及
び
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
督
命
令
）

第
九
条
の
九

厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
登
録
機
関
に
対
し

、
登
録
事
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
報
告
）

第
九
条
の
十

厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
の
限
度
に
お

い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
登
録
機
関
に
対
し
、
報
告
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
立
入
検
査
）

第
九
条
の
十
一

厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
の
限
度
に

お
い
て
、
当
該
職
員
に
、
指
定
登
録
機
関
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
指
定
登
録
機
関
の
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件

を
検
査
さ
せ
、
又
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。



一
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２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
行
う
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
関
係
者
に
こ
れ
を
提

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
務
の
休
廃
止
）

第
九
条
の
十
二

指
定
登
録
機
関
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
登
録
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し

、
又
は
廃
止
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
指
定
の
取
消
し
等
）

第
九
条
の
十
三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
登
録
機
関
が
第
九
条
の
二
第
四
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
登
録
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消

し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
登
録
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
九
条
の
二
第
三
項
各
号
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

第
九
条
の
三
第
二
項
、
第
九
条
の
五
第
三
項
又
は
第
九
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。



一
一
六
頁

三

第
九
条
の
四
又
は
前
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

四

第
九
条
の
五
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
登
録
事
務
規
程
に
よ
ら
な
い
で
登
録
事
務
を
行
つ
た
と
き
。

五

次
条
第
一
項
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

（
指
定
等
の
条
件
）

第
九
条
の
十
四

第
九
条
の
二
第
一
項
、
第
九
条
の
三
第
一
項
、
第
九
条
の
四
第
一
項
、
第
九
条
の
五
第
一
項
又
は
第
九
条

の
十
二
の
規
定
に
よ
る
指
定
、
認
可
又
は
許
可
に
は
、
条
件
を
付
し
、
及
び
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
条
件
は
、
当
該
指
定
、
認
可
又
は
許
可
に
係
る
事
項
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
に

限
り
、
か
つ
、
当
該
指
定
、
認
可
又
は
許
可
を
受
け
る
者
に
不
当
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら

な
い
。

（
指
定
登
録
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
不
服
申
立
て
）

第
九
条
の
十
五

指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労

働
大
臣
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
登
録
事
務
の
実
施
等
）



一
一
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第
九
条
の
十
六

厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
登
録
機
関
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
登
録
事
務
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
登
録
機
関
が
第
九
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
登
録
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一

部
を
休
止
し
た
と
き
、
第
九
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
登
録
機
関
に
対
し
登
録
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部

の
停
止
を
命
じ
た
と
き
、
又
は
指
定
登
録
機
関
が
天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
登
録
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
実
施

す
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
登
録
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う

も
の
と
す
る
。

（
公
示
）

第
九
条
の
十
七

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
。

二

第
九
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
し
た
と
き
。

三

第
九
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
登
録
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。

四

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
と
す
る
と
き
、
又
は
自
ら
行
つ
て

い
た
登
録
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
。



一
一
八
頁

第
十
条
の
見
出
し
を
「
（
政
令
及
び
厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
免
許
証
」
の
下
に
「
又
は
免
許

証
明
書
」
を
加
え
、
「
、
政
令
」
を
「
政
令
で
、
第
九
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
登
録
事
務
の
全

部
又
は
一
部
を
行
う
場
合
に
お
け
る
登
録
事
務
の
引
継
ぎ
そ
の
他
指
定
登
録
機
関
に
関
し
必
要
な
事
項
は
厚
生
労
働
省
令
」

に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
歯
科
技
工
士
試
験
委
員
）

第
十
二
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
厚
生
労
働
省
に
置
く
歯
科
技
工
士
試
験
委
員
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
試
験
委

員
」
と
い
う
。
）
に
、
試
験
の
問
題
の
作
成
及
び
採
点
を
行
わ
せ
る
。

２

試
験
委
員
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
不
正
行
為
の
禁
止
）

第
十
三
条

試
験
委
員
は
、
試
験
の
問
題
の
作
成
及
び
採
点
に
つ
い
て
、
厳
正
を
保
持
し
、
不
正
の
行
為
の
な
い
よ
う
に
し



一
一
九
頁

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
の
見
出
し
を
「
（
試
験
の
無
効
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
試
験
に
」
を
「
厚
生
労
働
大
臣
は
、
試
験
に
」
に

、
「
あ
る
者
に
つ
い
て
」
を
「
あ
る
者
に
対
し
て
は
」
に
改
め
、
同
条
後
段
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
た
者
に
対
し
、
期
間
を
定
め
て
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
受
験
手
数
料
）

第
十
五
条
の
二

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
受
験
手
数
料
を
国
に
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
受
験
手
数
料
は
、
こ
れ
を
納
付
し
た
者
が
試
験
を
受
け
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
返
還
し
な
い
。

（
指
定
試
験
機
関
の
指
定
）

第
十
五
条
の
三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
試
験

機
関
」
と
い
う
。
）
に
、
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
試
験
事
務
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。



一
二
〇
頁

２

指
定
試
験
機
関
の
指
定
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
試
験
事
務
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ

り
行
う
。

（
指
定
試
験
機
関
の
歯
科
技
工
士
試
験
委
員
）

第
十
五
条
の
四

指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
の
問
題
の
作
成
及
び
採
点
を
歯
科
技
工
士
試
験
委
員
（
次
項
及
び
第
三
項
並
び

に
次
条
並
び
に
第
十
五
条
の
七
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
九
条
の
三
第
二
項
及
び
第
九
条
の
七
に
お
い
て
「
試

験
委
員
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
委
員
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
を
備
え
る
者
の
う
ち

か
ら
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
委
員
を
選
任
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に

そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
試
験
委
員
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

第
十
五
条
の
五

試
験
委
員
は
、
試
験
の
問
題
の
作
成
及
び
採
点
に
つ
い
て
、
厳
正
を
保
持
し
、
不
正
の
行
為
の
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
受
験
の
停
止
等
）



一
二
一
頁

第
十
五
条
の
六

指
定
試
験
機
関
が
試
験
事
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
に
関
し
て
不
正
の
行
為

が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
不
正
行
為
に
関
係
の
あ
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
受
験
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
試
験
機
関
が
試
験
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
十
五
条
及
び
第
十
五
条
の
二
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
五
条
第
一
項
中
「
そ
の
受
験
を
停
止
さ
せ
、
又
は
そ
の
試
験
」
と
あ
る
の
は
「

そ
の
試
験
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
又
は
第
十
五
条
の
六
第
一
項
」
と
、
第
十
五
条
の
二
第

一
項
中
「
国
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
試
験
機
関
」
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
試
験
機
関
に
納
め
ら
れ
た
受

験
手
数
料
は
、
指
定
試
験
機
関
の
収
入
と
す
る
。

（
準
用
）

第
十
五
条
の
七

第
九
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
九
条
の
三
か
ら
第
九
条
の
五
ま
で
並
び
に
第
九
条
の
七
か
ら
第
九

条
の
十
七
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
試
験
機
関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
の
二
第
三
項
中
「
第

一
項
」
と
あ
り
、
並
び
に
第
九
条
の
四
第
一
項
、
第
九
条
の
十
四
第
一
項
及
び
第
九
条
の
十
七
第
一
号
中
「
第
九
条
の
二

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
三
第
一
項
」
と
、
第
九
条
の
二
第
三
項
各
号
及
び
第
四
項
第
二
号
、
第
九
条
の
七



一
二
二
頁

か
ら
第
九
条
の
九
ま
で
、
第
九
条
の
十
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
、
第
九
条
の
十
五
、
第
九
条
の
十
六
（
見
出
し
を
含
む

。
）
並
び
に
第
九
条
の
十
七
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
登
録
事
務
」
と
あ
る
の
は
「
試
験
事
務
」
と
、
第
九
条
の
二
第
三

項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
三

第
二
項
の
申
請
」
と
、
第
九
条
の
三
の
見
出
し
中
「
役
員
」
と
あ
る
の
は
「
役
員
等
」
と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
九
条
の

七
中
「
役
員
」
と
あ
る
の
は
「
役
員
（
試
験
委
員
を
含
む
。
）
」
と
、
同
項
、
第
九
条
の
五
（
見
出
し
を
含
む
。
）
及
び

第
九
条
の
十
三
第
二
項
第
四
号
中
「
登
録
事
務
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
試
験
事
務
規
程
」
と
、
第
九
条
の
三
第
二
項
中
「

登
録
事
務
に
」
と
あ
る
の
は
「
試
験
事
務
に
」
と
、
第
九
条
の
五
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
九
条
の
十
三
第
二
項
中

「
登
録
事
務
の
」
と
あ
る
の
は
「
試
験
事
務
の
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
又
は
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
、
前
条
又
は
第
十

五
条
の
四
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
登
録
事
務
を
」
と
あ
る
の
は
「
試
験
事
務
を
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条
中
「
そ
の
他
試
験
」
を
「
、
前
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
九
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
厚

生
労
働
大
臣
が
試
験
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
場
合
に
お
け
る
試
験
事
務
の
引
継
ぎ
そ
の
他
試
験
及
び
指
定
試
験
機
関

」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
二
を
削
り
、
第
五
章
の
二
中
第
二
十
七
条
の
三
を
第
二
十
七
条
の
二
と
す
る
。



一
二
三
頁

第
二
十
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
の
二

第
九
条
の
七
第
一
項
（
第
十
五
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
、

登
録
事
務
又
は
試
験
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。

第
二
十
八
条
の
三

第
九
条
の
十
三
第
二
項
（
第
十
五
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
登
録

事
務
又
は
試
験
事
務
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
登
録
機
関
又
は
指
定
試
験
機
関

の
役
員
又
は
職
員
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
二
十
九
条
中
「
第
十
三
条
」
の
下
に
「
又
は
第
十
五
条
の
五
」
を
加
え
、
「
故
意
若
し
く
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
事
前

に
試
験
問
題
を
漏
ら
し
、
又
は
故
意
に
」
を
削
る
。

第
三
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
十
二
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
登
録
機
関
又
は
指
定
試
験

機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
九
条
の
八
（
第
十
五
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
、
帳
簿
を
備
え
付
け
ず



一
二
四
頁

、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
帳
簿
に
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
つ
た
と
き
。

二

第
九
条
の
十
（
第
十
五
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の

報
告
を
し
た
と
き
。

三

第
九
条
の
十
一
第
一
項
（
第
十
五
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

規
定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く
は
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て

陳
述
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
と
き
。

四

第
九
条
の
十
二
（
第
十
五
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
許
可
を
受
け
な
い
で
登
録
事
務
又
は
試

験
事
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
と
き
。

第
三
十
三
条
中
「
前
条
第
三
号
」
を
「
第
三
十
二
条
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
中
「
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
同
条
に
規
定
す
る
検
査
の
た
め
の
検
体
（
血
液
を
除
く
。
）
を
採
取
す
る
行

為
で
政
令
で
定
め
る
も
の
（
第
二
十
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
「
検
体
採
取
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。



一
二
五
頁

第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
採
血
」
の
下
に
「
及
び
検
体
採
取
」
を
加
え
、
「
）
及
び
」
を
「
）
並
び
に
」
に
改
め
る
。

（
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
五
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
二
十
五
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
賦
課
決
定
の
期
間
制
限
）

第
百
十
条
の
二

保
険
料
の
賦
課
決
定
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
最
初
の
保
険
料
の
納
期
（
こ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く

条
例
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
期
限
を
い
い
、
当
該
納
期
後
に
保
険
料
を
課
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
保
険
料
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
つ
た
日
と
す
る
。
）
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
日
以
後
に
お
い
て
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
百
十
六
条
の
二
第
一
項
第
六
号
中
「
（
老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
つ
て
、

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
高
齢
者

向
け
の
賃
貸
住
宅
で
あ
る
も
の
（
介
護
保
険
法
第
八
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う



一
二
六
頁

事
業
所
に
係
る
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「
同

法
第
八
条
第
二
十
四
項
」
を
「
同
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
の
二
第
一
項
中
「
第
八
条
第
二
十
一
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
六
条
中
「
並
び
に
第
百
五
十
九
条
」
を
「
、
第
百
五
十
九
条
並
び
に
附
則
第
十
三
条
の
五
の
六
」
に
改
め
る
。

（
老
人
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
二
第
二
項
中
「
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
」
を
「
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
若
し
く
は

介
護
予
防
訪
問
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
」
を
削
り
、
「
供
与
す
る
事
業
」
の
下
に
「
又
は
同
法
第
百
十
五
条
の

四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
第
一
号
訪
問
事
業
（
以
下
「
第
一
号
訪
問
事
業
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
」
の
下
に
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
若
し
く

は
」
を
加
え
、
「
、
介
護
予
防
通
所
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
」
を
削
り
、
「
供
与
す
る
事
業
」
の
下
に
「
又
は

同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
第
一
号
通
所
事
業
（
以
下
「
第
一
号
通
所
事
業
」
と
い
う
。
）

で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
」
の
下
に
「
、
地
域
密
着



一
二
七
頁

型
通
所
介
護
」
を
加
え
る
。

第
十
条
の
三
第
一
項
中
「
介
護
予
防
支
援
」
の
下
に
「
、
生
活
支
援
等
（
心
身
の
状
況
の
把
握
そ
の
他
の
六
十
五
歳
以
上

の
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
及
び
要
介
護
状
態
若
し
く
は
要
支
援
状
態
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要

介
護
状
態
若
し
く
は
要
支
援
状
態
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
を
い
う
。
第
十
二
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
、
「

行
う
者
」
の
下
に
「
及
び
民
生
委
員
」
を
加
え
る
。

第
十
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
又
は
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
を
「
若
し
く
は
夜
間
対
応
型
訪

問
介
護
又
は
第
一
号
訪
問
事
業
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
規
定
す
る
通
所
介
護
」
の
下
に
「
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護

」
を
加
え
、
「
、
介
護
予
防
通
所
介
護
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
」
の
下

に
「
又
は
第
一
号
通
所
事
業
」
を
加
え
る
。

第
十
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
生
活
支
援
等
に
関
す
る
情
報
の
公
表
）

第
十
二
条
の
三

市
町
村
は
、
生
活
支
援
等
を
行
う
者
か
ら
提
供
を
受
け
た
当
該
生
活
支
援
等
を
行
う
者
が
行
う
生
活
支
援

等
の
内
容
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
に
つ
い
て
、
公
表
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら



一
二
八
頁

な
い
。

第
二
十
条
の
二
の
二
中
「
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
」
の
下
に
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
若
し
く
は
」
を
加
え
、
「
、
介

護
予
防
通
所
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
」
を
削
り
、
「
支
給
に
係
る
者
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
一
号
通
所
事
業

で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
利
用
す
る
者
」
を
加
え
る
。

第
二
十
条
の
八
第
四
項
中
「
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」
の
下
に
「
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
」
を
加
え
、
「
介
護

予
防
訪
問
介
護
、
介
護
予
防
通
所
介
護
、
」
を
削
り
、
「
を
勘
案
」
を
「
並
び
に
第
一
号
訪
問
事
業
及
び
第
一
号
通
所
事
業

の
量
の
見
込
み
を
勘
案
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
二
の
見
出
し
中
「
給
付
」
を
「
給
付
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
」
を
「
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
」
に
、
「
受
け
る
」
を
「
受
け
、
又
は
第
一
号
訪
問
事
業
若
し
く
は
第
一
号
通
所
事
業
を
利
用
す
る

」
に
改
め
る
。

（
歯
科
技
工
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

歯
科
技
工
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



一
二
九
頁

第
二
条

削
除

（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
百
五
十
八
条
」
を
「
第
百
五
十
七
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め

る
。第

五
十
五
条
第
一
項
第
五
号
中
「
（
老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
つ
て
、
高
齢

者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
高
齢
者
向
け

の
賃
貸
住
宅
で
あ
る
も
の
（
介
護
保
険
法
第
八
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
事
業

所
に
係
る
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「
同
法
第

八
条
第
二
十
四
項
」
を
「
同
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
五
条
第
一
項
中
「
次
に
掲
げ
る
」
を
「
第
七
十
条
第
四
項
（
第
七
十
四
条
第
十
項
、
第
七
十
五
条
第
七
項
、
第

七
十
六
条
第
六
項
及
び
第
七
十
八
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域



一
三
〇
頁

連
合
か
ら
委
託
を
受
け
て
行
う
療
養
の
給
付
に
要
す
る
費
用
並
び
に
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
、
保
険
外

併
用
療
養
費
及
び
訪
問
看
護
療
養
費
の
請
求
に
関
す
る
審
査
及
び
支
払
の
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

「
前
項
各
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
七
章
中
第
百
五
十
八
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
保
険
者
協
議
会
）

第
百
五
十
七
条
の
二

保
険
者
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
共
同
し
て
、
加
入
者
の
高
齢
期
に
お
け
る
健
康
の
保

持
の
た
め
に
必
要
な
事
業
の
推
進
並
び
に
高
齢
者
医
療
制
度
の
円
滑
な
運
営
及
び
当
該
運
営
へ
の
協
力
の
た
め
、
都
道
府

県
ご
と
に
、
保
険
者
協
議
会
を
組
織
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
保
険
者
協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

一

特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
、
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
保
険
者
そ
の
他
の
関
係
者
間
の
連

絡
調
整

二

保
険
者
に
対
す
る
必
要
な
助
言
又
は
援
助

三

医
療
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
の
調
査
及
び
分
析



一
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第
百
六
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
賦
課
決
定
の
期
間
制
限
）

第
百
六
十
条
の
二

保
険
料
の
賦
課
決
定
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
最
初
の
保
険
料
の
納
期
（
こ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ

く
条
例
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
期
限
を
い
い
、
当
該
納
期
後
に
保
険
料
を
課
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
保
険
料
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
つ
た
日
と
す
る
。
）
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
日
以
後
に
お
い
て
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

附
則
第
二
条
中
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
三
条
の
五
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
延
滞
金
の
割
合
の
特
例
）

第
十
三
条
の
五
の
六

第
四
十
五
条
第
一
項
（
第
百
二
十
四
条
及
び
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に

規
定
す
る
延
滞
金
の
年
十
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
は
、
当
分
の
間
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
年
の
特
例
基

準
割
合
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
基
準
割
合
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
年
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
年
中
に
お
い



一
三
二
頁

て
は
、
当
該
特
例
基
準
割
合
に
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
加
算
し
た
割
合
と
す
る
。

附
則
第
十
三
条
の
六
第
一
項
中
「
第
八
条
第
二
十
一
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
二
項
」
に
改
め
る
。

（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同

法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
保
健
法
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八

十
号
。
附
則
第
三
十
九
条
に
お
い
て
「
平
成
十
八
年
改
正
前
老
人
保
健
法
」
と
い
う
。
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
一
条
第
一
項
中
「
割
合
」
の
下
に
「
（
各
年
の
特
例
基
準
割
合
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二

十
六
号
）
第
九
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
基
準
割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
年
七
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
の
割
合
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
年
中
に
お
い
て
は
、
当
該
特
例
基
準
割
合
に
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合

を
加
算
し
た
割
合
）
」
を
加
え
る
。

（
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第



一
三
三
頁

二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

題
名
の
次
に
次
の
目
次
及
び
章
名
を
付
す
る
。

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

臨
床
修
練
（
第
三
条
―
第
二
十
一
条
の
二
）

第
三
章

臨
床
教
授
等
（
第
二
十
一
条
の
三
―
第
二
十
一
条
の
八
）

第
四
章

雑
則
（
第
二
十
一
条
の
九
・
第
二
十
二
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
二
十
三
条
―
第
二
十
九
条
）

附
則

第
一
章

総
則

第
一
条
中
「
修
得
」
の
下
に
「
若
し
く
は
教
授
又
は
医
学
若
し
く
は
歯
科
医
学
の
研
究
」
を
加
え
る
。



一
三
四
頁

第
二
条
第
四
号
中
「
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
病
院
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
指
定
病
院
」
と
い
う
。
）
」
を
「
臨

床
修
練
病
院
等
」
に
、
「
指
定
病
院
に
」
を
「
臨
床
修
練
病
院
等
に
」
に
、
「
当
該
指
定
病
院
」
を
「
当
該
臨
床
修
練
病
院

等
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
認
定
を
受
け
た
」
を
「
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と

し
、
同
条
第
九
号
中
「
認
定
を
受
け
た
」
を
「
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第

八
号
中
「
認
定
を
受
け
た
」
を
「
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
中
第
七
号
を
第

八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

臨
床
修
練
病
院
等

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
又
は
診
療
所
（
診
療
所
に
あ
つ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

第
二
条
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

十
二

臨
床
教
授
等

医
療
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
の
教
授
又
は
医
学
若
し
く
は
歯
科
医
学
の
研
究
（
薬
事
法
（
昭
和

三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
薬
品
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
医
療
機
器
の
研

究
開
発
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
目
的
と
し
て
本
邦
に
入
国
し
た
外
国
医
師
又
は
外
国
歯
科
医
師
が
、
臨
床
教
授
等

病
院
に
お
い
て
そ
の
外
国
に
お
い
て
有
す
る
第
四
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
資
格
に
相
当
す
る
資
格
の
区
分
に
応
じ
、
同



一
三
五
頁

号
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
業
を
行
う
こ
と
を
い
う
。

十
三

臨
床
教
授
等
病
院

高
度
か
つ
専
門
的
な
医
療
を
提
供
す
る
病
院
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
院
の
う
ち

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
を
い
う
。

十
四

臨
床
教
授
等
外
国
医
師

第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
外
国
医
師
を
い
う
。

十
五

臨
床
教
授
等
外
国
歯
科
医
師

第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
外
国
歯
科
医
師
を
い
う
。

第
二
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
二
章

臨
床
修
練

第
三
条
第
一
項
中
「
外
国
看
護
師
等
」
の
下
に
「
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
外
国
医
師
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、

同
条
第
二
項
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
章
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
基
準
に
」
を
「
基
準
の
い
ず
れ
に
も
」
に
改
め
、
同

項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

医
療
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
の
修
得
を
目
的
と
し
て
本
邦
に
入
国
し
て
い
る
者

ロ

医
療
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
の
修
得
を
目
的
と
し
て
本
邦
に
入
国
し
よ
う
と
し
て
い
る
者
（
出
入
国
管
理
及
び



一
三
六
頁

難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て

い
る
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
限
る
。
）

第
三
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
の
区
分
」
を
「
に
相
当
す
る
資
格
の
区
分
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、

同
項
第
五
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
当
該
者
が
患
者
に
与
え
た
損
害
を
臨
床
修
練
病
院
等
の
開
設
者
が
当
該
者
に
代
わ
り

、
又
は
当
該
者
と
連
帯
し
て
賠
償
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
条

第
八
項
中
「
許
可
」
の
下
に
「
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と

し
、
同
条
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

厚
生
労
働
大
臣
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
許
可
を
受

け
た
者
の
申
請
に
よ
り
、
一
回
に
限
り
、
二
年
（
外
国
看
護
師
等
に
あ
つ
て
は
、
一
年
）
を
限
度
と
し
て
そ
の
有
効
期
間

を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
外
国
医
師
若
し
く
は
外
国
歯
科
医
師
又
は
外
国
看
護
師
等
」
を
「
外
国
医
師
等
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
臨
床
修
練
外
国
看
護
師
等
」
の
下
に
「
（
第
八
条
第
二
号
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
に
お
い
て
「
臨
床
修

練
外
国
医
師
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。



一
三
七
頁

第
五
条
中
「
有
効
期
間
」
の
下
に
「
（
第
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
有
効
期
間
が
更
新
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
更
新
後
の
有
効
期
間
）
」
を
加
え
、
「
及
び
」
を
「
、
及
び
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
条
第
六
項
」
を
「
第
三
条
第
七

項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
を
「
（
臨
床
修
練
指
導
医
等
の
選
任
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
の
申
請
に
基
づ

き
」
を
「
臨
床
修
練
病
院
等
の
開
設
者
は
」
に
改
め
、
「
と
認
め
る
」
を
削
り
、
「
臨
床
修
練
指
導
者
」
の
下
に
「
（
次
条

第
一
項
及
び
第
十
条
に
お
い
て
「
臨
床
修
練
指
導
医
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
認
定
す
る
」
を
「
選
任
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
三
条
第
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
外
国
語
」
を
「
そ
の
指
導
監

督
す
る
臨
床
修
練
外
国
医
師
等
が
使
用
す
る
言
語
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
臨
床
修
練
指
導
医
若
し
く
は
臨
床
修
練
指
導
歯
科
医
又
は
臨
床
修
練
指
導
者
は
、
臨
床
修
練
外
国
医

師
若
し
く
は
臨
床
修
練
外
国
歯
科
医
師
又
は
臨
床
修
練
外
国
看
護
師
等
」
を
「
臨
床
修
練
指
導
医
等
は
、
臨
床
修
練
外
国
医

師
等
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
見
出
し
を
「
（
臨
床
修
練
指
導
医
等
の
解
任
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
は
、
臨
床
修
練



一
三
八
頁

指
導
医
若
し
く
は
臨
床
修
練
指
導
歯
科
医
又
は
臨
床
修
練
指
導
者
」
を
「
臨
床
修
練
病
院
等
の
開
設
者
は
、
臨
床
修
練
指
導

医
等
」
に
、
「
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
」
を
「
当
該
臨
床
修
練
指
導
医
等
を
解
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に

改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
認
定
」
を
「
選
任
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
病
院
に
お
い
て
」
を
「
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医

師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
臨
床
修
練
病
院
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
臨

床
修
練
病
院
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
」
に
、
「
同
法
第
二
条
第
五
号
」
を
「
同
条
第
六
号
」

に
、
「
病
院
」
」
を
「
臨
床
修
練
病
院
等
」
」
に
、
「
同
法
第
二
条
第
六
号
」
を
「
同
条
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
病
院
に
お
い
て
」
を
「
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医

師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
臨
床
修
練
病
院
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
臨

床
修
練
病
院
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
」
に
、
「
病
院
」
」
を
「
臨
床
修
練
病
院
等
」
」
に
改

め
る
。



一
三
九
頁

第
十
四
条
第
一
項
、
第
十
五
条
並
び
に
第
十
六
条
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
十
項
中
「
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
に

係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
号
」
を
「
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医
師

法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
五
号
」
に
、
「
指
定
病
院
」
を
「
臨
床
修
練
病
院
等
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
中
「
臨
床
修
練
外
国
医
師
若
し
く
は
臨
床
修
練
外
国
歯
科
医
師
又
は
臨
床
修
練
外
国
看
護
師
等
」
を
「
臨
床
修

練
外
国
医
師
等
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
中
「
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」

を
「
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二

十
九
号
）
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
、
一
章
、
章
名
及
び
一
条
を
加
え
る
。

（
厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
一
条
の
二

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
許
可
及
び
臨
床
修
練
病
院
等
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
。

第
三
章

臨
床
教
授
等



一
四
〇
頁

（
臨
床
教
授
等
の
許
可
）

第
二
十
一
条
の
三

外
国
医
師
又
は
外
国
歯
科
医
師
は
、
そ
の
外
国
に
お
い
て
有
す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
格
に
相
当
す

る
資
格
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
法
律
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
、
臨
床
教
授
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

医
師

医
師
法
第
十
七
条

二

歯
科
医
師

歯
科
医
師
法
第
十
七
条

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
許
可
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各

号
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
許
可
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

一

次
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

医
療
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
の
教
授
又
は
医
学
若
し
く
は
歯
科
医
学
の
研
究
を
目
的
と
し
て
本
邦
に
入
国
し
て

い
る
者

ロ

医
療
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
の
教
授
又
は
医
学
若
し
く
は
歯
科
医
学
の
研
究
を
目
的
と
し
て
本
邦
に
入
国
し
よ

う
と
し
て
い
る
者
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て
い
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る
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
限
る
。
）

二

許
可
の
申
請
に
係
る
第
二
条
第
四
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
資
格
に
相
当
す
る
資
格
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
臨
床
教

授
等
を
行
う
の
に
必
要
な
医
学
又
は
歯
科
医
学
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
こ
と
。

三

許
可
の
申
請
に
係
る
第
二
条
第
四
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
資
格
に
相
当
す
る
資
格
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
外
国
に

お
い
て
当
該
資
格
を
取
得
し
た
後
十
年
以
上
診
療
し
た
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

四

患
者
に
与
え
た
損
害
を
賠
償
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
（
当
該
者
が
患
者
に
与
え
た
損
害
を
臨
床
教
授
等
病
院
の
開

設
者
が
当
該
者
に
代
わ
り
、
又
は
当
該
者
と
連
帯
し
て
賠
償
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）
。

（
臨
床
教
授
等
責
任
者
の
選
任
）

第
二
十
一
条
の
四

臨
床
教
授
等
病
院
の
開
設
者
は
、
第
二
条
第
四
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
資
格
を
有
す
る
者
（
医
師
法
第

七
条
の
二
第
一
項
又
は
歯
科
医
師
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
命
令
を
受
け
た
も
の
に
あ
つ

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
医
師
法
第
七
条
の
二
第
二
項
又
は
歯
科
医
師
法
第
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
者

に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
者
を
臨
床
教
授
等
責
任
者
と
し
て
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。



一
四
二
頁

一

医
学
又
は
歯
科
医
学
に
関
す
る
高
度
か
つ
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
こ
と
。

二

臨
床
教
授
等
外
国
医
師
又
は
臨
床
教
授
等
外
国
歯
科
医
師
の
受
入
れ
に
関
す
る
業
務
を
統
括
管
理
す
る
者
と
し
て
必

要
な
能
力
及
び
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

（
臨
床
教
授
等
責
任
者
の
解
任
）

第
二
十
一
条
の
五

臨
床
教
授
等
病
院
の
開
設
者
は
、
臨
床
教
授
等
責
任
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ

た
と
き
は
、
当
該
臨
床
教
授
等
責
任
者
を
解
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
選
任
に
係
る
第
二
条
第
四
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
資
格
を
有
す
る
者
で
な
く
な
つ
た
と
き
。

二

医
師
法
第
七
条
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
歯
科
医
師
法
第
七
条
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲

げ
る
戒
告
又
は
業
務
の
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
。

（
診
療
録
の
記
載
及
び
保
存
）

第
二
十
一
条
の
六

医
師
法
第
二
十
四
条
又
は
歯
科
医
師
法
第
二
十
三
条
の
規
定
は
、
臨
床
教
授
等
外
国
医
師
又
は
臨
床
教

授
等
外
国
歯
科
医
師
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
医
師
法
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
病
院
又
は
診
療
所

に
勤
務
す
る
医
師
」
と
あ
る
の
は
「
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
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法
律
第
二
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
臨
床
教
授
等
病
院
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
臨
床
教
授
等
病
院
」
と
い
う
。
）
に

お
い
て
同
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る
臨
床
教
授
等
を
行
う
同
条
第
十
四
号
に
規
定
す
る
臨
床
教
授
等
外
国
医
師
」
と
、
「

そ
の
病
院
又
は
診
療
所
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
臨
床
教
授
等
病
院
」
と
、
歯
科
医
師
法
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
病
院
又

は
診
療
所
に
勤
務
す
る
歯
科
医
師
」
と
あ
る
の
は
「
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特

例
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
臨
床
教
授
等
病
院
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
臨
床
教
授
等
病
院
」

と
い
う
。
）
に
お
い
て
同
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る
臨
床
教
授
等
を
行
う
同
条
第
十
五
号
に
規
定
す
る
臨
床
教
授
等
外
国

歯
科
医
師
」
と
、
「
そ
の
病
院
又
は
診
療
所
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
臨
床
教
授
等
病
院
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

第
二
十
一
条
の
七

第
三
条
（
第
一
項
及
び
第
二
項
を
除
く
。
）
及
び
第
四
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定
は
、
許
可
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
三
項
中
「
前
項
各
号
」
と
あ
り
、
及
び
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
各
号

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
の
三
第
二
項
各
号
」
と
、
第
四
条
第
一
項
中
「
外
国
医
師
等
」
と
あ
る
の
は
「
外
国
医
師

又
は
外
国
歯
科
医
師
」
と
、
「
臨
床
修
練
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
臨
床
教
授
等
許
可
証
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
臨
床

修
練
外
国
医
師
若
し
く
は
臨
床
修
練
外
国
歯
科
医
師
又
は
臨
床
修
練
外
国
看
護
師
等
（
第
八
条
第
二
号
、
第
九
条
第
一
項
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及
び
第
十
七
条
に
お
い
て
「
臨
床
修
練
外
国
医
師
等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
臨
床
教
授
等
外
国
医
師
又
は
臨
床

教
授
等
外
国
歯
科
医
師
」
と
、
「
臨
床
修
練
を
」
と
あ
る
の
は
「
臨
床
教
授
等
を
」
と
、
「
臨
床
修
練
許
可
証
」
と
あ
る

の
は
「
臨
床
教
授
等
許
可
証
」
と
、
第
五
条
中
「
第
二
条
第
四
号
イ
か
ら
ヨ
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
四
号
イ
又

は
ロ
」
と
、
第
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
三
条
第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
の
三
第
二
項
第
一
号
」

と
、
第
七
条
中
「
臨
床
修
練
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
臨
床
教
授
等
許
可
証
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
十
七
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
の
規
定
は
、
臨
床
教
授
等
外
国
医
師
又
は
臨
床
教
授
等
外
国
歯
科
医
師
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
の
規
定
中
「
臨
床
修
練
を
」
と
あ
る
の
は
「
臨
床
教
授

等
を
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
臨
床
修
練
に
」
と
あ
る
の
は
「
臨
床
教
授
等
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
一
条
の
八

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
許
可
及
び
臨
床
教
授
等
病
院
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
。

第
四
章

雑
則

（
報
告
の
徴
収
及
び
立
入
検
査
）



一
四
五
頁

第
二
十
一
条
の
九

厚
生
労
働
大
臣
は
、
臨
床
修
練
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
臨

床
修
練
を
実
施
し
て
い
る
臨
床
修
練
病
院
等
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
に
対
し
、
臨
床
修
練
の
実
施
の
状
況
に
関
し
報

告
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
、
臨
床
修
練
を
実
施
し
て
い
る
臨
床
修
練
病
院
等
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物

件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
臨
床
教
授
等
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
臨
床
教
授
等
を

実
施
し
て
い
る
臨
床
教
授
等
病
院
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
に
対
し
、
臨
床
教
授
等
の
実
施
の
状
況
に
関
し
報
告
を
命

じ
、
又
は
当
該
職
員
に
、
臨
床
教
授
等
を
実
施
し
て
い
る
臨
床
教
授
等
病
院
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を

検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
関
係
人
に
こ
れ
を

提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条
中
「
許
可
を
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
許
可
を
」
に
、
「
第
三
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
当
該
各
号
に
定

め
る
規
定
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。



一
四
六
頁

一

第
三
条
第
一
項
の
許
可

同
条
第
二
項
第
一
号

二

第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
の
許
可

同
条
第
二
項
第
一
号

第
二
十
二
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
五
章

罰
則

第
二
十
三
条
の
前
の
見
出
し
を
削
る
。

第
二
十
五
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と

し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
二
十
一
条
の
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
臨
床
教
授
等
外

国
医
師
若
し
く
は
臨
床
教
授
等
外
国
歯
科
医
師
又
は
こ
れ
ら
で
あ
つ
た
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。

第
二
十
六
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
二
十
一
条
の
六
に
お
い
て
準
用
す
る
医
師
法
第
二
十
四
条
又
は
歯
科
医
師
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

（
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）



一
四
七
頁

第
二
十
一
条

看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
に
係
る
同
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事

業
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
を
行
う
事
業
に
限
る
。
）
及
び
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
指
定
に
係
る
同

法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
看
護
を
行
う
事

業
に
限
る
。
）
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事
業
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

介
護
保
険
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
に
係
る
同
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
同

条
第
四
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
を
行
う
事
業
に
限
る
。
）

二

介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
に
係
る
同
法
第
八
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
（
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

イ

介
護
保
険
法
第
八
条
第
十
五
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護



一
四
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ロ

介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
又
は
同

条
第
十
五
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

三

介
護
保
険
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
指
定
に
係
る
同
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

事
業
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
看
護
を
行
う
事
業
に
限
る
。
）

第
十
五
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

看
護
師
等
に
対
し
、
そ
の
就
業
の
促
進
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

第
十
六
条
の
見
出
し
を
「
（
公
共
職
業
安
定
所
等
と
の
連
携
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
は
」
の
下
に

「
、
地
方
公
共
団
体
」
を
、
「
公
共
職
業
安
定
所
」
の
下
に
「
そ
の
他
の
関
係
機
関
」
を
、
「
前
条
第
五
号
」
の
下
に
「
及

び
第
六
号
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
情
報
の
提
供
の
求
め
）

第
十
六
条
の
二

都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
は
、
都
道
府
県
そ
の
他
の
官
公
署
に
対
し
、
第
十
五
条
第
六
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行



一
四
九
頁

う
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
看
護
師
等
の
届
出
等
）

第
十
六
条
の
三

看
護
師
等
は
、
病
院
等
を
離
職
し
た
場
合
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
住
所
、
氏
名

そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
に
届
け

出
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

看
護
師
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
に
届
け
出
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

病
院
等
の
開
設
者
等
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う

、
必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
秘
密
保
持
義
務
）

第
十
六
条
の
四

都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、

第
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
業
務
の
委
託
）



一
五
〇
頁

第
十
六
条
の
五

都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
は
、
第
十
五
条
各
号
（
第
五
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
業
務
の
一
部
を
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
若
し
く
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
は
、
正
当

な
理
由
が
な
く
、
当
該
委
託
に
係
る
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条
中
「
第
五
項
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
十
六
条
の
四
」
を
、
「
第
二
十
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
六
条
の
四

中
「
第
十
五
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
各
号
」
と
」
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
を
第
二
十
六
条
と
し
、
第
二
十
四
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
見
出
し
及
び
一
条
を
加
え
る
。

（
罰
則
）

第
二
十
四
条

第
十
六
条
の
四
（
第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
十
六
条
の
五
第
二
項
の
規
定

に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
二
十
二
条

看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
第
八
条
第
二
十
七
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
ロ
中
「
第
八
条
第
二
十



一
五
一
頁

二
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
に
改
め
る
。

（
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法

律
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
条
第
一
項
中
「
新
医
療
法
第
四
十
四
条
第
四
項
」
を
「
医
療
法
第
四
十
四
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
新
医
療
法
第
四
十
四
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
、
「
に
つ
き
医
療
法
」
を
「
に
つ
き
同
法
」
に
、
「
新
医
療

法
第
五
十
条
第
四
項
」
を
「
同
法
第
五
十
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
条
の
次
に
次
の
八
条
を
加
え
る
。

（
新
医
療
法
人
へ
の
円
滑
な
移
行
）

第
十
条
の
二

政
府
は
、
地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
確
保
す
る
た
め
、
経
過
措
置
医
療
法
人
（
施
行
日
前
に
設

立
さ
れ
た
社
団
た
る
医
療
法
人
又
は
施
行
日
前
に
医
療
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
申
請
を
し
、
施
行

日
以
後
に
設
立
の
認
可
を
受
け
た
社
団
た
る
医
療
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
定
款
に
残
余
財
産
の
帰
属
す
べ
き
者
に
関
す
る

規
定
を
設
け
て
い
な
い
も
の
及
び
残
余
財
産
の
帰
属
す
べ
き
者
と
し
て
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
を
規
定
し



一
五
二
頁

て
い
る
も
の
を
い
う
。
次
条
及
び
附
則
第
十
条
の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
新
医
療
法
人
（
社
団
た
る
医
療
法
人
で
あ
っ

て
、
そ
の
定
款
に
残
余
財
産
の
帰
属
す
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
四
十
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
者
を
規
定
し
て
い
る
も
の

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の
移
行
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
施
策
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
移
行
計
画
の
認
定
）

第
十
条
の
三

経
過
措
置
医
療
法
人
で
あ
っ
て
、
新
医
療
法
人
へ
の
移
行
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
そ
の
移
行
に
関
す
る

計
画
（
以
下
「
移
行
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
て
、
そ
の
移
行
計
画
が
適
当
で

あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

移
行
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

新
医
療
法
人
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
医
療
法
人
の
う
ち
移
行
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

イ

医
療
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
医
療
法
人

ロ

特
定
の
医
療
法
人
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
国
税
庁
長
官
の
承
認
を
受
け
た
医
療
法
人
を
い
う
。
）

ハ

基
金
拠
出
型
医
療
法
人
（
そ
の
定
款
に
基
金
（
社
団
た
る
医
療
法
人
に
拠
出
さ
れ
た
金
銭
そ
の
他
の
財
産
で
あ
っ



一
五
三
頁

て
、
当
該
社
団
た
る
医
療
法
人
が
当
該
拠
出
を
し
た
者
に
対
し
て
返
還
義
務
（
金
銭
以
外
の
財
産
に
つ
い
て
は
、
当

該
拠
出
を
し
た
時
の
当
該
財
産
の
価
額
に
相
当
す
る
金
銭
の
返
還
義
務
）
を
負
う
も
の
を
い
う
。
）
を
引
き
受
け
る

者
の
募
集
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
た
医
療
法
人
を
い
う
。
）

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
医
療
法
人
以
外
の
医
療
法
人

二

移
行
に
向
け
た
取
組
の
内
容

三

移
行
に
向
け
た
検
討
の
体
制

四

移
行
の
期
限

五

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

３

移
行
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

定
款

二

出
資
者
名
簿
（
各
出
資
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
、
出
資
額
並
び
に
持
分
（
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

出
資
額
に
応
じ
て
払
戻
し
又
は
残
余
財
産
の
分
配
を
受
け
る
権
利
を
い
う
。
）
の
放
棄
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
類
を

い
う
。
）



一
五
四
頁

三

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
移
行
計
画
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

一

移
行
計
画
が
当
該
申
請
に
係
る
経
過
措
置
医
療
法
人
の
社
員
総
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

移
行
計
画
が
新
医
療
法
人
へ
の
移
行
を
す
る
た
め
に
有
効
か
つ
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

移
行
計
画
に
記
載
さ
れ
た
第
二
項
第
四
号
の
移
行
の
期
限
が
第
一
項
の
認
定
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い

範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

５

第
一
項
の
認
定
は
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年

を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
移
行
計
画
の
変
更
等
）

第
十
条
の
四

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
移
行
計
画
の
認
定
を
受
け
た
経
過
措
置
医
療
法
人
（
以
下
「
認
定
医
療
法
人
」

と
い
う
。
）
は
、
当
該
認
定
に
係
る
移
行
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ



一
五
五
頁

ば
な
ら
な
い
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
認
定
医
療
法
人
が
前
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
移
行
計
画
（
前
項
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ

の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
「
認
定
移
行
計
画
」
と
い
う
。
）
に
従
っ
て
新
医
療
法
人
へ
の
移
行
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て

い
な
い
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
認
定
医
療
法
人
が
認
定
移
行
計
画
に
記
載
さ
れ
た
前
条
第
二
項
第
四
号
の
移
行
の
期
限
ま
で
に
新

医
療
法
人
に
な
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

４

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
経
過
措
置
医
療
法
人
は
、
更
に
前
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

５

前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
提
出
期
限
の
特
例
）

第
十
条
の
五

認
定
医
療
法
人
に
つ
い
て
は
、
医
療
法
第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
三
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
、
「
六
月
以
内

」
と
す
る
。

（
認
定
の
失
効
）



一
五
六
頁

第
十
条
の
六

認
定
医
療
法
人
が
新
医
療
法
人
に
な
っ
た
と
き
は
、
当
該
認
定
医
療
法
人
が
受
け
た
附
則
第
十
条
の
三
第
一

項
の
認
定
（
附
則
第
十
条
の
四
第
一
項
の
認
定
を
含
む
。
）
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
援
助
）

第
十
条
の
七

政
府
は
、
認
定
医
療
法
人
に
対
し
、
認
定
移
行
計
画
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
助
言
、
指
導
、
資
金
の
融
通

の
あ
っ
せ
ん
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
報
告
）

第
十
条
の
八

認
定
医
療
法
人
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
認
定
移
行
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
厚

生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
権
限
の
委
任
）

第
十
条
の
九

附
則
第
十
条
の
三
及
び
第
十
条
の
四
並
び
に
前
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生

支
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



一
五
七
頁

（
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
条
中
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
」
を
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
又
は
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
十
二
条
中
診
療
放
射
線
技
師
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
改
正
規
定
及
び
第
二
十
四
条
の
規
定
並
び
に
次
条
並
び
に
附

則
第
七
条
、
第
十
三
条
た
だ
し
書
、
第
十
八
条
、
第
二
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十

九
条
、
第
三
十
一
条
、
第
六
十
一
条
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
四
条
、
第
六
十
七
条
、
第
七
十
一
条
及
び
第
七
十
二
条
の

規
定

公
布
の
日

二

第
三
条
の
規
定
（
医
療
法
第
三
十
条
の
三
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
厚
生
労
働
大
臣
は
」
の
下
に
「
、
地
域
に
お
け
る



一
五
八
頁

医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る

総
合
確
保
方
針
に
即
し
て
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
並
び
に
第
二
十
条
及
び
第
二
十
三
条
の
規
定
並
び

に
附
則
第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
四
十
条
、
第
四
十
五
条
、
第
五
十
三
条
並
び
に
第
六
十

九
条
の
規
定

平
成
二
十
六
年
十
月
一
日

三

第
二
条
の
規
定
、
第
四
条
の
規
定
（
第
五
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
五
条
の
う
ち
、
介
護
保
険
法
の
目

次
の
改
正
規
定
、
同
法
第
七
条
第
五
項
、
第
八
条
、
第
八
条
の
二
、
第
十
三
条
、
第
二
十
四
条
の
二
第
五
項
、
第
三
十
二

条
第
四
項
、
第
四
十
二
条
の
二
、
第
四
十
二
条
の
三
第
二
項
、
第
五
十
三
条
、
第
五
十
四
条
第
三
項
、
第
五
十
四
条
の
二

、
第
五
十
四
条
の
三
第
二
項
、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
六
十
八
条
第
五
項
、
第
六
十
九
条
の
三
十
四
、
第
六
十
九
条
の

三
十
八
第
二
項
、
第
六
十
九
条
の
三
十
九
第
二
項
、
第
七
十
八
条
の
二
、
第
七
十
八
条
の
十
四
第
一
項
、
第
百
十
五
条
の

十
二
、
第
百
十
五
条
の
二
十
二
第
一
項
及
び
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
次
に

十
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
及
び
第
百
十
五
条
の
四
十
七
の
改
正
規
定
、
同
法
第
六
章
中
同

法
第
百
十
五
条
の
四
十
八
を
同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
九
と
し
、
同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
七
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改

正
規
定
、
同
法
第
百
十
七
条
、
第
百
十
八
条
、
第
百
二
十
二
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
百
二
十
四
条
第
三



一
五
九
頁

項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
二
十
四
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
百
二
十
六
条
第
一
項
、
第
百
二
十
七

条
、
第
百
二
十
八
条
、
第
百
四
十
一
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
、
第
百
四
十
八
条
第
二
項
、
第
百
五
十
二
条
及
び
第

百
五
十
三
条
並
び
に
第
百
七
十
六
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
十
一
章
の
章
名
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
七
十
九
条
か
ら
第

百
八
十
二
条
ま
で
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
百
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
二
百
二
条
第
一
項
、
第
二

百
三
条
及
び
第
二
百
五
条
並
び
に
附
則
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
並
び
に
同
法
附
則
に
一
条
を
加
え
る
改
正

規
定
、
第
七
条
の
規
定
（
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
、
第
十
二
条
の
規
定
（

第
一
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
の
規
定
、
第
十
五
条
の
規
定
（
第
六
号
に
掲
げ
る

改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
十
六
条
の
規
定
（
第
六
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
十
七
条
の
規
定
、
第
十
八

条
の
規
定
（
第
六
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
十
九
条
の
規
定
並
び
に
第
二
十
一
条
中
看
護
師
等
の
人
材
確

保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
五
条
、
第
八
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
九
条
か

ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
三
条
（
た
だ
し
書
を
除
く
。
）
、
第
十
四
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
条

、
第
三
十
二
条
第
一
項
、
第
三
十
三
条
か
ら
第
三
十
九
条
ま
で
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
六
条
並
び
に
第
四
十
八
条
の
規

定
、
附
則
第
五
十
条
の
規
定
（
第
六
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
附
則
第
五
十
一
条
の
規
定
、
附
則
第
五
十
二



一
六
〇
頁

条
の
規
定
（
第
六
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
附
則
第
五
十
四
条
、
第
五
十
七
条
及
び
第
五
十
八
条
の
規
定
、

附
則
第
五
十
九
条
中
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第

百
二
十
四
号
）
第
二
条
第
五
項
第
二
号
の
改
正
規
定
（
「
同
条
第
十
四
項
」
を
「
同
条
第
十
二
項
」
に
、
「
同
条
第
十
八

項
」
を
「
同
条
第
十
六
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
附
則
第
六
十
五
条
、
第
六
十
六
条
及
び
第
七
十
条
の
規

定

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

四

第
五
条
中
介
護
保
険
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
四
十
九
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同

法
第
五
十
条
及
び
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
五
十
九
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に

同
法
第
六
十
条
、
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
六
十
九
条
の
改
正
規
定
並
び
に
第
七
条
中
平
成
十
八
年
改
正
前
介
護

保
険
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
平
成
十
八
年
改
正
前
介
護
保
険
法
第
四
十
九
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正

規
定
並
び
に
平
成
十
八
年
改
正
前
介
護
保
険
法
第
五
十
条
、
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
六
十
九
条
の
改
正
規
定
並

び
に
附
則
第
十
九
条
及
び
第
二
十
六
条
の
規
定

平
成
二
十
七
年
八
月
一
日

五

第
四
条
の
う
ち
、
医
療
法
の
目
次
の
改
正
規
定
（
「
第
三
章

医
療
の
安
全
の
確
保
（
第
六
条
の
九
―
第
六
条
の
十
二

「
第
三
章

医
療
の
安
全
の
確
保



一
六
一
頁

）
」
を

第
一
節

医
療
の
安
全
の
確
保
の
た
め
の
措
置
（
第
六
条
の
九
―
第
六
条
の
十
四
）

に
改
め
る
部
分
に

第
二
節

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
第
六
条
の
十
五
―
第
六
条
の
二
十
七
）
」

限
る
。
）
、
同
法
第
三
章
中
第
六
条
の
九
の
前
に
節
名
を
付
す
る
改
正
規
定
、
同
章
中
同
法
第
六
条
の
十
二
を
同
法
第
六

条
の
十
四
と
す
る
改
正
規
定
、
同
法
第
六
条
の
十
一
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
条
を
同
法
第
六
条
の
十
三
と
す
る
改
正
規

定
、
同
法
第
六
条
の
十
の
改
正
規
定
、
同
条
を
同
法
第
六
条
の
十
二
と
す
る
改
正
規
定
、
同
法
第
六
条
の
九
の
次
に
二
条

を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
章
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
十
七
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
七
十
二
条
第
三
項
の

改
正
規
定
（
「
第
六
条
の
十
一
第
四
項
」
を
「
第
六
条
の
十
三
第
四
項
、
第
六
条
の
二
十
一
、
第
六
条
の
二
十
二
第
二
項

」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
法
第
七
十
三
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
法
第
七
十
五
条
の
改
正
規

定
、
第
八
条
の
規
定
並
び
に
第
二
十
一
条
の
規
定
（
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
並
び
に
附
則
第
六
条
、
第

二
十
七
条
及
び
第
四
十
一
条
の
規
定

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日

六

第
六
条
の
規
定
（
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
十
一
条
の
規
定
、
第
十
五
条
中
国
民
健
康
保
険
法
第
五

十
五
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
十
六
条
の
二
第
一
項
第
六
号
の
改
正
規
定
（
「
同
法
第
八
条
第
二
十
四
項
」
を

「
同
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
法
附
則
第
五
条
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
、
第
十
六
条
中
老



一
六
二
頁

人
福
祉
法
第
五
条
の
二
第
三
項
の
改
正
規
定
（
「
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
」
の
下
に
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
若
し
く

は
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
条
第
七
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
十
条
の
四
第
一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
（
「
規

定
す
る
通
所
介
護
」
の
下
に
「
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
法
第
二
十
条
の
二
の
二
の

改
正
規
定
（
「
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
」
の
下
に
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
若
し
く
は
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）

及
び
同
法
第
二
十
条
の
八
第
四
項
の
改
正
規
定
（
「
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」
の
下
に
「
、
地
域
密
着
型
通
所
介

護
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
八
条
中
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
五
十
五
条
第
一
項
第
五
号
の

改
正
規
定
（
「
同
法
第
八
条
第
二
十
四
項
」
を
「
同
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
同
法
附
則
第

二
条
及
び
第
十
三
条
の
六
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
二
十
二
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
二
十
条
（
第
一
項
た
だ
し
書

を
除
く
。
）
、
第
二
十
一
条
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
三
条
並
び
に
第
四
十
九
条
の
規
定
、
附
則
第
五
十
条
中
国
有
財
産

特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
第
四
号
ロ
の
改
正
規
定
（
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
」

の
下
に
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
若
し
く
は
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
、
附
則
第
五
十
二
条
中
登
録
免
許
税
法
（
昭

和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
別
表
第
三
の
二
十
四
の
項
の
改
正
規
定
、
附
則
第
五
十
五
条
及
び
第
五
十
六
条
の
規
定

、
附
則
第
五
十
九
条
の
規
定
（
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
並
び
に
附
則
第
六
十
条
の
規
定

平
成
二
十
八



一
六
三
頁

年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

七

第
六
条
中
介
護
保
険
法
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
、
第
五
十
九
条
第
一
項
、
第
七
十
九
条
、
第
八
十
一
条
か

ら
第
八
十
二
条
の
二
ま
で
、
第
八
十
三
条
第
一
項
、
第
八
十
三
条
の
二
か
ら
第
八
十
五
条
ま
で
、
第
百
十
五
条
の
三
十
五

及
び
第
百
八
十
一
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
四
条
の
規
定

平
成
三
十
年
四
月
一
日

（
検
討
）政

府
は
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
必
要
に
応
じ
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
の
状
況
等
を

第
二
条

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

勘
案
し
、
更
な
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

、

所
要
の

政
府
は
、
第
四
条
の
規
定
（
前
条
第
五
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
医
療
法
（
以
下
「
第
五
号

２
新
医
療
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
事
故
調
査
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
医
療
事
故
調
査

」
と
い
う
。
）
の
実
施
状
況
等
を
勘
案
し
、
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
届

出
及
び
第
五
号
新
医
療
法
第
六
条
の
十
五
第
一
項
の
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
医
療
事

故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
へ
の
第
五
号
新
医
療
法
第
六
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
事
故
の
報
告
、
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医
療
事
故
調
査
及
び
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
を
見
直
す
こ
と
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に

基
づ
き
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
二
年
以
内
に
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３

政
府
は
、
我
が
国
に
お
け
る
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
い
、
介
護
関
係
業
務
に
係
る
労
働
力
へ
の
需
要
が
増
大
し
て

い
る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
一
年
を
目
途
と
し
て
、
介
護
関
係
業
務
に
係
る
労
働
力
の
確
保
の
た
め
の
方
策
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

４

政
府
は
、
前
三
項
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ

れ
ぞ
れ
の
法
律
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
各
法
律
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
改
正
後
の
各

法
律
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。

（
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備

等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ

た
旧
整
備
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
整
備
計
画
に
基
づ
く
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
旧
整
備
法
第
五
条
及
び
第
六
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条
の
規
定
は
、
同
日
以
後
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
旧
整
備
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
整
備
計
画
に
掲
載
さ
れ
た
同
条
第
二
項
第
二

号
に
掲
げ
る
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
旧
整
備
法
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
は
、
同
日
以
後
に
お
い

て
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

第
四
条

医
療
機
関
の
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
関
す
る
事
業
で
、
第
四
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規

定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
医
療
法
（
以
下
「
第
三
号
新
医
療
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
七
号
に
規

定
す
る
地
域
医
療
構
想
が
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
又
は
第
三
号
新
医
療
法
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
り

変
更
さ
れ
た
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
に
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び

介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
医
療
介
護
総
合
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
確
保
方
針
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
が
地
域
に
お
け
る
医
療
の
確
保
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
て
、
新
医
療
介
護
総
合
確
保
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
計
画
に
お
い
て
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該

事
業
を
新
医
療
介
護
総
合
確
保
法
第
六
条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
事
業
と
み
な
し
て
、
新
医
療
介
護
総
合
確
保
法
の
規
定
を

適
用
す
る
。
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（
医
療
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
臨
床
研
究
中
核
病
院
と
い
う
名
称
を
使
用
し
て
い
る
者
に
つ

い
て
は
、
第
三
号
新
医
療
法
第
四
条
の
三
第
三
項
の
規
定
は
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
後
六
月
間
は
、
適
用
し
な
い
。

第
六
条

第
五
号
新
医
療
法
第
六
条
の
十
及
び
第
六
条
の
十
一
の
規
定
は
、
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（
次
条
及
び
附
則
第
二
十
八
条
に
お
い
て
「
第
五
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
の
死
亡
又
は
死
産
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
七
条

第
五
号
新
医
療
法
第
六
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
及
び
こ
れ
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、

第
五
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
同
項
並
び
に
第
五
号
新
医
療
法
第
六
条
の
十
八
及
び
第
六
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
の
例

に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
四
十
条
に
お
い
て
「
第
二
号
施
行
日

」
と
い
う
。
）
前
に
第
三
条
の
規
定
（
同
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
医
療
法
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
第
二
号
旧
医
療
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
又
は
第
二
号
旧
医
療
法
第

三
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
医
療
計
画
は
、
第
二
号
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
（

当
該
医
療
計
画
が
第
三
条
の
規
定
（
同
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
医
療
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
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い
て
「
第
二
号
新
医
療
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
、
又
は
医
療
計
画
が
第
二
号
新
医
療
法

第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
第
二
号
新
医
療
法
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ

れ
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
）
は
、
第
二
号
新
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定

め
ら
れ
、
又
は
第
二
号
新
医
療
法
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
医
療
計
画
と
み
な
す
。

２

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
三
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
第
二
号
旧
医
療
法
第
三

十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
若
し
く
は
第
二
号
旧
医
療
法
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
医

療
計
画
又
は
第
二
号
新
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
若
し
く
は
第
二
号
新
医
療
法
第
三
十
条

の
六
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
医
療
計
画
は
、
第
三
号
施
行
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
（
当
該
医
療

計
画
が
第
三
号
新
医
療
法
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
、
又
は
医
療
計
画
が
第
三
号
新
医
療
法
第
三
十
条
の
四

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
第
三
号
新
医
療
法
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
、
又
は
同
項

の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
）
は
、
第
三
号
新
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
又
は

第
三
号
新
医
療
法
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
医
療
計
画
と
み
な
す
。

３

第
二
号
施
行
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
定
め
ら
れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た
医
療
計
画
に
つ
い
て
の
第
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二
号
新
医
療
法
第
三
十
条
の
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
三
年
」
と
あ
り
、
及
び
同
条
第
二
項
中
「

六
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
五
年
」
と
す
る
。

４

第
三
号
新
医
療
法
第
七
条
第
五
項
、
第
七
条
の
二
第
七
項
、
第
二
十
七
条
の
二
、
第
二
十
九
条
第
三
項
第
五
号
か
ら
第
七

号
ま
で
及
び
第
四
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
、
第
三
十
条
の
十
二
、
第
三
十
条
の
十
四
か
ら
第
三
十
条
の
十
八
ま
で
並
び

に
第
七
十
三
条
第
三
号
（
第
三
号
新
医
療
法
第
三
十
条
の
十
五
第
六
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
医
療
計
画
が

第
三
号
新
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
又
は
第
三
号
新
医
療
法
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
よ

り
変
更
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

（
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条

第
三
号
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

又
は
同
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設
等
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
、
第
五
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）

に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
以
下
「
第
三
号
旧
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
の
地
域
密
着
型

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
第
三
号
旧
介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
受
け
て
い
た
要
介
護
被
保
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険
者
（
以
下
「
要
介
護
旧
入
所
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
三
号
施
行
日
以
後
引
き
続
き
当
該
地
域
密
着
型
介
護
老

人
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
間
（
当
該
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
に
係
る
介
護
保
険
法
第
七
十
八
条
の
十
又

は
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
当
該
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施
設
等
に
継
続
し
て
一
以
上
の
他
の
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
た
要
介
護
旧
入
所
者
に
あ
っ
て
は

、
当
該
一
以
上
の
他
の
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
に
継
続
し
て
入
所
し
て
い
る
間
を
含
む
。
）
は
、
第
五
条
の
規

定
（
同
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
保
険
法
（
以
下
「
第
三
号
新
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。

）
第
八
条
第
二
十
一
項
又
は
第
二
十
六
項
の
要
介
護
者
で
あ
る
要
介
護
被
保
険
者
と
み
な
し
て
、
第
三
号
新
介
護
保
険
法
第

四
十
二
条
の
二
及
び
第
四
十
八
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
保
険
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条

第
三
号
施
行
日
（
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
当
該
特
定
市
町
村
の
同
項
の
条

例
で
定
め
る
日
の
翌
日
）
前
に
行
わ
れ
た
第
三
号
旧
介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
介
護
（

以
下
「
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
と
い
う
。
）
及
び
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
通
所
介
護
（
以
下
「
介
護
予
防
通
所

介
護
」
と
い
う
。
）
に
係
る
第
三
号
旧
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



一
七
〇
頁

第
十
一
条

第
三
号
施
行
日
の
前
日
（
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
当
該
特
定
市
町
村
の

同
項
の
条
例
で
定
め
る
日
）
に
お
い
て
介
護
保
険
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
た
被
保
険
者

そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
対
す
る
第
三
号
新
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
当
該
要

支
援
認
定
の
有
効
期
間
（
介
護
保
険
法
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
効
期
間
を
い
う
。
）
の
末
日
そ
の
他
の
平
成
三

十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
八
条
の
二

第
一
項
、
第
五
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
五
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
第
三
号
旧
介
護
保
険
法
第

八
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
七
項
、
第
五
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
五
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
な

お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
住
所
地
特
例
対
象
被
保
険
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
二
条

第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
第
三
号
施
行
日
以
後
に
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
特
定
施
設

に
該
当
す
る
施
設
に
入
居
を
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
同
項
に
規

定
す
る
住
所
地
特
例
対
象
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
当
該
施
設
に
入
居
を
し
た
際
、
当
該
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
（
特
別
区

を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
三



一
七
一
頁

号
施
行
日
前
に
当
該
施
設
に
入
居
を
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
三
条

第
三
号
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
者
で
あ
っ
た
者
は
、
第
三
号
施
行
日
に

お
い
て
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
当
該
者
が
第
三
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
別
段
の
申
出
を
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
号
旧
介
護
保
険
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本

第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
の

文
の
指
定
を
受
け
て
い
る
介
護
予
防
訪
問
介
護

第
一
号
訪
問
事
業
に
係
る
第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四

の
事
業
を
行
う
者

十
五
の
三
第
一
項
の
指
定
事
業
者
の
指
定

第
三
号
旧
介
護
保
険
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本

第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
ロ
の

文
の
指
定
を
受
け
て
い
る
介
護
予
防
通
所
介
護

第
一
号
通
所
事
業
に
係
る
第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四

の
事
業
を
行
う
者

十
五
の
三
第
一
項
の
指
定
事
業
者
の
指
定

第
三
号
旧
介
護
保
険
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の

第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
ニ
の



一
七
二
頁

指
定
を
受
け
て
い
る
介
護
予
防
支
援
の
事
業
を

第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
に
係
る
第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
百
十

行
う
者

五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
の
指
定
事
業
者
の
指
定

第
十
四
条

第
三
号
施
行
日
前
に
市
町
村
が
第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
第

一
号
訪
問
事
業
、
同
号
ロ
に
規
定
す
る
第
一
号
通
所
事
業
及
び
同
号
ハ
に
規
定
す
る
第
一
号
生
活
支
援
事
業
を
実
施
す
る
者

の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
第
三
号
施
行
日
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
て
そ
の
旨
を
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
号
施
行

日
以
後
第
三
号
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
市
町
村
（
以
下
こ
の
項
、
次
項
及
び

附
則
第
三
十
条
に
お
い
て
「
特
定
市
町
村
」
と
い
う
。
）
の
当
該
条
例
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
当
該
特
定
市
町
村
が
行

う
第
三
号
新
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第

一
項
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
二
第
二
項
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
（
同
条
第
一
項
の
指
定
に
係
る
部
分
を
除
く
。

）
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
四
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
七
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
八
、
第
百
十
五
条
の
四
十
六

第
一
項
（
第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び

第
九
項
、
第
百
二
十
二
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
第
三
項
、
第
百
二
十
四
条
第
三
項
、
第
百
二
十
六
条
第
一
項
、
第
百
五
十



一
七
三
頁

二
条
並
び
に
第
百
五
十
三
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
第
三
号
旧
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
（
第
一
号
及
び

第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
項
及
び
第
七
項
、
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
百
二
十

二
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
第
三
項
、
第
百
二
十
四
条
第
三
項
、
第
百
二
十
六
条
第
一
項
、
第
百
五
十
二
条
並
び
に
第
百
五

十
三
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
特
定
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
（
当
該
特
定
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
第
三

号
新
介
護
保
険
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
し
、
又
は
入
居
す
る
他
の
市
町
村
が
行
う

介
護
保
険
の
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
を
含
む
。
）
に
対
す
る
第
三
号
新
介
護
保
険
法
の
規
定

に
よ
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
定
市
町
村
の
前
項
の
条
例
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
第
三
号
新
介
護
保
険
法
第

八
条
の
二
第
一
項
、
第
五
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
五
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
第
三
号
旧
介
護

保
険
法
第
八
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
七
項
、
第
五
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
五
十
四
条
第
三
項
の
規

定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３

第
三
号
施
行
日
前
に
市
町
村
が
第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す

る
医
療
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
第
三
号
施
行
日
か
ら
当
該



一
七
四
頁

事
業
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
て
そ
の
旨
を
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
号
施
行
日

以
後
第
三
号
施
行
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
市
町
村
の
当
該
条
例
で
定
め
る
日
ま
で
の

間
は
、
当
該
市
町
村
が
行
う
第
三
号
新
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
項
（
同
号
に
掲
げ
る

部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
十
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

４

第
三
号
施
行
日
前
に
市
町
村
が
第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す

る
者
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
第
三
号
施
行
日
か
ら
当
該
事
業
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
て
そ
の
旨
を
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
号
施
行
日
以
後
第
三
号
施
行
日
か
ら
平
成
三
十
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
市
町
村
の
当
該
条
例
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
当
該
市
町
村
が
行
う
第
三
号
新

介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
項
（
同
号
に
掲
げ
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し

な
い
。

５

第
三
号
施
行
日
前
に
市
町
村
が
第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す

る
保
健
医
療
及
び
福
祉
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
第
三
号
施

行
日
か
ら
当
該
事
業
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
て
そ
の
旨
を
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、



一
七
五
頁

第
三
号
施
行
日
以
後
第
三
号
施
行
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
市
町
村
の
当
該
条
例
で
定

め
る
日
ま
で
の
間
は
、
当
該
市
町
村
が
行
う
第
三
号
新
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
項
（

同
号
に
掲
げ
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
調
整
交
付
金
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
五
条

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
は
、
第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
百
二
十
二
条

第
二
項
中
「
調
整
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
調
整
交
付
金
及
び
次
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
交
付
す
る
額
」
と
、
「
同
じ

。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
並
び
に
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
」
と
、
同
条
第
三
項

中
「
調
整
交
付
金
の
」
と
あ
る
の
は
「
調
整
交
付
金
及
び
次
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
交
付
す
る
額
の
」
と
、
「
費
用
の

額
」
と
あ
る
の
は
「
費
用
の
額
並
び
に
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
」
と
す
る
。

２

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
は
、
第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
百
二
十
二
条
の
二
第

三
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

（
賦
課
決
定
の
期
間
制
限
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
六
条

第
三
号
新
介
護
保
険
法
第
二
百
条
の
二
の
規
定
は
、
第
三
号
施
行
日
以
後
に
同
条
の
納
期
が
到
来
す
る
保
険
料
に



一
七
六
頁

つ
い
て
適
用
し
、
第
三
号
施
行
日
前
に
当
該
納
期
に
相
当
す
る
期
限
が
到
来
し
た
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

（
延
滞
金
の
割
合
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
七
条

第
三
号
新
介
護
保
険
法
附
則
第
十
一
条
の
規
定
は
、
介
護
保
険
法
第
百
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
延
滞
金
の

う
ち
第
三
号
施
行
日
以
後
の
期
間
に
対
応
す
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
延
滞
金
の
う
ち
第
三
号
施
行
日
前
の
期
間
に

対
応
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
準
備
行
為
）

第
十
八
条

第
三
号
新
介
護
保
険
法
の
施
行
の
た
め
に
必
要
な
条
例
の
制
定
又
は
改
正
そ
の
他
の
行
為
は
、
第
三
号
施
行
日
前

に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
保
険
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
九
条

附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
四
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
行
わ
れ
た
第
五

条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
以
下
「
第
四
号
旧
介

護
保
険
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
）
、
地
域
密
着
型
サ
ー
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ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
）
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
含
む
。
）
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
）
又
は
住
宅
改
修
に
係
る
保
険

給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

第
四
号
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
第
四
号
旧
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
又
は
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
特
例
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
又

は
特
例
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

第
四
号
施
行
日
前
に
し
た
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
第
四
号
旧
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
特
定
入
所
者
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
、
特
例
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
特
例
特
定
入
所
者
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
を
受
け
た
者
か
ら
の
そ
の
給
付
の
価
額
の
全
部
又
は
一
部
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

（
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
条

附
則
第
一
条
第
六
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
介
護
保
険
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
て

い
る
通
所
介
護
（
利
用
定
員
が
第
六
条
の
規
定
（
同
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
保
険
法
（
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以
下
「
第
六
号
新
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
七
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
数
未
満
で
あ
る
も
の
に
限
る
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
業
を
行
う
者
は
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
六
号
施
行
日
」
と
い
う
。

）
に
お
い
て
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
の
市
町
村
（
第
六
号
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
当
該
市
町
村
以
外
の
市
町

村
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
他
の
市
町
村
」
と
い
う
。
）
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
が
当
該
事
業
を
行
う
者
が
行
う

通
所
介
護
を
利
用
し
て
い
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
他
の
市
町
村
を
含
む
。
）
の
長
か
ら
第
六
号
新
介
護
保
険
法
第
八
条

第
十
七
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
係
る
第
六
号
新
介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
を
受

け
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
当
該
事
業
を
行
う
者
が
第
六
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
別
段
の
申
出
を
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
六
号
新
介
護
保
険
法
第
八
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
係
る
第
六
号
新
介

護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
通
所
介
護
の
事
業
を
行
う
者
に
つ
い
て
は

、
介
護
保
険
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
は
、
第
六
号
施
行
日
に
そ
の
効
力
を
失
う
。

第
二
十
一
条

第
六
号
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
第
六
号
新
介
護
保
険
法
第
七
十
八
条
の
二

第
四
項
第
一
号
並
び
に
第
七
十
八
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
（
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
係



一
七
九
頁

る
部
分
に
限
る
。
）
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
第
六
号
新
介
護
保
険
法
第
七
十
八
条
の
二
第
五
項
及
び
第
七
十
八

条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
も
っ
て
、
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
基
準
と
み
な

す
。

（
準
備
行
為
）

第
二
十
二
条

第
六
号
新
介
護
保
険
法
の
施
行
の
た
め
に
必
要
な
条
例
の
制
定
又
は
改
正
、
介
護
保
険
法
第
七
十
八
条
の
二
の

規
定
に
よ
る
第
六
号
新
介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
の
手
続
（
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
そ
の
他
の
行
為
は
、
第
六
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
居
宅
介
護
支
援
事
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
三
条

附
則
第
一
条
第
七
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
七
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
起
算
し
て
一

年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
第
六
条
の
規
定
（
同
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
保
険
法

（
以
下
「
第
七
号
新
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
、
第
七
十
九
条
第
二
項
第
一
号
並
び
に
第
八

十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
第
七
号
施
行
日
の
前
日
に
お

い
て
第
六
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
七
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
次
条
に
お



一
八
〇
頁

い
て
「
第
七
号
旧
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
、
第
七
十
九
条
第
二
項
第
一
号
並
び
に
第
八
十

一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
た
基
準
を
も
っ
て
、
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定

め
ら
れ
た
基
準
と
み
な
す
。

第
二
十
四
条

第
七
号
施
行
日
前
に
第
七
号
旧
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
し
た
指
定
等
の
処
分
そ
の
他
の

行
為
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
処
分
等
の
行
為
」
と
い
う
。
）
又
は
第
七
号
施
行
日
前
に
第
七
号
旧
介
護
保
険
法
の
規
定

に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
さ
れ
た
指
定
等
の
申
請
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
等
の
行
為
」
と

い
う
。
）
で
、
第
七
号
施
行
日
以
後
に
お
い
て
市
町
村
長
が
処
理
し
、
又
は
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に

係
る
も
の
は
、
第
七
号
施
行
日
以
後
に
お
い
て
は
、
市
町
村
長
の
し
た
処
分
等
の
行
為
又
は
市
町
村
長
に
対
し
て
さ
れ
た
申

請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

（
準
備
行
為
）

第
二
十
五
条

第
七
号
新
介
護
保
険
法
の
施
行
の
た
め
に
必
要
な
条
例
の
制
定
又
は
改
正
そ
の
他
の
行
為
は
、
第
七
号
施
行
日

前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
平
成
十
八
年
改
正
前
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）
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第
二
十
六
条

第
四
号
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
第
七
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ

る
改
正
前
の
平
成
十
八
年
改
正
前
介
護
保
険
法
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
旧
平
成
十
八
年
改
正
前
介
護
保
険
法
」
と

い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

第
四
号
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
旧
平
成
十
八
年
改
正
前
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
特
定
入

所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
特
例
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

第
四
号
施
行
日
前
に
し
た
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
旧
平
成
十
八
年
改
正
前
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
特
定
入

所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
特
例
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
を
受
け
た
者
か
ら
の
そ
の
給
付
の
価
額
の
全
部
又

は
一
部
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
七
条

附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
看
護
師
免
許
を
受
け
て
い
る
者
及
び
同
号
に
掲
げ
る
規

定
の
施
行
前
に
看
護
師
免
許
の
申
請
を
行
っ
た
者
で
あ
っ
て
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
後
に
看
護
師
免
許
を
受
け
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
次
条
及
び
附
則
第
二
十
九
条
に
お
い
て
「
新

保
助
看
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
後
五
年
間
は
、
適
用
し
な
い
。
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第
二
十
八
条

新
保
助
看
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
五
号
施
行
日
前
に

お
い
て
も
、
そ
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
九
条

政
府
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
指
示
の
下
に
、
新
保
助
看
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る

手
順
書
に
よ
ら
な
い
で
行
わ
れ
る
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
行
為
が
看
護
師
に
よ
り
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
医
師
、

歯
科
医
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
て
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
特
定
行
為
研
修
の
制
度
の
趣
旨
が
当
該
行
為
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
の
内
容
の
周
知
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
生
活
保
護
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
十
条

第
三
号
施
行
日
の
前
日
（
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
市
町
村
の
同
項
の
条
例
で
定

め
る
日
）
に
お
い
て
被
保
護
者
（
生
活
保
護
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
護
者
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

で
あ
っ
て
附
則
第
十
一
条
に
規
定
す
る
者
に
相
当
す
る
者
で
あ
っ
た
者
に
対
す
る
介
護
扶
助
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
生
活
保
護
法
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
新
生
活

保
護
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
特
定
市
町
村
の
区
域
内
に
居
住
地
（
居
住
地
が
な
い
か
、
又
は
明
ら
か
で
な
い
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場
合
に
あ
っ
て
は
、
現
在
地
）
を
有
す
る
被
保
護
者
に
対
す
る
介
護
扶
助
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
定
市
町
村
の
同
項
の
条
例

で
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
新
生
活
保
護
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
十
一
条

新
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
指
定
（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
者
に
係
る
指
定
に
限
る

。
）
の
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
第
三
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
十
二
条

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
臨
床
検
査
技
師
の
免
許
を
受
け
て
い
る
者
及
び
同
号
に

掲
げ
る
規
定
の
施
行
前
に
臨
床
検
査
技
師
国
家
試
験
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
後
に
臨
床
検
査

技
師
の
免
許
を
受
け
た
も
の
は
、
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
に
規
定

す
る
検
体
採
取
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
三
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
前
項
の
指
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
十
三
条

第
十
五
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
健
康
保
険
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法
（
以
下
「
新
国
保
法
」
と
い
う
。
）
第
百
十
条
の
二
の
規
定
は
、
第
三
号
施
行
日
以
後
に
同
条
の
納
期
が
到
来
す
る
保
険

料
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
三
号
施
行
日
前
に
当
該
納
期
に
相
当
す
る
期
限
が
到
来
し
た
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

第
三
十
四
条

新
国
保
法
第
百
十
六
条
の
二
第
一
項
第
六
号
の
規
定
（
入
居
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
第
三
号
施
行
日
以

後
に
同
号
に
掲
げ
る
特
定
施
設
に
該
当
す
る
施
設
に
入
居
を
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更

し
た
と
認
め
ら
れ
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
当
該
施
設
に
入
居
を
し
た
際
、
当
該
施
設
が
所
在
す
る
市
町

村
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
三
号
施
行
日
前
に
当
該
施

設
に
入
居
を
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

第
三
十
五
条

新
国
保
法
附
則
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
八
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定

に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
新
高
齢
者
医
療
確
保
法
」
と
い
う
。
）
附

則
第
十
三
条
の
五
の
六
の
規
定
は
、
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
健
康
保
険
法
附
則
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用

す
る
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
延
滞
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
三
号
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施
行
日
前
延
滞
金
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
第
三
号
施
行
日
以
後
の
期
間
に
対
応
す
る
も
の
及
び
新
国
保
法
附
則
第
十
六
条
に

お
い
て
準
用
す
る
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
延
滞
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
第

三
号
施
行
日
前
延
滞
金
の
う
ち
第
三
号
施
行
日
前
の
期
間
に
対
応
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
十
六
条

新
高
齢
者
医
療
確
保
法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
（
入
居
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
第
三
号
施

行
日
以
後
に
同
号
に
掲
げ
る
特
定
施
設
に
該
当
す
る
施
設
に
入
居
を
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所

を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
当
該
施
設
に
入
居
を
し
た
際
、
当
該
施
設
が
所
在

す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
以
外
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も

の
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
三
号
施
行
日
前
に
当
該
施
設
に
入
居
を
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を

変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
十
七
条

新
高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
六
十
条
の
二
の
規
定
は
、
第
三
号
施
行
日
以
後
に
同
条
の
納
期
が
到
来
す
る
保
険

料
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
三
号
施
行
日
前
に
当
該
納
期
に
相
当
す
る
期
限
が
到
来
し
た
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。
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第
三
十
八
条

新
高
齢
者
医
療
確
保
法
附
則
第
十
三
条
の
五
の
六
の
規
定
は
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
四
十

五
条
第
一
項
（
同
法
第
百
二
十
四
条
及
び
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
延
滞
金
の
う
ち

第
三
号
施
行
日
以
後
の
期
間
に
対
応
す
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
延
滞
金
の
う
ち
第
三
号
施
行
日
前
の
期
間
に
対
応

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
平
成
十
八
年
改
正
前
老
人
保
健
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
十
九
条

第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
平
成
十
八
年
改
正
前
老
人
保
健
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
平
成
十

八
年
改
正
前
老
人
保
健
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
は
、
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
平
成
十
八

年
改
正
前
老
人
保
健
法
第
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
延
滞
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
三
号
施
行
日
前
延
滞
金
」

と
い
う
。
）
の
う
ち
第
三
号
施
行
日
以
後
の
期
間
に
対
応
す
る
も
の
及
び
新
平
成
十
八
年
改
正
前
老
人
保
健
法
第
六
十
一
条

第
一
項
に
規
定
す
る
延
滞
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
三
号
施
行
日
前
延
滞
金
の
う
ち
第
三
号
施
行
日
前
の
期
間
に
対
応
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
十
条

第
二
号
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
に
係
る
医
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師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
た
者
は
、
第
二
号
施
行
日
に
お
い
て

第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法

律
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
十
一
条

附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
業
務
に
従
事
し
て
い
な
い
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促

進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
看
護
師
等
は
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
後
速
や
か
に
、
第
二
十
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
届
け
出

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
八
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
二
十
七
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
八
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
二
十
五
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
る
。

（
船
員
保
険
法
等
の
一
部
改
正
）



一
八
八
頁

第
四
十
三
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
八
条
第
二
十
五
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
る
。

一

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
八
十
二
条
第
一
項

二

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項

三

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
六
十
一
条
第
一
項

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
四
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
項
第
一
号
中
「
第
五
十
五
条
の
二
」
を
「
第
五
項
並

び
に
第
五
十
五
条
の
二
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
）
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
」
を
「
）
並
び
に
第
五
十
四
条
の
二
第

五
項
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
」
に
、
「
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
四
条
の
二
第

四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
五
十
五
条
第
二
項
」
に
、
「
第
五
十
五
条
の
二
」
を
「
第
五
項
並
び
に
第
五
十
五
条
の
二
」
に

改
め
、
同
表
歯
科
技
工
士
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
の
項
及
び
歯
科
技
工
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭

和
五
十
七
年
法
律
第
一
号
）
の
項
を
削
る
。

（
地
域
保
健
法
の
一
部
改
正
）
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第
四
十
五
条

地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
九
号
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条

地
域
保
健
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
号
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

（
地
方
財
政
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
七
条

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
一

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
基
金
へ
の
繰
入
れ
に
要
す
る
経
費

（
死
体
解
剖
保
存
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
八
条

死
体
解
剖
保
存
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
特
定
機
能
病
院
」
を
「
、
特
定
機
能
病
院
若
し
く
は
臨
床
研
究
中
核
病
院
」
に
改
め
る
。

（
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
九
条

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
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う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
条
の
五
中
「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

（
国
有
財
産
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
五
十
条

国
有
財
産
特
別
措
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
四
号
ロ
中
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
」
の
下
に
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
若
し
く
は
」
を
加
え
、
「
介
護
予

防
通
所
介
護
若
し
く
は
」
を
削
り
、
「
又
は
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
」
を
「
、
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
」
に
改
め
、
「
対
す
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
の
下
に
「
又
は
同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一

号
ロ
に
規
定
す
る
第
一
号
通
所
事
業
で
あ
つ
て
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も

の
」
を
加
え
る
。

（
印
紙
税
法
の
一
部
改
正
）

第
五
十
一
条

印
紙
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
の
文
書
名
の
欄
中
「
第
百
五
十
五
条
第
一
項
第
一
号
（
国
保
連
合
会
の
業
務
）
に
掲
げ
る
」
を
「
第
百
五
十
五

条
第
一
項
（
国
保
連
合
会
の
業
務
）
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
る
。
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（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
五
十
二
条

登
録
免
許
税
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
三
十
二
号
㈨
イ
⑶
中
「
、
義
肢
装
具
士
又
は
歯
科
技
工
士
」
を
「
又
は
義
肢
装
具
士
」
に
改
め
、
同
号
㈩
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

十
の
二

歯
科
技
工
士
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
に
よ
る

歯
科
技
工
士
名
簿
に
す
る
登
録

イ

歯
科
技
工
士
法
第
六
条
第
一
項
（
登
録
）
の
歯
科
技
工
士
の
登
録

登
録
件
数

一
件
に
つ
き
九
千
円

ロ

登
録
事
項
の
変
更
の
登
録

登
録
件
数

一
件
に
つ
き
千
円

別
表
第
三
の
二
十
四
の
項
の
第
三
欄
の
第
二
号
中
「
第
八
条
第
二
十
七
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
る
。

（
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
三
条

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
百
条
第
六
項
中
「
及
び
第
七
号
」
を
削
り
、
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
る
。



一
九
二
頁

（
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
及
び
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
五
十
四
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
同
条
第
四
項
」
を
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
（

同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

一

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
十
九
条
第
二
項
第
四
号
の
二

二

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号

（
地
価
税
法
等
の
一
部
改
正
）

第
五
十
五
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
八
条
第
二
十
七
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
る
。

一

地
価
税
法
（
平
成
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
別
表
第
一
第
五
号

二

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
三
条

三

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）

第
四
十
八
条
第
二
項

（
介
護
保
険
法
施
行
法
の
一
部
改
正
）

第
五
十
六
条

介
護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
る
。

（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
五
十
七
条

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
八
条

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
見
出
し
中
「
給
付
」
を
「
給
付
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
基
づ
く
給
付
」
の
下
に
「
又
は
事
業
」
を
加
え
、
「

受
け
る
」
を
「
受
け
、
又
は
利
用
す
る
」
に
改
め
、
「
定
め
る
給
付
」
の
下
に
「
又
は
事
業
」
を
加
え
る
。

（
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
九
条

高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
項
第
一
号
中
「
第
八
条
第
二
十
一
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
二
項
」
に
、
「
同
条
第
二
十
六
項
」
を
「
同
条

第
二
十
七
項
」
に
、
「
同
条
第
二
十
七
項
」
を
「
同
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
同
条
第
二
十
三
項
」
を
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「
同
条
第
二
十
四
項
」
に
、
「
同
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
「
同
条
第
十
二
項

に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
に
、
「
同
条
第
十
八
項
」
を
「
同
条
第
十
六
項
」
に
改
め
る
。

（
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
十
条

道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
三
項
中
「
第
八
条
第
二
十
一
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
二
項
」
に
、
「
同
条
第
二
十
六
項
」
を
「
同
条
第
二

十
七
項
」
に
、
「
同
条
第
二
十
七
項
」
を
「
同
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
る
。

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
十
一
条

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七

十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
二
条
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
三
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
」
を
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
八
年
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三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
四
条
第
三
項
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

（
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部

改
正
）

第
六
十
二
条

公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
の
う
ち
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
附
則
第
十
三
条
の
七
を
同
法
附
則
第
十
三
条
の
十
一
と
し
、

同
法
附
則
第
十
三
条
の
六
を
同
法
附
則
第
十
三
条
の
十
と
し
、
同
法
附
則
第
十
三
条
の
五
の
五
の
次
に
見
出
し
及
び
四
条
を

加
え
る
改
正
規
定
中
「
附
則
第
十
三
条
の
十
と
し
」
の
下
に
「
、
附
則
第
十
三
条
の
五
の
六
を
附
則
第
十
三
条
の
九
の
二
と

し
」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
の
う
ち
介
護
保
険
法
附
則
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
附
則
に
次
の
」
を
「
附
則
第
十
一
条
を
附
則
第

十
三
条
と
し
、
附
則
第
十
条
の
次
に
次
の
見
出
し
及
び
」
に
、
「
介
護
予
防
等
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」
を
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」
に
改
め
る
。
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附
則
第
五
十
二
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
五
十
二
条
の
五

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

号
）
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
五
号
施
行
日
か
ら
同
項
に

規
定
す
る
当
該
特
定
市
町
村
の
同
項
の
条
例
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
当
該
特
定
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
法
の
規
定

に
よ
る
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
介
護
保
険
法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
第
二
項
中
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
介
護
予
防
等
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」

と
す
る
。

附
則
第
五
十
九
条
中
国
民
健
康
保
険
法
附
則
第
二
十
一
条
の
三
第
三
項
の
改
正
規
定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附
則
第
十
六
条
中
「
附
則
第
十
三
条
の
五
の
六
」
を
「
附
則
第
十
三
条
の
九
の
二
」
に
改
め
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
十
三
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
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）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
う
ち
地
方
財
政
法
第
十
条
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
三
十
一
」
を
「
三
十
二
」
に
改
め
る
。

（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
十
四
条

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

附
則
第
二
十
一
条
の
う
ち
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
別
表
第
二
の
改
正
規
定
中
「
介
護
保
険
給
付
関
係
情
報
」
を
「
介
護
保
険
給
付
等
関
係
情
報

」
に
改
め
る
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
十
五
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
六
十
八
の
項
中
「
支
給
」
の
下
に
「
、
地
域
支
援
事
業
の
実
施
」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
の
一
の
項
中
「
保
険
給
付
の
支
給
」
の
下
に
「
、
地
域
支
援
事
業
の
実
施
」
を
加
え
、
「
介
護
保
険
給
付
関
係



一
九
八
頁

情
報
」
を
「
介
護
保
険
給
付
等
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
表
の
二
の
項
か
ら
四
の
項
ま
で
、
六
の
項
、
二
十
六
の
項
、
三
十

の
項
、
三
十
三
の
項
、
三
十
九
の
項
、
四
十
二
の
項
、
五
十
六
の
二
の
項
、
五
十
八
の
項
、
六
十
一
の
項
、
六
十
二
の
項
、

八
十
の
項
、
八
十
七
の
項
及
び
九
十
の
項
中
「
介
護
保
険
給
付
関
係
情
報
」
を
「
介
護
保
険
給
付
等
関
係
情
報
」
に
改
め
、

同
表
の
九
十
三
の
項
中
「
保
険
給
付
の
支
給
」
の
下
に
「
又
は
地
域
支
援
事
業
の
実
施
」
を
加
え
、
同
表
の
九
十
四
の
項
中

「
支
給
」
の
下
に
「
、
地
域
支
援
事
業
の
実
施
」
を
加
え
、
「
介
護
保
険
給
付
関
係
情
報
」
を
「
介
護
保
険
給
付
等
関
係
情

報
」
に
改
め
る
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
十
六
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法

律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
う
ち
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
別
表
第
二
の
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
改
正
規
定
（
同
表
の
五
の
二
十
四
の
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
法
別
表
第
四
の
四
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
改
正
規
定
（
同
表
の
四
の
二
十
四
の
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
中
「
支
給
」
の
下
に
「
、
同
法
第
百
十
五
条
の
四



一
九
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十
五
第
一
項
の
地
域
支
援
事
業
の
実
施
」
を
加
え
る
。

（
薬
事
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
十
七
条

薬
事
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
八
十
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第

二
十
九
号
）
第
二
条
第
十
二
号

（
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正
）

第
六
十
八
条

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
の
う
ち
地
方
財
政
法
第
十
条
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
三
十
二
」
を
「
三
十
三
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
第
一
項
中
「
三
十
二
」
を
「
三
十
三
」
に
、
「
三
十
一
」
を
「
三
十
二
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
三
十

一
」
を
「
三
十
二
」
に
、
「
三
十
二
」
を
「
三
十
三
」
に
改
め
る
。

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
六
十
九
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



二
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第
十
四
条
第
一
項
中
「
同
条
第
二
項
第
十
一
号
」
を
「
同
条
第
二
項
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
の
四
第
十
三
項
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
十
五
項
」
に
、
「
同
条
第
二
項
第
十
二
号
」

を
「
同
条
第
二
項
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
十
一
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
施
行
前
に
し
た
行
為
並
び
に
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律

の
施
行
後
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施

行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
七
十
二
条

附
則
第
三
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
及
び
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経

過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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理

由

地
域
に
お
い
て
効
率
的
か
つ
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

を
通
じ
、
必
要
な
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
、
医
療
法
、
介
護
保
険
法
等
の
関
係
法
律
の
所
要
の
整

備
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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